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氷
峠
鉄
道
文
化
む
ら

　開
園
以
来
初
の
夜
間
イ
ベ
ン
ト

「
横
川
ナ
イ
ト
パ
ー
ク
」開
催

令
和
3
年
度

　
　
　当初
予
算

氷
峠
鉄
道
文
化
む
ら

で
は
、
こ
の
春
、
開

園
以
来
初
と
な
る
夜
間
イ
ベ

ン
ト
「
横
川
ナ
イ
ト
パ
ー

ク
」
を
開
催
。
イ
ベ
ン
ト
で

は
、
特
別
運
行
の
「
夜
行
ト

ロ
ッ
コ
」
で
向
か
う
旧
丸
山

変
電
所
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
見

学（
定
員
制
）や
、
展
示
車
両

の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
な
ど
、

„
夜
な
ら
で
は
“
の
コ
ン
テ

ン
ツ
が
充
実
し
て
い
ま
す
。

普
段
と
違
う
「
鉄
道
文
化
む

ら
」
で
特
別
な
時
間
を
お
楽

し
み
く
だ
さ
い（
※
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ

り
実
施
内
容
な
ど
が
変
更
に

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）。

※
当
日
は
通
常
ど
お
り
午
前

９
時
か
ら
開
園
し
て
い
ま

す
。

見やすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。

碓

5月15日（土） 午後8時まで 開園を延長

大人500円（中学生以上）
小人300円（小学生）

※通常の入園料と同額。また、
　乗り物代は別途必要。

日
時

入
園
料



　
　市
民
の
快
適
な
暮
ら
し

や
生
命
と
財
産
を
守
る
ま
ち

づ
く
り

23 安中市役所　☎027－382－1111

防災行政無線で発信される緊急情報の入手が困難
な市民に対して、音声による固定電話への情報配
信サービスの提供を行います。

今
年
度
の
予
算
が
第
１
回
定
例
市
議
会
で
可
決
さ

れ
ま
し
た
。
一
般
会
計
の
予
算
総
額
は
2
4
2
憶

9
，
9
0
0
万
円
で
す
。
こ
こ
で
は
今
年
度
取
り

組
む
事
業
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

災害時緊急情報配信サービス事業
（61万6,000円）

バスなどの公共交通が整備されていない地区のボ
ランティア組織に対し、住民による無償輸送の運
営に必要な車両や経費などの補助を行います。

新たな移動手段導入事業
（224万1,000円）

道路沿いの危険なブロック塀などについて、市内
の業者に依頼して撤去する際に補助金を交付しま
す。

危険ブロック塀等撤去費補助事業
（200万円）

幹線道路を中心に安全性向上のため舗装改修など
を集中的に行います。

市道リフレッシュ事業（5,000万円）

2021年5月1日号

当
初
予
算

令
和
3
年
度

1

　
　生
涯
に
わ
た
る
健
や
か
な

暮
ら
し
を
支
え
合
う
ま
ち
づ
く
り

成年後見制度を利用することにより、住み慣れた
地域で安心して暮らせるように相談窓口と支援体
制を強化します。

権利擁護センター運営事業
（530万円）

地域における住民主体の見守りや認知症・ひきこ
もり予防の活動拠点としての居場所づくりのため
に、ふれあい・いきいきサロンが実施する事業の
一部を補助します。

ふれあいの居場所づくり支援事業
（50万円）基幹相談支援センターを設置し、相談体制の充実

と強化を図ります。

障害児者基幹相談支援センター
設置事業（2,631万5,000円）

墓地取得および納骨堂使用などの多様な市民ニー
ズに応えるため、市営墓地を整備します。

墓苑建設事業（558万8,000円）
地球環境に負荷の少ないエネルギーの普及促進お
よび地球温暖化対策の推進を図るため、購入・設
置費用の一部を補助します。

住宅用スマートエネルギーシステム
設置補助事業（560万円）

3

　
　何
度
も
訪
れ
た
く

な
る
魅
力
を
磨
く
ま
ち

づ
く
り文化センターの駐車場を増設し、駐車台数の不足

状態を緩和します。

文化センター駐車場増設事業
（4,593万3,000円）

オートキャンプ場などを整備するため、旧市民農
園を活用するほか、新たな用地を取得します。

碓氷峠の森オートキャンプ場等
整備事業（720万円）

史跡に指定された簗瀬二子塚古墳と関係する古墳
などの保存と活用を推進するための計画を策定し
ます。

史跡簗瀬二子塚古墳等保存活用計画
策定事業（49万円）

安中駅前のトイレを改修し、利用者の利便性の向
上を図ります。

安中駅前トイレ改修事業
（784万3,000円）

4

　
　地
域
の
資
源
を
つ
な
ぎ
、

活
力
を
創
造
す
る
ま
ち
づ
く
り

JICAと連携したシルク産業の海外技能実習生と現
地で受入れ担当をする機関の調査を行う。

ぐんまシルク国際アカデミー調査
研究事業（30万円）

設備工事や備品購入などにより、新型コロナウイ
ルス感染症拡大防止対策を講じた事業所に対して
対策費用の一部を補助します。

事業所等感染症対策支援事業
（新型コロナウイルス対策）
（6,000万円）

市の歴史文化資源を活用し活動をしている団体の
歴史文化財資源の魅力を発信するイベントに対し
て事業経費の補助を行います。

歴史・文化の魅力発信事業補助金
（50万円）

旧国道18号C9から熊野神社までの中山道の整備を
行い、堂峰番所を含む碓氷関所跡の国指定史跡を
目指します。

歴史の道整備活用事業
（1,935万2,000円）

5 　
　若
い
世
代
の
移
住
・
定
住
を

進
め
る
ま
ち
づ
く
り

主にICT支援員を配置し、児童生徒に配布するタブ
レット端末を活用した授業づくりを支援します。

GIGAスクール推進事業
（2,305万1,000円）

多世代交流型子育て支援施設を市民恊働により活
用することで、地域福祉の向上を図ります。

あんなかスマイルパーク管理運営
事業（5,051万2,000円）企業や家庭から提供された食品や生活用品を生活

困窮世帯などに、無償で配布を行うとともに、生
活の安定のための支援を行います。

フードバンク設置事業
（257万6,000円）

小学校自校式給食室のドライシステム化に着手し
ます。

自校式給食室ドライシステム化
改修事業（1,087万6,000円）保育施設などでの保育の質の確保・向上につなが

る機器のリース料に係る費用の一部を補助しま
す。

午睡チェックセンサー購入補助事業
（263万2,000円）

2

問 本 危機管理課

問 本 建築住宅課

問 本 土木課 問 本 都市整備課

問 本 高齢者支援課

問 本 福祉課

問 本 高齢者支援課

問 ク 環境政策課 問 ク 環境政策課

問 松 観光経済課

問 松 生涯学習課

問 松 観光経済課

問 文化財保護課

問 松 農林課

問 文化財保護課

問 文化財保護課 問 松 観光経済課

問 松 学校教育課

問 松 教育委員会総務課

問 本 福祉課

問 本 子ども課

問 本 子ども課

西毛広域幹線道路（スポーツセンター付近）
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市の予算を1か月の家計に例えると…

特別会計予算

合計 242億9,900万円
歳　入

収　入 支　出

合計 242億9,900万円
歳　出

11万5,000円
12万1,000円
1万9,000円
1万4,000円
3万1,000円

6万6,000円

給料（市税）
諸手当（国・県支出金、地方譲与税など）
銀行からの借入（市債）
パート代金（分担金、負担金、使用料など）
貯金の取り崩し（繰入金）

貯金残高
（令和2年度末基金残高見込（一般会計））

7万円
5万3,000円
3万8,000円
3万6,000円

7万円

2万8,000円
4,000円
1,000円

医療費・保育費等（扶助費）
食費（人件費）
光熱水費・通信費（物件費）
ローン返済（公債費）
家族への仕送り等（繰出金・補助費等）
家・車・電化製品などの修繕・買替
（普通建設事業費・維持補修費）
貯金（積立金）
その他雑費（投資及び出資・貸付金等）

61億8,646万3,000円

8億5,230万7,000円

69億4,055万7,000円

国民健康保険特別会計

後期高齢者医療特別会計

介護保険特別会計

企業会計予算
24億1,400万4,000円

12億8,403万4,000円

35億591万7,000円

5,329万2,000円

水道事業会計

下水道事業会計

病院事業会計

介護サービス会計

問合せ▶　財政課財務係（☎内線1053）本
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光
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光
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光
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光
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取
扱
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融

機
関

　令和3年度の一般会計予算を1か月の収支が30万円の家計に例えると、次のようになります。

大切なお金はどこにどれ
だけ使われているの？
令和3年度の一般会計予算は、左のようになっ
ています。民生費（子どもや高齢者など、福祉
のための経費）の割合が高くなっています。

松松松松

令
和
３
年
度
融
資
制
度
案
内

観
光
経
済
課
商
工
労
働
係
（
☎
内
線
２
６
２
１
）

松

制
度
名

融
資
対
象
者

資
金
使
途

融
資
限
度
額

（
上
限
額
）

融
資
期
間

申
込
期
間

備
　考

取
扱
金
融

機
関
申
込
先

問
合
せ

利
率

（
年
利
）

小
口
資
金

（
一
般
小
口
）
市
内
で
同
一
事
業
を
１
年
以
上

営
ん
で
い
る
中
小
企
業
者
お
よ

び
中
小
企
業
等
協
同
組
合

※

市
税
及
び
県
税
の
完
納

※

保
証
協
会
の
保
証
付

※

審
査
会
の
審
査
あ
り

運
転
資
金（
利
子
補
給
な
し
）

設
備
資
金（
３
年
間
利
子
補
給

あ
り
）

※

設
備
の
事
前
購
入
や
事
前
着

工
、
ま
た
土
地
の
購
入
は
対
象

外

運
転
資
金
　
６
年
以
内

設
備
資
金
　
８
年
以
内

※

運
転
と
設
備
を
併
用
し
た
場

合
６
年
以
内

（
う
ち
据
置
６
ヶ
月
以
内
が
可

能
）

年
間
随
時

※

毎
月
の
申

込
締
切
日
に

注
意

市
内
の
銀
行
、

信
用
金
庫
、

信
用
組
合
の

各
本
支
店

※

保
証
料
は
自
己
負
担（
県
と
市
が

補
助
す
る
た
め
保
証
料
は
軽
減
さ

れ
る
）

※

要
件
に
基
づ
く
既
存
資
金
の
借

換
制
度
あ
り（
令
和
３
年
度
末
ま

で
）

１
・
６
％

１
，
２
５
０
万
円
以
内

特
別
小
口

資
金

市
内
で
同
一
事
業
を
１
年
以
上

営
ん
で
い
る
小
規
模
企
業
者

〔
常
時
使
用
す
る
従
業
員
が
20

人
以
下（
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
業

に
あ
っ
て
は
５
人
以
下
）〕

※

保
証
人
は
不
要

※

市
税
お
よ
び
県
税
の
完
納

※

保
証
協
会
の
保
証
付

※

審
査
会
の
審
査
あ
り

運
転
資
金（
利
子
補
給
な
し
）

設
備
資
金（
３
年
間
利
子
補
給

あ
り
）

※

設
備
の
事
前
購
入
や
事
前
着

工
、
ま
た
土
地
の
購
入
は
対
象

外

運
転
資
金
　
６
年
以
内 

設
備
資
金
　
８
年
以
内

※

運
転
と
設
備
を
併
用
し
た
場

合
６
年
以
内  

（
う
ち
据
置
６
ヶ
月
以
内
が
可

能
）

年
間
随
時

※

毎
月
の
申

込
締
切
日
に

注
意

市
内
の
銀
行
、

信
用
金
庫
、

信
用
組
合
の

各
本
支
店

特
別
小
口
資
金
に
つ
い
て
は
他
の

保
証
付
の
融
資
と
併
用
す
る
こ
と

が
で
き
な
い

※

保
証
料
は
自
己
負
担（
県
と
市
が

補
助
す
る
た
め
保
証
料
は
軽
減
さ

れ
る
）

※

要
件
に
基
づ
く
既
存
資
金
の
借

換
制
度
あ
り（
令
和
３
年
度
末
ま

で
）

１
・
６
％

１
，
２
５
０
万
円
以
内

中
小
企
業

短
期
資
金

（
季
節
資
金
）

市
内
の
中
小
企
業
者

運
転
資
金

※

ボ
ー
ナ
ス
資
金
な
ど
で
、
季

節
的
に
短
期
運
転
資
金
が
必
要

な
と
き

夏
期
　
５
ヶ
月
以
内

冬
期
　
３
ヶ
月
以
内

夏
期
６
月
１

日
か
ら

冬
期
10
月
１

日
か
ら

市
内
の
銀
行
、

信
用
金
庫
、

信
用
組
合
の

各
本
支
店

※

保
証
付
の
場
合
の
保
証
料
は
自

己
負
担

１
・
８
％

３
０
０
万
円
以
内

勤
労
者
住
宅

建
設
資
金

市
内
に
１
年
以
上
居
住
、
ま
た

は
市
内
の
同
一
事
業
所
に
１
年

以
上
勤
務
す
る
勤
労
者

※

市
税
に
滞
納
が
な
い
者

市
内
の
専
用
住
宅
に
つ
い
て

①
敷
地
を
取
得
す
る
場
合

（
１
年
以
内
に
新
築
す
る
こ
と
）

②
新
築
・
増
築
・
改
築
す
る
場
合

③
住
宅
を
取
得
す
る
場
合

※

面
積
の
制
限
あ
り

※

保
証
人
必
要

20
年
以
内

年
間
随
時

市
内
の
銀
行
、

信
用
金
庫
、

信
用
組
合
、

労
働
金
庫
、

農
業
協
同
組
合

の
各
本
支
店

※

新
築

　
土
地 

３
３
０
㎡
以
下

　（
１
年
以
内
に
新
築
）

　
家
屋
　
１
３
２
㎡
以
下

※

増
改
築

　
土
地
　
１
６
５
㎡
以
下

　
家
屋
　
33
㎡
以
上
99
㎡
以
下

２
・
７
％

５
０
０
万
円
以
内

勤
労
者
生
活

資
金

市
内
に
住
所
を
有
し
、
か
つ
１

年
以
上
継
続
し
て
居
住
し
て
い

る
勤
労
者
で
、
同
一
事
業
所
に

１
年
以
上
継
続
し
て
勤
務
し
て

い
る
者

※

市
税
に
滞
納
が
な
い
者

※

信
用
保
証
付

１
．
医
療
費

２
．
冠
婚
葬
祭
費

３
．
教
育
費

４
．
交
通
事
故
処
理
費

５
．
災
害
復
旧
費

６
．
耐
久
消
費
財
購
入
等

７
．
育
児
休
業
に
伴
う
生
活
費

８
．
そ
の
他
生
活
関
連
費
用
で

　
　
市
長
が
必
要
と
認
め
る
者

※

資
金
の
借
換
は
不
可

５
年
以
内

（
た
だ
し
、
資
金
使
途
が
育
児

休
業
に
伴
う
生
活
費
の
場
合

は
、
う
ち
据
置
１
年
以
内
が
可

能
）

年
間
随
時

中
央
労
働
金
庫

安
中
支
店

※

保
証
料
は
自
己
負
担

※

融
資
枠
が
一
杯
に
な
り
次
第
締

め
切
り
ま
す

２
・
４
％

１
世
帯
あ
た
り
２
０
０
万

円
以
内

（
た
だ
し
、
当
該
融
資
の

完
済
後
は
、
再
融
資
を
受

け
ら
れ
る
）

＝本庁舎 ＝松井田庁舎 ＝谷津庁舎 ＝碓氷川クリーンセンター ＝スポーツセンター本 松 谷 ク ス

市税
93億194万4,000円

国庫支出金
29億3,436万9,000円

地方交付税
28億円

市債
15億7,320万円

繰入金
24億7,439万4,000円

県支出金
23億1,254万円

地方消費税交付金  10億700万円
諸収入  5億2,326万9,000円

使用料及び手数料  3億8,172万2,000円
その他  9億9,056万2,000円

民生費
92億5,730万4,000円

衛生費
22億5,972万3,000円

公債費
28億9,829万6,000円

土木費
25億9,504万1,000円

総務費
25億8,243万9,000円

教育費
24億6,992万1,000円

消防費  9億3,033万5,000円
農林水産業費  5億9,232万1,000円
商工費  3億7,257万3,000円
議会費  2億2,516万7,000円
その他  1億1,588万円

2021年5月1日号

new
s

　
市
で
は
左
表
の
各
種
融
資
制
度
の
ほ
か
、
中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度
な
ど
に
つ
い
て
、

申
請
に
よ
り
新
規
加
入
促
進
補
助
金
の
交
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
経
営
安
定
関
連
保

証（
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
保
証
）の
認
定
申
請
に
つ
い
て
、
受
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
関
連
の
融
資
相
談
は
、
市
内
各
金
融
機
関
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

安中市役所　☎027－382－1111
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市の予算を1か月の家計に例えると…

特別会計予算

合計 242億9,900万円
歳　入

収　入 支　出

合計 242億9,900万円
歳　出

11万5,000円
12万1,000円
1万9,000円
1万4,000円
3万1,000円

6万6,000円

給料（市税）
諸手当（国・県支出金、地方譲与税など）
銀行からの借入（市債）
パート代金（分担金、負担金、使用料など）
貯金の取り崩し（繰入金）

貯金残高
（令和2年度末基金残高見込（一般会計））

7万円
5万3,000円
3万8,000円
3万6,000円

7万円

2万8,000円
4,000円
1,000円

医療費・保育費等（扶助費）
食費（人件費）
光熱水費・通信費（物件費）
ローン返済（公債費）
家族への仕送り等（繰出金・補助費等）
家・車・電化製品などの修繕・買替
（普通建設事業費・維持補修費）
貯金（積立金）
その他雑費（投資及び出資・貸付金等）

61億8,646万3,000円

8億5,230万7,000円

69億4,055万7,000円

国民健康保険特別会計

後期高齢者医療特別会計

介護保険特別会計

企業会計予算
24億1,400万4,000円

12億8,403万4,000円

35億591万7,000円

5,329万2,000円

水道事業会計

下水道事業会計

病院事業会計

介護サービス会計

問合せ▶　財政課財務係（☎内線1053）本

　
観
光
経
済
課

ま
た
は
取
扱
金
融

機
関

　
観
光
経
済
課

ま
た
は
取
扱
金
融

機
関

取
扱
金
融
機
関

　
観
光
経
済
課

　
観
光
経
済
課

ま
た
は
取
扱
金
融

機
関

　令和3年度の一般会計予算を1か月の収支が30万円の家計に例えると、次のようになります。

大切なお金はどこにどれ
だけ使われているの？
令和3年度の一般会計予算は、左のようになっ
ています。民生費（子どもや高齢者など、福祉
のための経費）の割合が高くなっています。

松松松松

令
和
３
年
度
融
資
制
度
案
内

観
光
経
済
課
商
工
労
働
係
（
☎
内
線
２
６
２
１
）

松

制
度
名

融
資
対
象
者

資
金
使
途

融
資
限
度
額

（
上
限
額
）

融
資
期
間

申
込
期
間

備
　考

取
扱
金
融

機
関
申
込
先

問
合
せ

利
率

（
年
利
）

小
口
資
金

（
一
般
小
口
）
市
内
で
同
一
事
業
を
１
年
以
上

営
ん
で
い
る
中
小
企
業
者
お
よ

び
中
小
企
業
等
協
同
組
合

※

市
税
及
び
県
税
の
完
納

※

保
証
協
会
の
保
証
付

※

審
査
会
の
審
査
あ
り

運
転
資
金（
利
子
補
給
な
し
）

設
備
資
金（
３
年
間
利
子
補
給

あ
り
）

※

設
備
の
事
前
購
入
や
事
前
着

工
、
ま
た
土
地
の
購
入
は
対
象

外

運
転
資
金
　
６
年
以
内

設
備
資
金
　
８
年
以
内

※

運
転
と
設
備
を
併
用
し
た
場

合
６
年
以
内

（
う
ち
据
置
６
ヶ
月
以
内
が
可

能
）

年
間
随
時

※

毎
月
の
申

込
締
切
日
に

注
意

市
内
の
銀
行
、

信
用
金
庫
、

信
用
組
合
の

各
本
支
店

※

保
証
料
は
自
己
負
担（
県
と
市
が

補
助
す
る
た
め
保
証
料
は
軽
減
さ

れ
る
）

※

要
件
に
基
づ
く
既
存
資
金
の
借

換
制
度
あ
り（
令
和
３
年
度
末
ま

で
）

１
・
６
％

１
，
２
５
０
万
円
以
内

特
別
小
口

資
金

市
内
で
同
一
事
業
を
１
年
以
上

営
ん
で
い
る
小
規
模
企
業
者

〔
常
時
使
用
す
る
従
業
員
が
20

人
以
下（
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
業

に
あ
っ
て
は
５
人
以
下
）〕

※

保
証
人
は
不
要

※

市
税
お
よ
び
県
税
の
完
納

※

保
証
協
会
の
保
証
付

※

審
査
会
の
審
査
あ
り

運
転
資
金（
利
子
補
給
な
し
）

設
備
資
金（
３
年
間
利
子
補
給

あ
り
）

※

設
備
の
事
前
購
入
や
事
前
着

工
、
ま
た
土
地
の
購
入
は
対
象

外

運
転
資
金
　
６
年
以
内 

設
備
資
金
　
８
年
以
内

※

運
転
と
設
備
を
併
用
し
た
場

合
６
年
以
内  

（
う
ち
据
置
６
ヶ
月
以
内
が
可

能
）

年
間
随
時

※

毎
月
の
申

込
締
切
日
に

注
意

市
内
の
銀
行
、

信
用
金
庫
、

信
用
組
合
の

各
本
支
店

特
別
小
口
資
金
に
つ
い
て
は
他
の

保
証
付
の
融
資
と
併
用
す
る
こ
と

が
で
き
な
い

※

保
証
料
は
自
己
負
担（
県
と
市
が

補
助
す
る
た
め
保
証
料
は
軽
減
さ

れ
る
）

※

要
件
に
基
づ
く
既
存
資
金
の
借

換
制
度
あ
り（
令
和
３
年
度
末
ま

で
）

１
・
６
％

１
，
２
５
０
万
円
以
内

中
小
企
業

短
期
資
金

（
季
節
資
金
）

市
内
の
中
小
企
業
者

運
転
資
金

※

ボ
ー
ナ
ス
資
金
な
ど
で
、
季

節
的
に
短
期
運
転
資
金
が
必
要

な
と
き

夏
期
　
５
ヶ
月
以
内

冬
期
　
３
ヶ
月
以
内

夏
期
６
月
１

日
か
ら

冬
期
10
月
１

日
か
ら

市
内
の
銀
行
、

信
用
金
庫
、

信
用
組
合
の

各
本
支
店

※

保
証
付
の
場
合
の
保
証
料
は
自

己
負
担

１
・
８
％

３
０
０
万
円
以
内

勤
労
者
住
宅

建
設
資
金

市
内
に
１
年
以
上
居
住
、
ま
た

は
市
内
の
同
一
事
業
所
に
１
年

以
上
勤
務
す
る
勤
労
者

※

市
税
に
滞
納
が
な
い
者

市
内
の
専
用
住
宅
に
つ
い
て

①
敷
地
を
取
得
す
る
場
合

（
１
年
以
内
に
新
築
す
る
こ
と
）

②
新
築
・
増
築
・
改
築
す
る
場
合

③
住
宅
を
取
得
す
る
場
合

※

面
積
の
制
限
あ
り

※

保
証
人
必
要

20
年
以
内

年
間
随
時

市
内
の
銀
行
、

信
用
金
庫
、

信
用
組
合
、

労
働
金
庫
、

農
業
協
同
組
合

の
各
本
支
店

※

新
築

　
土
地 

３
３
０
㎡
以
下

　（
１
年
以
内
に
新
築
）

　
家
屋
　
１
３
２
㎡
以
下

※

増
改
築

　
土
地
　
１
６
５
㎡
以
下

　
家
屋
　
33
㎡
以
上
99
㎡
以
下

２
・
７
％

５
０
０
万
円
以
内

勤
労
者
生
活

資
金

市
内
に
住
所
を
有
し
、
か
つ
１

年
以
上
継
続
し
て
居
住
し
て
い

る
勤
労
者
で
、
同
一
事
業
所
に

１
年
以
上
継
続
し
て
勤
務
し
て

い
る
者

※

市
税
に
滞
納
が
な
い
者

※

信
用
保
証
付

１
．
医
療
費

２
．
冠
婚
葬
祭
費

３
．
教
育
費

４
．
交
通
事
故
処
理
費

５
．
災
害
復
旧
費

６
．
耐
久
消
費
財
購
入
等

７
．
育
児
休
業
に
伴
う
生
活
費

８
．
そ
の
他
生
活
関
連
費
用
で

　
　
市
長
が
必
要
と
認
め
る
者

※

資
金
の
借
換
は
不
可

５
年
以
内

（
た
だ
し
、
資
金
使
途
が
育
児

休
業
に
伴
う
生
活
費
の
場
合

は
、
う
ち
据
置
１
年
以
内
が
可

能
）

年
間
随
時

中
央
労
働
金
庫

安
中
支
店

※

保
証
料
は
自
己
負
担

※

融
資
枠
が
一
杯
に
な
り
次
第
締

め
切
り
ま
す

２
・
４
％

１
世
帯
あ
た
り
２
０
０
万

円
以
内

（
た
だ
し
、
当
該
融
資
の

完
済
後
は
、
再
融
資
を
受

け
ら
れ
る
）

＝本庁舎 ＝松井田庁舎 ＝谷津庁舎 ＝碓氷川クリーンセンター ＝スポーツセンター本 松 谷 ク ス

市税
93億194万4,000円

国庫支出金
29億3,436万9,000円

地方交付税
28億円

市債
15億7,320万円

繰入金
24億7,439万4,000円

県支出金
23億1,254万円

地方消費税交付金  10億700万円
諸収入  5億2,326万9,000円

使用料及び手数料  3億8,172万2,000円
その他  9億9,056万2,000円

民生費
92億5,730万4,000円

衛生費
22億5,972万3,000円

公債費
28億9,829万6,000円

土木費
25億9,504万1,000円

総務費
25億8,243万9,000円

教育費
24億6,992万1,000円

消防費  9億3,033万5,000円
農林水産業費  5億9,232万1,000円
商工費  3億7,257万3,000円
議会費  2億2,516万7,000円
その他  1億1,588万円

2021年5月1日号

new
s

　
市
で
は
左
表
の
各
種
融
資
制
度
の
ほ
か
、
中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度
な
ど
に
つ
い
て
、

申
請
に
よ
り
新
規
加
入
促
進
補
助
金
の
交
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
経
営
安
定
関
連
保

証（
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
保
証
）の
認
定
申
請
に
つ
い
て
、
受
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
関
連
の
融
資
相
談
は
、
市
内
各
金
融
機
関
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

安中市役所　☎027－382－1111



　
40
歳
以
上
の
安
中
市
国
民
健
康
保
険
加
入

者
と
群
馬
県
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入
者

お
よ
び
生
活
保
護
受
給
者
に
健
康
診
査
受
診

票
・
受
診
券
と
「
健
診
の
日
程
と
受
診
方

法
」
の
チ
ラ
シ
、
尿
容
器
を
同
封
し
た
封
筒

を
、
5
月
下
旬
に
郵
送
し
ま
す
。

　
健
診
の
結
果
か
ら
、
生
活
習
慣
病
の
発
症

リ
ス
ク
の
高
い
人
な
ど
に
対
し
て
、
生
活
習

慣
を
見
直
す
支
援（
特
定
保
健
指
導
）な
ど
を

実
施
し
ま
す
。

◆
受
診
期
間

　
健
診
は
、
医
療
機
関
で
受
け
る
「
個
別
健

診
」
ま
た
は
、
お
住
ま
い
の
地
区
に
よ
り
決

め
ら
れ
た
日
時
・
会
場
で
受
け
る
「
集
団
健

診
」
が
あ
り
ま
す
。
い
ず
れ
か
一
方
で
受
診

し
て
く
だ
さ
い
。

個
別
健
診

6
月
1
日
か
ら
11
月
30
日
ま
で
の
間
に
9

ペ
ー
ジ
の
医
療
機
関
で
受
診
し
て
く
だ
さ

い
。

※
休
診
日
は
、
各
医
療
機
関
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

※
医
療
機
関
に
よ
っ
て
は
予
約
が
必
要
な
場

合
も
あ
り
ま
す
。

集
団
健
診

8
ペ
ー
ジ
に
日
程
表
が
あ
り
ま
す
。
該
当
地

区
で
の
健
診
日
に
都
合
が
つ
か
な
い
場
合

は
、
そ
の
他
の
日
程
で
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

◆
受
付
時
間
　
午
前
中
の
み（
集
団
健
診
は

午
前
8
時
30
分
か
ら
11
時
と
な
り
ま
す
。
番

号
札
は
午
前
8
時
か
ら
配
布
し
ま
す
）

◆
自
己
負
担
金
　
無
料（
約
7
，
0
0
0
円

以
上
か
か
る
健
診
を
年
1
回
無
料
で
受
診
で

き
ま
す
）

◆
受
診
時
に
必
要
な
も
の

　
①
受
診
す
る
人
の
保
険
証
、
②
健
康
診
査

受
診
票
・
受
診
券
、
③
採
尿
し
た
尿
容
器

（
集
団
健
診
の
み
）

◆
検
査
内
容

◆
結
果
通
知
　
医
療
機
関
ま
た
は
市
か
ら
郵

送
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◆
注
意
事
項

①
朝
食
を
食
べ
ず
に
受
診
し
て
く
だ
さ
い

（
薬
を
服
用
し
て
い
る
人
は
事
前
に
か
か
り

つ
け
医
と
ご
相
談
く
だ
さ
い
）。

②
個
別
健
診
と
集
団
健
診
の
ど
ち
ら
か
一
方

を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

※
重
複
し
て
受
診
し
た
場
合
は
、
後
か
ら
受

け
た
健
診
費
用
が
全
額
自
己
負
担
に
な
り
ま

す
。

③
市
外
に
転
出
し
た
人
、
国
民
健
康
保
険
資

格
を
喪
失
し
た
人
、
お
よ
び
安
中
市
で
助
成

す
る
人
間
ド
ッ
ク
を
受
け
る
人
は
受
診
で
き

ま
せ
ん
。
全
額
自
己
負
担
に
な
り
ま
す
の

で
、
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
そ
の
他

①
4
月
1
日
以
降
に
安
中
市
国
民
健
康
保

険
・
群
馬
県
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入

し
た
人
で
、
受
診
を
希
望
す
る
場
合
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

②
事
業
所
な
ど
に
お
勤
め
の
人
で
、
事
業
所

な
ど
が
行
う
健
診
を
受
け
た
場
合
は
、
こ
の

健
診
を
受
け
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
お
手

数
で
す
が
、
健
診
結
果
を
□本 

国
保
年
金
課
ま

た
は
□松 

住
民
福
祉
課
へ
お
知
ら
せ
く
だ
さ

い
。

③
安
中
市
国
民
健
康
保
険
・
群
馬
県
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
以
外
の
健
康
保
険
加
入
者

は
、
加
入
し
て
い
る
健
康
保
険
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
6
月
か
ら
各
種
検
診（
健
診
）が
順
次
始
ま
り
ま
す
。

　
病
気
は
自
覚
症
状
が
な
い
ま
ま
進
行
す
る
こ
と
が
多
く
、
検
査
結
果
の
変
化
を
見
る
こ
と

で
、
予
防
、
早
期
発
見
・
早
期
治
療
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
毎
年
検
診（
健
診
）を
受
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
「
各
種
検
診
受
診
シ
ー
ル
」（
オ
レ
ン
ジ

色
の
封
筒
）を
5
月
下
旬
に
、
対
象
者
全
員

に
郵
送
し
ま
す
。
検
診
受
診
時
と
大
腸
容
器

配
布
時
に
は
受
診
シ
ー
ル
を
必
ず
ご
持
参
く

だ
さ
い
。

　
検
診
実
施
期
間
は
6
月
1
日
〜
令
和
４
年

1
月
31
日
で
す
。

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
受
診
シ
ー
ル
に
同
封

の
案
内
を
ご
確
認
い
た
だ
き
、
希
望
の
検
診

に
つ
い
て
、
集
団
検
診（
各
公
民
館
な
ど
で

の
検
診
）、
も
し
く
は
個
別
検
診（
市
内
指
定

医
療
機
関
で
の
検
診
）の
ど
ち
ら
か
を
選
ん

で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　
今
年
度
も
昨
年
度
と
同
様
に
、
「
特
定
健

診
・
後
期
高
齢
者
健
診
」
が
同
日
実
施
と
な

り
ま
す
。
各
検
診
会
場
や
個
別
検
診
実
施
医

療
機
関
に
つ
い
て
は
8
、
9
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
市
の
人
間
ド
ッ
ク
を
受
け
る
人

は
、
検
査
項
目
に
胸
部
・
胃
が
ん
・
大
腸
が

ん
・
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
が
含
ま
れ
て
い
ま

す
の
で
、
こ
れ
ら
の
検
診
を
受
け
る
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。

健
康
づ
く
り
課
予
防
係
（
☎
内
線
１
１
７
２
）

特
定
健
診
・
後
期
高
齢
者
健
診

各
種
検
診（
健
診
）

本

国
保
年
金
課
国
保
係
（
☎
内
線
１
１
１
３
）

本

令和3年度各種検診の種類と対象者（年齢は令和4年3月31日時点）

検診 対象者 自己負担金
胸部（肺がん）検診
（集団検診のみ実施）
胸部（肺がん）検診
喀痰検査（集団検診のみ実施）
胸部（結核）検診
（個別検診のみ実施）
胃がんバリウム検診
（集団検診のみ実施）

胃がんリスク検診

大腸がん検診
前立腺がん検診

乳がん検診

子宮頸がん検診
骨粗しょう症検診
（個別検診のみ実施）

肝炎ウイルス検診

歯周病検診
（個別検診のみ）

40歳以上

50歳以上（喫煙指数600以上の人）
（喫煙指数＝1日の喫煙本数×喫煙年数）

40歳以上

40歳以上

40・45・50・55・60・65・70歳で今
までに市の胃がんリスク検診を受けた
ことがない人
40歳以上
50歳以上の男性
40歳以上の女性で前年度に市の乳がん
検診を受けていない人

（市の検診は2年に1回）
20歳以上の女性
40・45・50・55・60・65・70歳の
女性
40歳以上で今までに市の肝炎ウイルス
検診を受けたことがない人

40・50・60・70歳の人

※すでに症状がある人や治療中・経過観察中の人は、検診ではなく早めに医療機関を受診してください。

510円（65歳以上無料）

710円（70歳以上無料）
※喀痰検査のみの受診はできません

1,020円（65歳以上無料）

510円（70歳以上無料）

510円（70歳のみ無料）

510円（70歳以上無料）
510円（70歳以上無料）

1,530円（70歳以上無料）

510円（70歳以上無料）

510円（70歳のみ無料）

無料

無料

安中市国民健康保険・群馬県後期高齢者医療制度

日帰り人間ドック受付中です！
「おしらせ版あんなか」3月15日号および「広報あんなか」4月1日号にて、「日帰
り人間ドック」の受付期間をご案内していますが、5月14日（金）まで受付していま
す。なお、日程以外の詳しい内容については、「広報あんなか」4月1日号または、
市ホームページをご覧ください。　
受付期間▶5月14日（金）まで
　　　　　　午前8時30分～午後5時15分（※土・日曜日、祝日は除く）
受付場所▶□本 国保年金課窓口　□松 住民福祉課窓口
問合せ▶□本 国保年金課国保係（☎内線1113）　□松 住民福祉課税務保険係（☎内線2121）

ぐんま電子申請シ
ステムを利用し、
申請をすることが
可能です。
上記の2次元コー
ドを読み取り、申
請してください。

各
種
検
診（
健
診
）の
ご
案
内

年
に
１
度
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
！

　
法
律
に
基
づ
き
、
65
歳
以
上
の
人
は
、

結
核
健
康
診
断
を
年
1
回
受
診
す
る
義
務

が
あ
り
ま
す
。
必
ず
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

結
核
は
ま
だ
あ
り
ま
す
！

基
本
的
な
健
診
項
目（
必
須
項
目
）

身
長
・
体
重
・
腹
囲
・

Ｂ
Ｍ
Ｉ

身
体
計
測

収
縮
期
血
圧
・
拡
張
期

血
圧

血
圧

空
腹
時
血
糖
・

ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
Ａ
１
ｃ

血
糖
検
査

中
性
脂
肪
・
Ｈ
Ｄ
Ｌ－

コ

レ
ス
テ
ロ
ー
ル
・
Ｌ
Ｄ
Ｌ

－

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

血
中
脂
質

検
査

Ａ
Ｓ
Ｔ（
Ｇ
Ｏ
Ｔ
）・

Ａ
Ｌ
Ｔ（
Ｇ
Ｐ
Ｔ
）・

γ－

Ｇ
Ｔ（
γ－

Ｇ
Ｔ
Ｐ
）

肝
機
能

検
査

尿
検
査

糖
・
蛋
白

診
察

詳
細
な
健
診
項
目（
医
師
が
必
要
と
し
た
人
の
み
）

ク
レ
ア
チ
ニ
ン
・
ｅ
Ｇ

Ｆ
Ｒ

腎
機
能

検
査

赤
血
球
数
・
血
色
素
量
・

へ
マ
ト
ク
リ
ッ
ト

貧
血
検
査

心
電
図
検
査

眼
底
検
査
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40
歳
以
上
の
安
中
市
国
民
健
康
保
険
加
入

者
と
群
馬
県
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入
者

お
よ
び
生
活
保
護
受
給
者
に
健
康
診
査
受
診

票
・
受
診
券
と
「
健
診
の
日
程
と
受
診
方

法
」
の
チ
ラ
シ
、
尿
容
器
を
同
封
し
た
封
筒

を
、
5
月
下
旬
に
郵
送
し
ま
す
。

　
健
診
の
結
果
か
ら
、
生
活
習
慣
病
の
発
症

リ
ス
ク
の
高
い
人
な
ど
に
対
し
て
、
生
活
習

慣
を
見
直
す
支
援（
特
定
保
健
指
導
）な
ど
を

実
施
し
ま
す
。

◆
受
診
期
間

　
健
診
は
、
医
療
機
関
で
受
け
る
「
個
別
健

診
」
ま
た
は
、
お
住
ま
い
の
地
区
に
よ
り
決

め
ら
れ
た
日
時
・
会
場
で
受
け
る
「
集
団
健

診
」
が
あ
り
ま
す
。
い
ず
れ
か
一
方
で
受
診

し
て
く
だ
さ
い
。

個
別
健
診

6
月
1
日
か
ら
11
月
30
日
ま
で
の
間
に
9

ペ
ー
ジ
の
医
療
機
関
で
受
診
し
て
く
だ
さ

い
。

※
休
診
日
は
、
各
医
療
機
関
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

※
医
療
機
関
に
よ
っ
て
は
予
約
が
必
要
な
場

合
も
あ
り
ま
す
。

集
団
健
診

8
ペ
ー
ジ
に
日
程
表
が
あ
り
ま
す
。
該
当
地

区
で
の
健
診
日
に
都
合
が
つ
か
な
い
場
合

は
、
そ
の
他
の
日
程
で
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

◆
受
付
時
間
　
午
前
中
の
み（
集
団
健
診
は

午
前
8
時
30
分
か
ら
11
時
と
な
り
ま
す
。
番

号
札
は
午
前
8
時
か
ら
配
布
し
ま
す
）

◆
自
己
負
担
金
　
無
料（
約
7
，
0
0
0
円

以
上
か
か
る
健
診
を
年
1
回
無
料
で
受
診
で

き
ま
す
）

◆
受
診
時
に
必
要
な
も
の

　
①
受
診
す
る
人
の
保
険
証
、
②
健
康
診
査

受
診
票
・
受
診
券
、
③
採
尿
し
た
尿
容
器

（
集
団
健
診
の
み
）

◆
検
査
内
容

◆
結
果
通
知
　
医
療
機
関
ま
た
は
市
か
ら
郵

送
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◆
注
意
事
項

①
朝
食
を
食
べ
ず
に
受
診
し
て
く
だ
さ
い

（
薬
を
服
用
し
て
い
る
人
は
事
前
に
か
か
り

つ
け
医
と
ご
相
談
く
だ
さ
い
）。

②
個
別
健
診
と
集
団
健
診
の
ど
ち
ら
か
一
方

を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

※
重
複
し
て
受
診
し
た
場
合
は
、
後
か
ら
受

け
た
健
診
費
用
が
全
額
自
己
負
担
に
な
り
ま

す
。

③
市
外
に
転
出
し
た
人
、
国
民
健
康
保
険
資

格
を
喪
失
し
た
人
、
お
よ
び
安
中
市
で
助
成

す
る
人
間
ド
ッ
ク
を
受
け
る
人
は
受
診
で
き

ま
せ
ん
。
全
額
自
己
負
担
に
な
り
ま
す
の

で
、
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
そ
の
他

①
4
月
1
日
以
降
に
安
中
市
国
民
健
康
保

険
・
群
馬
県
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入

し
た
人
で
、
受
診
を
希
望
す
る
場
合
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

②
事
業
所
な
ど
に
お
勤
め
の
人
で
、
事
業
所

な
ど
が
行
う
健
診
を
受
け
た
場
合
は
、
こ
の

健
診
を
受
け
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
お
手

数
で
す
が
、
健
診
結
果
を
□本 

国
保
年
金
課
ま

た
は
□松 
住
民
福
祉
課
へ
お
知
ら
せ
く
だ
さ

い
。

③
安
中
市
国
民
健
康
保
険
・
群
馬
県
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
以
外
の
健
康
保
険
加
入
者

は
、
加
入
し
て
い
る
健
康
保
険
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
6
月
か
ら
各
種
検
診（
健
診
）が
順
次
始
ま
り
ま
す
。

　
病
気
は
自
覚
症
状
が
な
い
ま
ま
進
行
す
る
こ
と
が
多
く
、
検
査
結
果
の
変
化
を
見
る
こ
と

で
、
予
防
、
早
期
発
見
・
早
期
治
療
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
毎
年
検
診（
健
診
）を
受
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
「
各
種
検
診
受
診
シ
ー
ル
」（
オ
レ
ン
ジ

色
の
封
筒
）を
5
月
下
旬
に
、
対
象
者
全
員

に
郵
送
し
ま
す
。
検
診
受
診
時
と
大
腸
容
器

配
布
時
に
は
受
診
シ
ー
ル
を
必
ず
ご
持
参
く

だ
さ
い
。

　
検
診
実
施
期
間
は
6
月
1
日
〜
令
和
４
年

1
月
31
日
で
す
。

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
受
診
シ
ー
ル
に
同
封

の
案
内
を
ご
確
認
い
た
だ
き
、
希
望
の
検
診

に
つ
い
て
、
集
団
検
診（
各
公
民
館
な
ど
で

の
検
診
）、
も
し
く
は
個
別
検
診（
市
内
指
定

医
療
機
関
で
の
検
診
）の
ど
ち
ら
か
を
選
ん

で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　
今
年
度
も
昨
年
度
と
同
様
に
、
「
特
定
健

診
・
後
期
高
齢
者
健
診
」
が
同
日
実
施
と
な

り
ま
す
。
各
検
診
会
場
や
個
別
検
診
実
施
医

療
機
関
に
つ
い
て
は
8
、
9
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
市
の
人
間
ド
ッ
ク
を
受
け
る
人

は
、
検
査
項
目
に
胸
部
・
胃
が
ん
・
大
腸
が

ん
・
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
が
含
ま
れ
て
い
ま

す
の
で
、
こ
れ
ら
の
検
診
を
受
け
る
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。

健
康
づ
く
り
課
予
防
係
（
☎
内
線
１
１
７
２
）

特
定
健
診
・
後
期
高
齢
者
健
診

各
種
検
診（
健
診
）

本

国
保
年
金
課
国
保
係
（
☎
内
線
１
１
１
３
）

本

令和3年度各種検診の種類と対象者（年齢は令和4年3月31日時点）

検診 対象者 自己負担金
胸部（肺がん）検診
（集団検診のみ実施）
胸部（肺がん）検診
喀痰検査（集団検診のみ実施）
胸部（結核）検診
（個別検診のみ実施）
胃がんバリウム検診
（集団検診のみ実施）

胃がんリスク検診

大腸がん検診
前立腺がん検診

乳がん検診

子宮頸がん検診
骨粗しょう症検診
（個別検診のみ実施）

肝炎ウイルス検診

歯周病検診
（個別検診のみ）

40歳以上

50歳以上（喫煙指数600以上の人）
（喫煙指数＝1日の喫煙本数×喫煙年数）

40歳以上

40歳以上

40・45・50・55・60・65・70歳で今
までに市の胃がんリスク検診を受けた
ことがない人
40歳以上
50歳以上の男性
40歳以上の女性で前年度に市の乳がん
検診を受けていない人

（市の検診は2年に1回）
20歳以上の女性
40・45・50・55・60・65・70歳の
女性
40歳以上で今までに市の肝炎ウイルス
検診を受けたことがない人

40・50・60・70歳の人

※すでに症状がある人や治療中・経過観察中の人は、検診ではなく早めに医療機関を受診してください。

510円（65歳以上無料）

710円（70歳以上無料）
※喀痰検査のみの受診はできません

1,020円（65歳以上無料）

510円（70歳以上無料）

510円（70歳のみ無料）

510円（70歳以上無料）
510円（70歳以上無料）

1,530円（70歳以上無料）

510円（70歳以上無料）

510円（70歳のみ無料）

無料

無料

安中市国民健康保険・群馬県後期高齢者医療制度

日帰り人間ドック受付中です！
「おしらせ版あんなか」3月15日号および「広報あんなか」4月1日号にて、「日帰
り人間ドック」の受付期間をご案内していますが、5月14日（金）まで受付していま
す。なお、日程以外の詳しい内容については、「広報あんなか」4月1日号または、
市ホームページをご覧ください。　
受付期間▶5月14日（金）まで
　　　　　　午前8時30分～午後5時15分（※土・日曜日、祝日は除く）
受付場所▶□本 国保年金課窓口　□松 住民福祉課窓口
問合せ▶□本 国保年金課国保係（☎内線1113）　□松 住民福祉課税務保険係（☎内線2121）

ぐんま電子申請シ
ステムを利用し、
申請をすることが
可能です。
上記の2次元コー
ドを読み取り、申
請してください。

各
種
検
診（
健
診
）の
ご
案
内

年
に
１
度
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
！

　
法
律
に
基
づ
き
、
65
歳
以
上
の
人
は
、

結
核
健
康
診
断
を
年
1
回
受
診
す
る
義
務

が
あ
り
ま
す
。
必
ず
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

結
核
は
ま
だ
あ
り
ま
す
！

基
本
的
な
健
診
項
目（
必
須
項
目
）

身
長
・
体
重
・
腹
囲
・

Ｂ
Ｍ
Ｉ

身
体
計
測

収
縮
期
血
圧
・
拡
張
期

血
圧

血
圧

空
腹
時
血
糖
・

ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
Ａ
１
ｃ

血
糖
検
査

中
性
脂
肪
・
Ｈ
Ｄ
Ｌ－

コ

レ
ス
テ
ロ
ー
ル
・
Ｌ
Ｄ
Ｌ

－

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

血
中
脂
質

検
査

Ａ
Ｓ
Ｔ（
Ｇ
Ｏ
Ｔ
）・

Ａ
Ｌ
Ｔ（
Ｇ
Ｐ
Ｔ
）・

γ－

Ｇ
Ｔ（
γ－

Ｇ
Ｔ
Ｐ
）

肝
機
能

検
査

尿
検
査

糖
・
蛋
白

診
察

詳
細
な
健
診
項
目（
医
師
が
必
要
と
し
た
人
の
み
）

ク
レ
ア
チ
ニ
ン
・
ｅ
Ｇ

Ｆ
Ｒ

腎
機
能

検
査

赤
血
球
数
・
血
色
素
量
・

へ
マ
ト
ク
リ
ッ
ト

貧
血
検
査

心
電
図
検
査

眼
底
検
査
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休日検診（健診）

〇
受
付
時
間

午
前
８
時
30
分
〜
11
時（
番
号
札
は
午
前
８

時
か
ら
配
布
）

〇
持
参
す
る
も
の

・
特
定
健
診
：
後
期
高
齢
者
健
診
：
受
診
す

る
人
の
保
険
証
、
受
診
票
・
受
診
券
、
採
尿

し
た
尿
容
器
、
自
己
負
担
金（
必
要
な
人
）

・
各
種
検
診
：
受
診
シ
ー
ル

※
胃
が
ん
バ
リ
ウ
ム
検
診
、
特
定
健
診
・
後

期
高
齢
者
健
診
を
受
け
る
人
は
、
朝
食
を
食

べ
ず
に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

※
薬
を
服
用
し
て
い
る
人
は
、
事
前
に
か
か

り
つ
け
医
と
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
該
当
地
区
で
の
検
診
日
に
ご
都
合
が
つ
か

な
い
場
合
は
、
そ
の
他
の
ご
都
合
の
よ
ろ
し

い
日
程
で
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

※
平
日
に
ご
都
合
が
つ
か
な
い
場
合
は
、
休

日
検
診
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
状
況
に
よ

り
、
日
程
が
変
更
に
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。

歯
周
病
検
診

医
療
機
関

有
坂
歯
科
医
院

井
上
歯
科
医
院

今
井
歯
科
医
院

か
ば
さ
わ
歯
科
医
院

小
板
橋
歯
科
医
院

公
立
碓
氷
病
院

小
林
歯
科
医
院

歯
科
半
田
医
院

信
沢
歯
科
医
院

半
田
歯
科
医
院

真
下
歯
科
医
院

室
橋
歯
科
医
院

や
じ
ま
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

や
ま
ぐ
ち
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

（
50
音
順
）

集
団
検
診（
健
診
）

　
　会
場
・
日
程
表

令
和
3
年
度
各
種
個
別
検
診（
健
診
）実
施
医
療
機
関

健
康
づ
く
り
課
予
防
係
（
☎
内
線
１
１
７
２
）

本

会　　場

安中市保健センター

9月5日（日）
9月12日（日）
10月17日（日）

安中市保健センター

※該当地区での検診日にご都合がつかない場合は、その他の都合のよい日にご来場ください。
※平日にご都合がつかない場合は、休日検診をご利用ください。

実施日

安中会場 松井田会場

安
中

原
市

磯
部

地区 会場 実施日 該当地区
8月30日（月）

9月7日（火）

9月9日（木）

9月24日（金）

10月5日（火）

10月11日（月）

10月25日（月）

9月13日（月）

9月14日（火）

9月15日（水）

9月16日（木）

8月4日（水）

8月5日（木）

8月6日（金）

9月30日（木）

10月1日（金）

10月12日（火）

10月13日（水）

10月4日（月）

10月18日（月）

9月27日（月）

9月28日（火）

9月2日（木）

9月3日（金）

1区・9区

2－2区・４区

3区・6区

5区

10区

2区・8区

7区・11区・12区

1区・6区

2区・5区・8区

3甲区・9区

3乙区・4区・7区

3区

4区・5区

1区・2区

1区・2区・3区

4区・5区・6区

1区・2区・3区

4区・5区・6区・7区

1区・2区・3区・4区

5区

1区・2区・3区

4区・5区・みのりが丘区

1区・3区・4区

2区・5区

原　市
公民館

磯　部
公民館

東
横
野
岩
野
谷

板
鼻

秋
間

後
閑

いきいき
長寿センター
（老人福祉
センター）

東横野
公民館

岩野谷
公民館

秋　間
公民館

後　閑
公民館

臼井
小学校

入牧
生きがい
センター
碓氷峠
くつろぎの郷
（屋内交流広場）

西横野
定住
センター

細野
ふるさと
センター

九十九地区
生涯学習センター
（九十九創作館）

医
療
機
関
名

特
定
・

後
期
健
康

診
査

胸
部

（
結
核
）

検
診

大
腸
が
ん

検
診

前
立
腺

が
ん
検
診

胃
が
ん

リ
ス
ク

検
診

乳
が
ん
検
診

子
宮
頸

が
ん
検
診
骨
粗
し
ょ

う
症
検
診
肝
炎

ウ
イ
ル
ス

検
診

備
考

ア
ミ
ヤ
医
院

あ
や
こ
ま
ご
こ
ろ
診
療
所

有
坂
内
科
医
院

い
の
う
え
整
形
外
科
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

い
わ
い
中
央
ク
リ
ニ
ッ
ク

大
貫
ク
リ
ニ
ッ
ク

お
に
か
た
医
院

く
ろ
さ
わ
医
院

公
立
碓
氷
病
院

櫻
井
内
科
医
院

さ
る
や
内
科
医
院

正
田
病
院

城
田
医
院

須
藤
病
院

田
口
医
院

武
井
内
科
循
環
器
科

永
山
医
院

半
田
内
科
医
院

藤
巻
医
院

堀
口
医
院

本
多
病
院

松
井
田
病
院

み
や
ぐ
ち
医
院

も
て
き
内
科
医
院

○○○○○○○○○○○○○○○○

×

○○○○○○○

○○○○○○

×

○○○○○○○○○

×

○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○

×

○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○

×

○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○

×

○○○○○○○

××××××××

○（
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
可
）

××

○（
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
可
）

×

○（
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
可
）

××

○

××××

○（
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
可
）

××

××××××××××××××××

○

×××××××

○
手

○
手

×○
腕

○
手

○
手

×○
手

○
腰

○
手

○
手

○
腕

×○
腰
・
腕

○
手

○
手

○
腕

○
手

××○
手

○
腰

○
腕

○
腰

○○○○○○○○○○○○○○○○

×

○○○○○○○

要
予
約

要
予
約

要
予
約

要
予
約

要
予
約

要
予
約

要
予
約

要
予
約

要
予
約

要
予
約

要
予
約

要
予
約

要
予
約

要
予
約

要
予
約

松
井
田

松井田
保健
センター

臼
井・坂
本

西
横
野

九
十
九

細
野

地区 会場 実施日 該当地区
源ヶ原・上本町・本町・

新堀中宿・紺屋町・

新田琵琶ノ窪

新町・森崎・上町・仲町・

下町・北横町・南横町

五料西・五料中・五料東

入牧1区・2区

横川西・横川東・坂本1区・

坂本2区・原

法正寺・塚原・上人見・

高野谷戸

八城西・別所・行田・二軒在家

烏留北・烏留南・大王寺・

八城東

下増田・高梨子・

国衙百石・小日向

上増田東・上増田西・

土塩西・土塩東・新井

10月19日（火）

10月26日（火）

8月3日（火）

9月10日（金）

10月8日（金）

8月17日（火）

8月18日（水）

8月19日（木）

9月21日（火）

9月22日（水）

松井田保健センター

安中市
保健
センター

○
印
が
つ
い
て
い
る
医
療
機
関
で
受
診
で
き
ま
す
。
で
き
る
だ
け
同
時
に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。（
50
音
順
）
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休日検診（健診）

〇
受
付
時
間

午
前
８
時
30
分
〜
11
時（
番
号
札
は
午
前
８

時
か
ら
配
布
）

〇
持
参
す
る
も
の

・
特
定
健
診
：
後
期
高
齢
者
健
診
：
受
診
す

る
人
の
保
険
証
、
受
診
票
・
受
診
券
、
採
尿

し
た
尿
容
器
、
自
己
負
担
金（
必
要
な
人
）

・
各
種
検
診
：
受
診
シ
ー
ル

※
胃
が
ん
バ
リ
ウ
ム
検
診
、
特
定
健
診
・
後

期
高
齢
者
健
診
を
受
け
る
人
は
、
朝
食
を
食

べ
ず
に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

※
薬
を
服
用
し
て
い
る
人
は
、
事
前
に
か
か

り
つ
け
医
と
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
該
当
地
区
で
の
検
診
日
に
ご
都
合
が
つ
か

な
い
場
合
は
、
そ
の
他
の
ご
都
合
の
よ
ろ
し

い
日
程
で
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

※
平
日
に
ご
都
合
が
つ
か
な
い
場
合
は
、
休

日
検
診
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
状
況
に
よ

り
、
日
程
が
変
更
に
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。

歯
周
病
検
診

医
療
機
関

有
坂
歯
科
医
院

井
上
歯
科
医
院

今
井
歯
科
医
院

か
ば
さ
わ
歯
科
医
院

小
板
橋
歯
科
医
院

公
立
碓
氷
病
院

小
林
歯
科
医
院

歯
科
半
田
医
院

信
沢
歯
科
医
院

半
田
歯
科
医
院

真
下
歯
科
医
院

室
橋
歯
科
医
院

や
じ
ま
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

や
ま
ぐ
ち
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

（
50
音
順
）

集
団
検
診（
健
診
）

　
　会
場
・
日
程
表

令
和
3
年
度
各
種
個
別
検
診（
健
診
）実
施
医
療
機
関

健
康
づ
く
り
課
予
防
係
（
☎
内
線
１
１
７
２
）

本

会　　場

安中市保健センター

9月5日（日）
9月12日（日）
10月17日（日）

安中市保健センター

※該当地区での検診日にご都合がつかない場合は、その他の都合のよい日にご来場ください。
※平日にご都合がつかない場合は、休日検診をご利用ください。

実施日

安中会場 松井田会場

安
中

原
市

磯
部

地区 会場 実施日 該当地区
8月30日（月）

9月7日（火）

9月9日（木）

9月24日（金）

10月5日（火）

10月11日（月）

10月25日（月）

9月13日（月）

9月14日（火）

9月15日（水）

9月16日（木）

8月4日（水）

8月5日（木）

8月6日（金）

9月30日（木）

10月1日（金）

10月12日（火）

10月13日（水）

10月4日（月）

10月18日（月）

9月27日（月）

9月28日（火）

9月2日（木）

9月3日（金）

1区・9区

2－2区・４区

3区・6区

5区

10区

2区・8区

7区・11区・12区

1区・6区

2区・5区・8区

3甲区・9区

3乙区・4区・7区

3区

4区・5区

1区・2区

1区・2区・3区

4区・5区・6区

1区・2区・3区

4区・5区・6区・7区

1区・2区・3区・4区

5区

1区・2区・3区

4区・5区・みのりが丘区

1区・3区・4区

2区・5区

原　市
公民館

磯　部
公民館

東
横
野
岩
野
谷

板
鼻

秋
間

後
閑

いきいき
長寿センター
（老人福祉
センター）

東横野
公民館

岩野谷
公民館

秋　間
公民館

後　閑
公民館

臼井
小学校

入牧
生きがい
センター
碓氷峠
くつろぎの郷
（屋内交流広場）

西横野
定住
センター

細野
ふるさと
センター

九十九地区
生涯学習センター
（九十九創作館）

医
療
機
関
名

特
定
・

後
期
健
康

診
査

胸
部

（
結
核
）

検
診

大
腸
が
ん

検
診

前
立
腺

が
ん
検
診

胃
が
ん

リ
ス
ク

検
診

乳
が
ん
検
診

子
宮
頸

が
ん
検
診
骨
粗
し
ょ

う
症
検
診
肝
炎

ウ
イ
ル
ス

検
診

備
考

ア
ミ
ヤ
医
院

あ
や
こ
ま
ご
こ
ろ
診
療
所

有
坂
内
科
医
院

い
の
う
え
整
形
外
科
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

い
わ
い
中
央
ク
リ
ニ
ッ
ク

大
貫
ク
リ
ニ
ッ
ク

お
に
か
た
医
院

く
ろ
さ
わ
医
院

公
立
碓
氷
病
院

櫻
井
内
科
医
院

さ
る
や
内
科
医
院

正
田
病
院

城
田
医
院

須
藤
病
院

田
口
医
院

武
井
内
科
循
環
器
科

永
山
医
院

半
田
内
科
医
院

藤
巻
医
院

堀
口
医
院

本
多
病
院

松
井
田
病
院

み
や
ぐ
ち
医
院

も
て
き
内
科
医
院

○○○○○○○○○○○○○○○○

×

○○○○○○○

○○○○○○
×

○○○○○○○○○

×

○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○

×

○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○

×

○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○

×

○○○○○○○

××××××××

○（
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
可
）

××

○（
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
可
）

×

○（
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
可
）

××

○
××××

○（
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
可
）

××

××××××××××××××××

○

×××××××

○
手

○
手

×○
腕

○
手

○
手

×○
手

○
腰

○
手

○
手

○
腕

×○
腰
・
腕

○
手

○
手

○
腕

○
手

××○
手

○
腰

○
腕

○
腰

○○○○○○○○○○○○○○○○

×

○○○○○○○

要
予
約

要
予
約

要
予
約

要
予
約

要
予
約

要
予
約

要
予
約

要
予
約

要
予
約

要
予
約

要
予
約

要
予
約

要
予
約

要
予
約

要
予
約

松
井
田

松井田
保健
センター

臼
井・坂
本

西
横
野

九
十
九

細
野

地区 会場 実施日 該当地区
源ヶ原・上本町・本町・

新堀中宿・紺屋町・

新田琵琶ノ窪

新町・森崎・上町・仲町・

下町・北横町・南横町

五料西・五料中・五料東

入牧1区・2区

横川西・横川東・坂本1区・

坂本2区・原

法正寺・塚原・上人見・

高野谷戸

八城西・別所・行田・二軒在家

烏留北・烏留南・大王寺・

八城東

下増田・高梨子・

国衙百石・小日向

上増田東・上増田西・

土塩西・土塩東・新井

10月19日（火）

10月26日（火）

8月3日（火）

9月10日（金）

10月8日（金）

8月17日（火）

8月18日（水）

8月19日（木）

9月21日（火）

9月22日（水）

松井田保健センター

安中市
保健
センター

○
印
が
つ
い
て
い
る
医
療
機
関
で
受
診
で
き
ま
す
。
で
き
る
だ
け
同
時
に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。（
50
音
順
）

89 ＝本庁舎 ＝松井田庁舎 ＝谷津庁舎 ＝碓氷川クリーンセンター ＝スポーツセンター本 松 谷 ク ス 2021年5月1日号

health

health

安中市役所　☎027－382－1111



　
市
税
徴
収
の
た
め
差
し
押
さ
え
た
不
動
産

の
公
売
を
実
施
し
ま
す
。
今
回
の
公
売
で
は

土
地
２
件
が
対
象
で
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を

鑑
み
、
郵
送
で
参
加
可
能
な
期
間
入
札
形
式

で
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
原
則
ど
な
た
で
も
参
加
が
で
き
ま
す
。
ご

案
内
は
□本 

収
納
課
が
し
ま
す
の
で
、
お
電
話

や
窓
口
に
て
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

公
売
物
件
に
つ
い
て

○
物
件
番
号
　
３

－

１

松
井
田
町
新
堀
字
川
久
保

田
3
筆
・
畑
1
筆
　
計
2
6
2
2
㎡

【
最
低
入
札
価
格
】
2
6
9
万
円

【
公
売
保
証
金
】
27
万
円

○
物
件
番
号
　
３

－

２

古
屋
字
甲
二
ツ
屋
　
畑
1
筆
　
2
8
0
㎡

【
最
低
入
札
価
格
】
2
3
2
万
円

【
公
売
保
証
金
】
24
万
円

注
意
事
項
▼

・
公
売
参
加
に
は
農
業
委
員
会
の
発
行
す
る

「
買
受
適
格
証
明
書
」
が
必
要
で
す（
6
月

10
日（
木
）申
請
締
切
）。
事
前
に
ご
準
備
く

だ
さ
い
。

・
公
売
は
現
況
有
姿
の
ま
ま
売
却
し
ま
す
。

不
動
産
の
状
況
確
認
や
登
記
簿
な
ど
の
閲
覧

な
ど
に
よ
り
、
事
前
検
討
し
た
う
え
で
入
札

し
て
く
だ
さ
い
。

・
直
前
に
公
売
を
中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

公
売
実
施
に
つ
い
て

入
札
期
間
▼

7
月
20
日（
火
）午
前
9
時
か
ら

7
月
30
日（
金
）午
後
5
時
ま
で

入
札
場
所
▼

【
来
庁
】
□本 

収
納
課

【
郵
送
】
〒
3
7
9

－

0
1
9
2

安
中
市
安
中
1

－

23

－

13
　
安
中
市
役
所
　

収
納
課
　
宛

開
札
日
時
▼

8
月
2
日（
月
）午
前
10
時

開
札
場
所
▼

□本 

3
0
3
会
議
室

そ
の
他
▼

・
入
札
は
指
定
の
様
式
が
あ
り
ま
す
。
入
札

手
続
書
類（
入
札
セ
ッ
ト
）の
交
付
を
希
望
さ

れ
る
人
は
、
来
庁
ま
た
は
電
話
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

・
郵
送
で
入
札
さ
れ
る
場
合
、
入
札
期
間
中

に
到
着
し
な
い
入
札
書
は
無
効
と
な
る
た

め
、
お
早
め
に
発
送
し
て
く
だ
さ
い
。

・
最
高
価
申
込
者
が
2
人
以
上
と
な
っ
た
場

合
は
、
別
日
に
追
加
入
札
を
実
施
し
ま
す
。

◀
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て

・
公
売
の
詳
細
・
物
件
明
細
は
左
記
2
次
元

コ
ー
ド
で
も
確
認
で
き
ま
す
。

納
税
が
困
難
な
人
は
早
め
に
相
談
を

　
災
害
や
盗
難
、
本
人
や
家
族
の
病
気
、
事

業
の
休
廃
止
、
失
業
な
ど
の
や
む
を
得
な
い

事
情
や
、
多
重
債
務
な
ど
に
よ
り
市
税
の
納

期
ご
と
の
納
付
が
困
難
な
場
合
は
、
一
人
で

悩
ま
ず
、
放
置
せ
ず
に
早
め
に
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。
一
括
納
付
が
難
し
い
場
合
に
は
分

割
納
付
に
応
じ
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
ま
ず

は
納
付
で
き
な
い
理
由
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ

い
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
は
？

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
福
祉
に
関
す
る

身
近
な
相
談
役
で
す
。
厚
生
労
働
大
臣
か
ら

委
嘱
さ
れ
た
非
常
勤
の
公
務
員
で
、
地
域
福

祉
を
担
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、
全
国
で

約
23
万
人
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

市
で
は
市
内
を
12
の
地
区
に
分
け
、
主
に
各

地
区
ご
と
に
活
動
を
行
っ
て
お
り
、
全
体
で

１
４
１
人
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
が
活
動

し
て
い
ま
す
。

主
任
児
童
委
員
と
は
？

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
う
ち
、
特
に
子
ど

も
や
子
ど
も
が
い
る
家
庭
に
関
す
る
福
祉
を

専
門
に
担
当
し
て
い
ま
す
。
原
則
と
し
て
区

域
を
直
接
担
当
せ
ず
、
個
別
の
案
件
に
つ
い

て
当
該
区
域
を
担
当
す
る
民
生
委
員
・
児
童

委
員
と
連
携
を
図
り
対
応
し
ま
す
。

市
で
は
各
地
区
に
２
人
ず
つ
所
属
し
、
全
体

で
24
人
の
主
任
児
童
委
員
が
活
動
し
て
い
ま

す
。

役
割

担
当
区
域
内
の
実

情
を
把
握
し
、
地

域
住
民
に
対
し
て

適
切
な
相
談
・
援

助
を
行
い
ま
す
。

自
ら
も
地
域
住
民
の
一
員
と
し
て
、
担
当
区

域
に
お
い
て
高
齢
者
や
障
害
の
あ
る
人
の
安

否
確
認
や
見
守
り
、
子
ど
も
た
ち
へ
の
声
掛

け
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
医
療
や
介
護
の

悩
み
、
妊
娠
や
子
育
て
の
不
安
、
経
済
的
困

窮
に
よ
る
生
活
上
の
心
配
ご
と
な
ど
様
々
な

相
談
に
応
じ
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
情
報
提
供

を
行
っ
て
い
ま
す
。

相
談
内
容
に
応
じ
て
、

必
要
な
支
援
が
受
け
ら

れ
る
よ
う
、
地
域
の
専

門
機
関
へ
の
つ
な
ぎ
役

に
な
り
ま
す
。
た
だ

し
、
つ
な
ぐ
と
言
っ
て

も
あ
る
程
度
の
知
識
や
情
報
が
必
要
で
あ

り
、
適
切
な
支
援
に
結
び
つ
け
る
た
め
に
つ

な
ぎ
先
の
判
断
も
重
要
に
な
り
ま
す
。

そ
の
た
め
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
地
区

ご
と
に
行
わ
れ
る
定
例
会
や
、
各
団
体
が
主

催
す
る
研
修
会
に
参
加
す
る
こ
と
で
、
常
日

頃
か
ら
自
己
研
鑽
に
努
め
て
い
ま
す
。

秘
密
を
守
り
ま
す

民
生
委
員
法
第
15
条
で
「
民
生
委
員
は
、
そ

の
職
務
を
遂
行
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
個
人

の
人
格
を
尊
重
し
、
そ
の
身
分
上
に
関
す
る

秘
密
を
守
り
、
人
種
、
信
条
、
性
別
、
社
会

的
身
分
又
は
門
地
に
よ
っ
て
、
差
別
的
又
は

優
先
的
な
取
扱
を
す
る
こ
と
な
く
、
且
つ
、

そ
の
処
理
は
、
実
情
に
応
じ
て
合
理
的
に
こ

れ
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
定
め
て

い
ま
す
。
つ
ま
り
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員

は
職
務
上
知
り
え
た
情
報
を
漏
ら
し
て
は
い

け
な
い
義
務
が
あ
り
ま
す
。
安
心
し
て
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

不
動
産
公
売
を
実
施
し
ま
す

収
納
課
収
納
整
理
係
（
☎
内
線
１
０
８
２
）

本

民生委員・児童委員はこんな活動をしています
見守り訪問

市長一日民生委員

「地域と行政の“つなぎ役”」
として、ひとり暮らしの高齢者
宅を中心に見守り訪問をしてい
ます。

活動強化週間中、市長に「一日
民生委員」として民生委員活動
を体験していただきます。

ふれあい・いきいきサロン
の運営（協力）

高齢者のための地域交流の場で
ある「ふれあい・いきいきサロ
ン」の運営や協力などをしてい
ます。

乳幼児宅訪問

毎年10月～11月に乳幼児（0～
2歳児）の子どもがいる世帯を
訪問し、子育てに役立つ情報を
お届けしたり、育児に関する相
談を受けています。

５
月
12
日
は

　
　
「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
日
」

５
月
12
日（
水
）〜
18
日（
火
）は

　
　
　
　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
活
動
強
化
週
間
で
す

　
開
庁
時
間
に
納
税
相
談
が
で
き
な
い
人

の
た
め
に
夜
間
・
日
曜
日
に
窓
口
を
開
設

し
て
い
ま
す
。

　
時
間
内
は
電
話
相
談
も
受
け
付
け
て
お

り
ま
す
の
で
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

〇
日
曜
窓
口

日
程
▼
５
月
23
日（
日
）

時
間
▼
午
前
９
時
か
ら
正
午

場
所
▼
□本 

収
納
課

〇
夜
間
窓
口

日
程
▼
５
月
31
日（
月
）

時
間
▼
午
後
７
時
30
分
ま
で

場
所
▼
□本 

収
納
課

時
間
外
納
税
相
談
窓
口
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市
税
徴
収
の
た
め
差
し
押
さ
え
た
不
動
産

の
公
売
を
実
施
し
ま
す
。
今
回
の
公
売
で
は

土
地
２
件
が
対
象
で
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を

鑑
み
、
郵
送
で
参
加
可
能
な
期
間
入
札
形
式

で
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
原
則
ど
な
た
で
も
参
加
が
で
き
ま
す
。
ご

案
内
は
□本 

収
納
課
が
し
ま
す
の
で
、
お
電
話

や
窓
口
に
て
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

公
売
物
件
に
つ
い
て

○
物
件
番
号
　
３

－

１

松
井
田
町
新
堀
字
川
久
保

田
3
筆
・
畑
1
筆
　
計
2
6
2
2
㎡

【
最
低
入
札
価
格
】
2
6
9
万
円

【
公
売
保
証
金
】
27
万
円

○
物
件
番
号
　
３

－

２

古
屋
字
甲
二
ツ
屋
　
畑
1
筆
　
2
8
0
㎡

【
最
低
入
札
価
格
】
2
3
2
万
円

【
公
売
保
証
金
】
24
万
円

注
意
事
項
▼

・
公
売
参
加
に
は
農
業
委
員
会
の
発
行
す
る

「
買
受
適
格
証
明
書
」
が
必
要
で
す（
6
月

10
日（
木
）申
請
締
切
）。
事
前
に
ご
準
備
く

だ
さ
い
。

・
公
売
は
現
況
有
姿
の
ま
ま
売
却
し
ま
す
。

不
動
産
の
状
況
確
認
や
登
記
簿
な
ど
の
閲
覧

な
ど
に
よ
り
、
事
前
検
討
し
た
う
え
で
入
札

し
て
く
だ
さ
い
。

・
直
前
に
公
売
を
中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

公
売
実
施
に
つ
い
て

入
札
期
間
▼

7
月
20
日（
火
）午
前
9
時
か
ら

7
月
30
日（
金
）午
後
5
時
ま
で

入
札
場
所
▼

【
来
庁
】
□本 
収
納
課

【
郵
送
】
〒
3
7
9

－

0
1
9
2

安
中
市
安
中
1

－

23

－

13
　
安
中
市
役
所
　

収
納
課
　
宛

開
札
日
時
▼

8
月
2
日（
月
）午
前
10
時

開
札
場
所
▼

□本 

3
0
3
会
議
室

そ
の
他
▼

・
入
札
は
指
定
の
様
式
が
あ
り
ま
す
。
入
札

手
続
書
類（
入
札
セ
ッ
ト
）の
交
付
を
希
望
さ

れ
る
人
は
、
来
庁
ま
た
は
電
話
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

・
郵
送
で
入
札
さ
れ
る
場
合
、
入
札
期
間
中

に
到
着
し
な
い
入
札
書
は
無
効
と
な
る
た

め
、
お
早
め
に
発
送
し
て
く
だ
さ
い
。

・
最
高
価
申
込
者
が
2
人
以
上
と
な
っ
た
場

合
は
、
別
日
に
追
加
入
札
を
実
施
し
ま
す
。

◀
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て

・
公
売
の
詳
細
・
物
件
明
細
は
左
記
2
次
元

コ
ー
ド
で
も
確
認
で
き
ま
す
。

納
税
が
困
難
な
人
は
早
め
に
相
談
を

　
災
害
や
盗
難
、
本
人
や
家
族
の
病
気
、
事

業
の
休
廃
止
、
失
業
な
ど
の
や
む
を
得
な
い

事
情
や
、
多
重
債
務
な
ど
に
よ
り
市
税
の
納

期
ご
と
の
納
付
が
困
難
な
場
合
は
、
一
人
で

悩
ま
ず
、
放
置
せ
ず
に
早
め
に
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。
一
括
納
付
が
難
し
い
場
合
に
は
分

割
納
付
に
応
じ
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
ま
ず

は
納
付
で
き
な
い
理
由
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ

い
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
は
？

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
福
祉
に
関
す
る

身
近
な
相
談
役
で
す
。
厚
生
労
働
大
臣
か
ら

委
嘱
さ
れ
た
非
常
勤
の
公
務
員
で
、
地
域
福

祉
を
担
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、
全
国
で

約
23
万
人
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

市
で
は
市
内
を
12
の
地
区
に
分
け
、
主
に
各

地
区
ご
と
に
活
動
を
行
っ
て
お
り
、
全
体
で

１
４
１
人
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
が
活
動

し
て
い
ま
す
。

主
任
児
童
委
員
と
は
？

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
う
ち
、
特
に
子
ど

も
や
子
ど
も
が
い
る
家
庭
に
関
す
る
福
祉
を

専
門
に
担
当
し
て
い
ま
す
。
原
則
と
し
て
区

域
を
直
接
担
当
せ
ず
、
個
別
の
案
件
に
つ
い

て
当
該
区
域
を
担
当
す
る
民
生
委
員
・
児
童

委
員
と
連
携
を
図
り
対
応
し
ま
す
。

市
で
は
各
地
区
に
２
人
ず
つ
所
属
し
、
全
体

で
24
人
の
主
任
児
童
委
員
が
活
動
し
て
い
ま

す
。

役
割

担
当
区
域
内
の
実

情
を
把
握
し
、
地

域
住
民
に
対
し
て

適
切
な
相
談
・
援

助
を
行
い
ま
す
。

自
ら
も
地
域
住
民
の
一
員
と
し
て
、
担
当
区

域
に
お
い
て
高
齢
者
や
障
害
の
あ
る
人
の
安

否
確
認
や
見
守
り
、
子
ど
も
た
ち
へ
の
声
掛

け
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
医
療
や
介
護
の

悩
み
、
妊
娠
や
子
育
て
の
不
安
、
経
済
的
困

窮
に
よ
る
生
活
上
の
心
配
ご
と
な
ど
様
々
な

相
談
に
応
じ
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
情
報
提
供

を
行
っ
て
い
ま
す
。

相
談
内
容
に
応
じ
て
、

必
要
な
支
援
が
受
け
ら

れ
る
よ
う
、
地
域
の
専

門
機
関
へ
の
つ
な
ぎ
役

に
な
り
ま
す
。
た
だ

し
、
つ
な
ぐ
と
言
っ
て

も
あ
る
程
度
の
知
識
や
情
報
が
必
要
で
あ

り
、
適
切
な
支
援
に
結
び
つ
け
る
た
め
に
つ

な
ぎ
先
の
判
断
も
重
要
に
な
り
ま
す
。

そ
の
た
め
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
地
区

ご
と
に
行
わ
れ
る
定
例
会
や
、
各
団
体
が
主

催
す
る
研
修
会
に
参
加
す
る
こ
と
で
、
常
日

頃
か
ら
自
己
研
鑽
に
努
め
て
い
ま
す
。

秘
密
を
守
り
ま
す

民
生
委
員
法
第
15
条
で
「
民
生
委
員
は
、
そ

の
職
務
を
遂
行
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
個
人

の
人
格
を
尊
重
し
、
そ
の
身
分
上
に
関
す
る

秘
密
を
守
り
、
人
種
、
信
条
、
性
別
、
社
会

的
身
分
又
は
門
地
に
よ
っ
て
、
差
別
的
又
は

優
先
的
な
取
扱
を
す
る
こ
と
な
く
、
且
つ
、

そ
の
処
理
は
、
実
情
に
応
じ
て
合
理
的
に
こ

れ
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
定
め
て

い
ま
す
。
つ
ま
り
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員

は
職
務
上
知
り
え
た
情
報
を
漏
ら
し
て
は
い

け
な
い
義
務
が
あ
り
ま
す
。
安
心
し
て
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

不
動
産
公
売
を
実
施
し
ま
す

収
納
課
収
納
整
理
係
（
☎
内
線
１
０
８
２
）

本

民生委員・児童委員はこんな活動をしています
見守り訪問

市長一日民生委員

「地域と行政の“つなぎ役”」
として、ひとり暮らしの高齢者
宅を中心に見守り訪問をしてい
ます。

活動強化週間中、市長に「一日
民生委員」として民生委員活動
を体験していただきます。

ふれあい・いきいきサロン
の運営（協力）

高齢者のための地域交流の場で
ある「ふれあい・いきいきサロ
ン」の運営や協力などをしてい
ます。

乳幼児宅訪問

毎年10月～11月に乳幼児（0～
2歳児）の子どもがいる世帯を
訪問し、子育てに役立つ情報を
お届けしたり、育児に関する相
談を受けています。

５
月
12
日
は

　
　
「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
日
」

５
月
12
日（
水
）〜
18
日（
火
）は

　
　
　
　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
活
動
強
化
週
間
で
す

　
開
庁
時
間
に
納
税
相
談
が
で
き
な
い
人

の
た
め
に
夜
間
・
日
曜
日
に
窓
口
を
開
設

し
て
い
ま
す
。

　
時
間
内
は
電
話
相
談
も
受
け
付
け
て
お

り
ま
す
の
で
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

〇
日
曜
窓
口

日
程
▼
５
月
23
日（
日
）

時
間
▼
午
前
９
時
か
ら
正
午

場
所
▼
□本 

収
納
課

〇
夜
間
窓
口

日
程
▼
５
月
31
日（
月
）

時
間
▼
午
後
７
時
30
分
ま
で

場
所
▼
□本 

収
納
課

時
間
外
納
税
相
談
窓
口
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　特
別
徴
収（
年
金
か
ら
の
天
引
き
）と
普
通

徴
収（
納
付
書
・
口
座
振
替
）の
2
つ
の
方
法

に
分
か
れ
ま
す
。
特
別
徴
収
の
人
は
8
月
上

旬
頃
ま
で
に
、
普
通
徴
収
の
人
は
7
月
中
旬

頃
ま
で
に
、
決
定
通
知
書
に
よ
り
年
間
の
確

定
保
険
料
額
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
ま
た
、

特
別
徴
収
と
普
通
徴
収
を
併
用
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

○
特
別
徴
収
と
な
る
場
合

・
老
齢（
退
職
）、
遺
族
、
障
害
年
金
の
受
給

額
が
年
間
18
万
円
以
上
の
人
は
、
日
本
年

金
機
構
な
ど
の
年
金
支
払
者
が
、
年
金
の

定
期
支
払（
偶
数
月
）の
際
に
保
険
料
を
差

し
引
き
ま
す
。

※
た
だ
し
、
年
金
の
受
給
額
が
年
間
18
万
円

以
上
で
も
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

人
は
普
通
徴
収
と
な
り
ま
す
。

・
年
度
途
中
で
、
65
歳
に
な
っ
た
場
合
や
他

の
市
区
町
村
か
ら
転
入
し
た
場
合

・
年
度
途
中
で
、
年
金
の
受
給
が
始
ま
っ
た

場
合

・
年
度
途
中
で
、
所
得
更
正
等
に
よ
り
保
険

料
の
減
額
決
定
を
受
け
た
場
合（
年
金
か

ら
の
天
引
が
中
止
さ
れ
ま
す
）

・
年
度
途
中
で
、
所
得
更
正
等
に
よ
り
保
険

料
の
増
額
決
定
を
受
け
た
場
合（
増
額
分

が
普
通
徴
収
と
な
り
ま
す
）

・
年
金
の
一
時
差
し
止
め
や
支
給
停
止
に

な
っ
た
場
合

・
年
金
担
保
貸
付
金
の
返
済
が
開
始
さ
れ
た

場
合

○
普
通
徴
収
と
な
る
場
合

・
特
別
徴
収
の
対
象
と
な
ら
な
い
人
は
、
市

か
ら
送
付
さ
れ
る
納
付
書
に
よ
り
、
市
役

所
ま
た
は
指
定
金
融
機
関
で
納
め
ま
す
。

・
口
座
振
替
を
希
望
す
る
場
合
は
、
納
付
通

知
書
、
預
金
通
帳
、
届
出
印
を
ご
持
参
の

う
え
、
直
接
金
融
機
関
の
窓
口
に
お
申
込

み
く
だ
さ
い
。
振
替
開
始
の
時
期
は
、
申

込
み
を
し
た
月
の
翌
月
納
期
分
か
ら
と
な

り
ま
す
。

　災
害
な
ど
の
特
別
な
事
情
に
よ
り
保
険
料

の
納
付
が
困
難
な
と
き
は
、
保
険
料
の
徴
収

猶
予
や
減
免
を
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
特
に
生
活
が
困
窮
し
、
保
険
料

の
全
額
を
負
担
す
る
こ
と
が
困
難
な
と
き

は
、
保
険
料
の
減
額
を
受
け
ら
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
な
お
、
減
免
な
ど
を
受
け
る
た

め
に
は
申
請
が
必
要
で
す
の
で
、
お
早
め
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　特
別
な
事
情
も
な
く
保
険
料
の
滞
納
が
続

い
た
場
合
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す

る
と
き
に
、
未
納
の
期
間
に
応
じ
て
、
次
の

措
置
が
講
じ
ら
れ
ま
す
。

・
1
年
以
上
滞
納
す
る
と
、
介
護
保
険
サ
ー

ビ
ス
に
係
る
費
用
の
全
額
を
い
っ
た
ん
自

己
負
担
し
、
申
請
に
よ
り
あ
と
で
保
険
給

付
分
が
支
払
わ
れ
る
形
と
な
り
ま
す
。

・
1
年
6
ヶ
月
以
上
滞
納
す
る
と
、
保
険
給

付
分
の
一
部
ま
た
は
全
部
が
一
時
差
し
止

め
ら
れ
、
そ
の
中
か
ら
滞
納
保
険
料
相
当

額
が
差
し
引
か
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
2
年
以
上
滞
納
す
る
と
、
介
護
保
険
サ
ー

ビ
ス
に
係
る
費
用
の
自
己
負
担
割
合
が
引

き
上
げ
ら
れ
、
高
額
介
護（
介
護
予
防
）

サ
ー
ビ
ス
費
な
ど
の
支
給
も
受
け
ら
れ
な

く
な
り
ま
す
。

　加
入
し
て
い
る
医
療
保
険
ご
と
の
算
定
方

法
に
よ
り
決
め
ら
れ
、
医
療
保
険
料
と
合
わ

せ
て
納
め
ま
す
。

　65
歳
に
な
っ
た
月（
誕
生
日
の
前
日
の
属

す
る
月
）の
分
か
ら
、
医
療
保
険
料
と
は
別

に
、
直
接
市
へ
納
付
す
る
方
法
に
変
わ
り
ま

す
。

令
和
３
年
度
か
ら

　
　
　
介
護
保
険
料
が
変
わ
り
ま
す

高
齢
者
支
援
課
介
護
保
険
係
（
☎
内
線
１
１
８
６
）

本

※課税年金収入額とは、住民税の課税対象となる年金（国民年金、厚生年金など）の収入額で、非課税
となる年金（障害年金、遺族年金など）は含まれません。

※所得金額とは、前年（2020年）中の収入から必要経費（給与の場合には給与所得控除額、年金の場合
には公的年金等控除額）を控除した金額で、所得控除（扶養控除や社会保険料控除など）をする前の
金額です。

低所得者の保険料軽減について
　公費の投入により低所得者の保険料負担を軽減する仕組みが設けられています。
　第1段階：38,400円（基準額×0.50）　→　23,100円（基準額×0.30）
　第2段階：53,800円（基準額×0.70）　→　38,400円（基準額×0.50）
　第3段階：57,600円（基準額×0.75）　→　53,800円（基準額×0.70）

65歳以上の人の介護保険料 （令和3年度から令和5年度まで）

市では、介護保険について便利帳を発行してお
り、利用の手引きになっています。また、市
ホームページにも掲載してありますので、詳し
くはそちらをご覧ください。

対象となる人 保険料（年額）
・生活保護受給者の人
・本人が老齢福祉年金受給者で、世帯全員が
住民税非課税の人
・世帯全員が住民税非課税で、本人の課税年
金収入額と年金所得以外の合計所得金額の
合計が80万円以下の人
・世帯全員が住民税非課税で、本人の課税年
金収入額と年金所得以外の合計所得金額の
合計が80万円超120万円以下の人
・世帯全員が住民税非課税で、本人の課税年
金収入額と年金所得以外の合計所得金額の
合計が120万円超の人
・本人は住民税非課税だが、同じ世帯の中に
住民税課税者がおり、本人の課税年金収入
額と年金所得以外の合計所得金額の合計が
80万円以下の人
・本人は住民税非課税だが、同じ世帯の中に
住民税課税者がおり、本人の課税年金収入
額と年金所得以外の合計所得金額の合計が
80万円超の人
・本人が住民税課税で、合計所得金額が120
万円未満の人
・本人が住民税課税で、合計所得金額が120
万円以上210万円未満の人
・本人が住民税課税で、合計所得金額が210
万円以上320万円未満の人
・本人が住民税課税で、合計所得金額が320
万円以上400万円未満の人
・本人が住民税課税で、合計所得金額が400
万円以上700万円未満の人
・本人が住民税課税で、合計所得金額が700
万円以上の人

基準額×0.30

23,100円

基準額×0.50

38,400円

基準額×0.70

53,800円

基準額×0.90

69,100円

基準額

76,800円

基準額×1.15

88,300円

基準額×1.30

99,800円

基準額×1.50

115,200円

基準額×1.70

130,500円

基準額×1.80

138,200円

基準額×1.90

145,900円

所得段階

第1段階

第2段階

第3段階

第4段階

第5段階

第6段階

第7段階

第8段階

第9段階

第10段階

第11段階

■
介
護
保
険
料
の
納
付

■
介
護
保
険
料
の
減
免

■
40
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
人

　（
第
2
号
被
保
険
者
）の

　
　
　
　
　
　
　
　
介
護
保
険
料

■
介
護
保
険
料
を
滞
納
し
た
場
合

　65
歳
以
上
の
人
の
介
護
保
険
料
は
、
市
が
3
年
を
1
期
と
し
て
定
め
る
介
護
保
険
事
業
計

画
に
基
づ
き
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
量
な
ど
の
見
込
み
か
ら
保
険
給
付
に
要
す
る
費
用
の

総
額
を
推
計
し
、
計
画
期
間
中
に
お
い
て
財
政
の
均
衡
を
保
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
算
定
さ

れ
ま
す
。
こ
の
た
び
、
介
護
保
険
法
の
改
正
お
よ
び
第
8
期
介
護
保
険
事
業
計
画
の
策
定
に

伴
い
見
直
し
を
行
う
必
要
が
生
じ
た
た
め
、
計
画
期
間（
令
和
3
年
度
か
ら
令
和
5
年
度
ま
で
）

の
介
護
保
険
料
を
改
定
し
ま
す
。

　皆
さ
ん
が
負
担
し
て
い
る
保
険
料
は
、
介
護
保
険
事
業
を
円
滑
に
運
営
す
る
た
め
の
大
切

な
財
源
で
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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　特
別
徴
収（
年
金
か
ら
の
天
引
き
）と
普
通

徴
収（
納
付
書
・
口
座
振
替
）の
2
つ
の
方
法

に
分
か
れ
ま
す
。
特
別
徴
収
の
人
は
8
月
上

旬
頃
ま
で
に
、
普
通
徴
収
の
人
は
7
月
中
旬

頃
ま
で
に
、
決
定
通
知
書
に
よ
り
年
間
の
確

定
保
険
料
額
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
ま
た
、

特
別
徴
収
と
普
通
徴
収
を
併
用
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

○
特
別
徴
収
と
な
る
場
合

・
老
齢（
退
職
）、
遺
族
、
障
害
年
金
の
受
給

額
が
年
間
18
万
円
以
上
の
人
は
、
日
本
年

金
機
構
な
ど
の
年
金
支
払
者
が
、
年
金
の

定
期
支
払（
偶
数
月
）の
際
に
保
険
料
を
差

し
引
き
ま
す
。

※
た
だ
し
、
年
金
の
受
給
額
が
年
間
18
万
円

以
上
で
も
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

人
は
普
通
徴
収
と
な
り
ま
す
。

・
年
度
途
中
で
、
65
歳
に
な
っ
た
場
合
や
他

の
市
区
町
村
か
ら
転
入
し
た
場
合

・
年
度
途
中
で
、
年
金
の
受
給
が
始
ま
っ
た

場
合

・
年
度
途
中
で
、
所
得
更
正
等
に
よ
り
保
険

料
の
減
額
決
定
を
受
け
た
場
合（
年
金
か

ら
の
天
引
が
中
止
さ
れ
ま
す
）

・
年
度
途
中
で
、
所
得
更
正
等
に
よ
り
保
険

料
の
増
額
決
定
を
受
け
た
場
合（
増
額
分

が
普
通
徴
収
と
な
り
ま
す
）

・
年
金
の
一
時
差
し
止
め
や
支
給
停
止
に

な
っ
た
場
合

・
年
金
担
保
貸
付
金
の
返
済
が
開
始
さ
れ
た

場
合

○
普
通
徴
収
と
な
る
場
合

・
特
別
徴
収
の
対
象
と
な
ら
な
い
人
は
、
市

か
ら
送
付
さ
れ
る
納
付
書
に
よ
り
、
市
役

所
ま
た
は
指
定
金
融
機
関
で
納
め
ま
す
。

・
口
座
振
替
を
希
望
す
る
場
合
は
、
納
付
通

知
書
、
預
金
通
帳
、
届
出
印
を
ご
持
参
の

う
え
、
直
接
金
融
機
関
の
窓
口
に
お
申
込

み
く
だ
さ
い
。
振
替
開
始
の
時
期
は
、
申

込
み
を
し
た
月
の
翌
月
納
期
分
か
ら
と
な

り
ま
す
。

　災
害
な
ど
の
特
別
な
事
情
に
よ
り
保
険
料

の
納
付
が
困
難
な
と
き
は
、
保
険
料
の
徴
収

猶
予
や
減
免
を
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
特
に
生
活
が
困
窮
し
、
保
険
料

の
全
額
を
負
担
す
る
こ
と
が
困
難
な
と
き

は
、
保
険
料
の
減
額
を
受
け
ら
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
な
お
、
減
免
な
ど
を
受
け
る
た

め
に
は
申
請
が
必
要
で
す
の
で
、
お
早
め
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　特
別
な
事
情
も
な
く
保
険
料
の
滞
納
が
続

い
た
場
合
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す

る
と
き
に
、
未
納
の
期
間
に
応
じ
て
、
次
の

措
置
が
講
じ
ら
れ
ま
す
。

・
1
年
以
上
滞
納
す
る
と
、
介
護
保
険
サ
ー

ビ
ス
に
係
る
費
用
の
全
額
を
い
っ
た
ん
自

己
負
担
し
、
申
請
に
よ
り
あ
と
で
保
険
給

付
分
が
支
払
わ
れ
る
形
と
な
り
ま
す
。

・
1
年
6
ヶ
月
以
上
滞
納
す
る
と
、
保
険
給

付
分
の
一
部
ま
た
は
全
部
が
一
時
差
し
止

め
ら
れ
、
そ
の
中
か
ら
滞
納
保
険
料
相
当

額
が
差
し
引
か
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
2
年
以
上
滞
納
す
る
と
、
介
護
保
険
サ
ー

ビ
ス
に
係
る
費
用
の
自
己
負
担
割
合
が
引

き
上
げ
ら
れ
、
高
額
介
護（
介
護
予
防
）

サ
ー
ビ
ス
費
な
ど
の
支
給
も
受
け
ら
れ
な

く
な
り
ま
す
。

　加
入
し
て
い
る
医
療
保
険
ご
と
の
算
定
方

法
に
よ
り
決
め
ら
れ
、
医
療
保
険
料
と
合
わ

せ
て
納
め
ま
す
。

　65
歳
に
な
っ
た
月（
誕
生
日
の
前
日
の
属

す
る
月
）の
分
か
ら
、
医
療
保
険
料
と
は
別

に
、
直
接
市
へ
納
付
す
る
方
法
に
変
わ
り
ま

す
。

令
和
３
年
度
か
ら

　
　
　
介
護
保
険
料
が
変
わ
り
ま
す

高
齢
者
支
援
課
介
護
保
険
係
（
☎
内
線
１
１
８
６
）

本

※課税年金収入額とは、住民税の課税対象となる年金（国民年金、厚生年金など）の収入額で、非課税
となる年金（障害年金、遺族年金など）は含まれません。

※所得金額とは、前年（2020年）中の収入から必要経費（給与の場合には給与所得控除額、年金の場合
には公的年金等控除額）を控除した金額で、所得控除（扶養控除や社会保険料控除など）をする前の
金額です。

低所得者の保険料軽減について
　公費の投入により低所得者の保険料負担を軽減する仕組みが設けられています。
　第1段階：38,400円（基準額×0.50）　→　23,100円（基準額×0.30）
　第2段階：53,800円（基準額×0.70）　→　38,400円（基準額×0.50）
　第3段階：57,600円（基準額×0.75）　→　53,800円（基準額×0.70）

65歳以上の人の介護保険料 （令和3年度から令和5年度まで）

市では、介護保険について便利帳を発行してお
り、利用の手引きになっています。また、市
ホームページにも掲載してありますので、詳し
くはそちらをご覧ください。

対象となる人 保険料（年額）
・生活保護受給者の人
・本人が老齢福祉年金受給者で、世帯全員が
住民税非課税の人
・世帯全員が住民税非課税で、本人の課税年
金収入額と年金所得以外の合計所得金額の
合計が80万円以下の人
・世帯全員が住民税非課税で、本人の課税年
金収入額と年金所得以外の合計所得金額の
合計が80万円超120万円以下の人
・世帯全員が住民税非課税で、本人の課税年
金収入額と年金所得以外の合計所得金額の
合計が120万円超の人
・本人は住民税非課税だが、同じ世帯の中に
住民税課税者がおり、本人の課税年金収入
額と年金所得以外の合計所得金額の合計が
80万円以下の人
・本人は住民税非課税だが、同じ世帯の中に
住民税課税者がおり、本人の課税年金収入
額と年金所得以外の合計所得金額の合計が
80万円超の人
・本人が住民税課税で、合計所得金額が120
万円未満の人
・本人が住民税課税で、合計所得金額が120
万円以上210万円未満の人
・本人が住民税課税で、合計所得金額が210
万円以上320万円未満の人
・本人が住民税課税で、合計所得金額が320
万円以上400万円未満の人
・本人が住民税課税で、合計所得金額が400
万円以上700万円未満の人
・本人が住民税課税で、合計所得金額が700
万円以上の人

基準額×0.30

23,100円

基準額×0.50

38,400円

基準額×0.70

53,800円

基準額×0.90

69,100円

基準額

76,800円

基準額×1.15

88,300円

基準額×1.30

99,800円

基準額×1.50

115,200円

基準額×1.70

130,500円

基準額×1.80

138,200円

基準額×1.90

145,900円

所得段階

第1段階

第2段階

第3段階

第4段階

第5段階

第6段階

第7段階

第8段階

第9段階

第10段階

第11段階

■
介
護
保
険
料
の
納
付

■
介
護
保
険
料
の
減
免

■
40
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
人

　（
第
2
号
被
保
険
者
）の

　
　
　
　
　
　
　
　
介
護
保
険
料

■
介
護
保
険
料
を
滞
納
し
た
場
合

　65
歳
以
上
の
人
の
介
護
保
険
料
は
、
市
が
3
年
を
1
期
と
し
て
定
め
る
介
護
保
険
事
業
計

画
に
基
づ
き
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
量
な
ど
の
見
込
み
か
ら
保
険
給
付
に
要
す
る
費
用
の

総
額
を
推
計
し
、
計
画
期
間
中
に
お
い
て
財
政
の
均
衡
を
保
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
算
定
さ

れ
ま
す
。
こ
の
た
び
、
介
護
保
険
法
の
改
正
お
よ
び
第
8
期
介
護
保
険
事
業
計
画
の
策
定
に

伴
い
見
直
し
を
行
う
必
要
が
生
じ
た
た
め
、
計
画
期
間（
令
和
3
年
度
か
ら
令
和
5
年
度
ま
で
）

の
介
護
保
険
料
を
改
定
し
ま
す
。

　皆
さ
ん
が
負
担
し
て
い
る
保
険
料
は
、
介
護
保
険
事
業
を
円
滑
に
運
営
す
る
た
め
の
大
切

な
財
源
で
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

1213 ＝本庁舎 ＝松井田庁舎 ＝谷津庁舎 ＝碓氷川クリーンセンター ＝スポーツセンター本 松 谷 ク ス 2021年5月1日号
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Zoom Up

問合せ▶　市民課窓口係（☎内線1104）　国保年金課（☎内線1113）本 本

窓口での番号札の利用を始めました
発券機ご利用の流れ

おしごと通信 Vol.18
あんなかの

安中市で行っている取り組みや事業を
紹介します。

図書館ホームページ

人
権
教
育
啓
発
映
像
資
料（
Ｄ
Ｖ
Ｄ
）

を
ご
活
用
く
だ
さ
い

○
知
り
た
い
あ
な
た
の
こ
と

－

外
見
か
ら
は
わ
か
ら
な
い
障
害
・
病
気
を

抱
え
る
人

－

　21
分
　一
般

外
見
か
ら
は
わ
か
ら
な
い
障
害
や
病
気
を
抱

え
な
が
ら
日
常
生
活
を
送
っ
て
い
る
人
は
多

く
い
ま
す
。
一
見
す
る
と
健
康
そ
う
に
見
え

る
の
で
、
障
害
や
病
気
が
周
囲
に
理
解
さ
れ

ず
、
辛
い
思
い
を
す
る
こ
と
も
あ
る
と
い
い

ま
す
。
こ
の
作
品
で
は
２
人
の
難
病
患
者
さ

ん
と
、
て
ん
か
ん
と
発
達
障
害
を
持
つ
大
学

生
を
取
材
し
ま
し
た
。
ど
ん
な
場
面
で
困
っ

て
い
る
の
か
、
ど
ん
な
配
慮
が
求
め
ら
れ
て

い
る
の
か
。
外
見
か
ら
は
わ
か
ら
な
い
障
害

や
病
気
を
抱
え
る
人
の
話
を
通
じ
て
、
私
た

ち
に
で
き
る
配
慮
を
共
に
考
え
て
い
く
内
容

で
す
。

○
声
を
聞
か
せ
て

（
文
部
科
学
省
特
選
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　40
分
　小
学
生
以
上

念
願
の
携
帯
電
話
を
買
っ
て
も
ら
っ
た
優

衣
。
だ
が
優
衣
の
友
達
の
夏
希
の
こ
と
が
学

校
裏
サ
イ
ト
に
書
き
込
ま
れ
、
擁
護
し
た
優

衣
に
悪
意
の
矛
先
が
向
け
ら
れ
た
。
担
任
の

青
島
、
両
親
と
夏
希
は
優
衣
の
た
め
に
動
き

出
す
。
ネ
ッ
ト
社
会
に
お
け
る
人
権
問
題
の

根
底
に
あ
る
も
の
は
何
か
、
感
動
的
な
ア
ニ

メ
ー
シ
ョ
ン
で
描
き
出
し
ま
す
。

問
合
せ
▼

□松 

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係

（
☎
内
線
２
２
４
5
）

　
令
和
２
年
度
に
人
権
教
育
推
進
委
員
会
で
購
入
し
た
人
権
教
育

啓
発
映
像
資
料（
Ｄ
Ｖ
Ｄ
）を
安
中
市
文
化
セ
ン
タ
ー
内
の
安
中
市

図
書
館
で
貸
し
出
し
し
て
い
ま
す
。
学
校
や
公
民
館
な
ど
で
の
上

映
会
や
研
修
会
な
ど
で
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

Zoom Up

大切に使わせていただきます
包括連携協定を締結している明治安田生命
保険相互会社から、寄附をいただきまし
た。大切に使わせていただきます。

夜の景色も楽しめました
秋間梅林では、クラウドファンディングを
利用して資金を調達し、梅林のライトアッ
プを行いました。訪れた人は初めての景色
を楽しんでいました。

ふるさと大賞を受賞しました
第25回ふるさとイベント大賞の優秀賞に、

（一社）安中市観光機構が行う廃線ウォーク
が選ばれました。ふるさとイベント大賞
は、地域活性化センターが主催し、地域の
魅力を高め、活力を生み出している優れた
行事を表彰しています。

迫力ある音を響かせました
文化センターにて、安中総合学園高校和太
鼓部の定期演奏会が行われました。部員が
一体となり奏でる迫力ある音に、観客は魅
了されていました。

渋沢栄一展
渋沢栄一と安中との関わりがわかる資料な
どが展示されたパネル展が旧碓氷郡役所と
松井田庁舎で開催されました。

包括連携協定締結
地域のあらゆる分野において、諸課題に適
切に対応し、地域社会の活性化と市民サー
ビスの向上に向けた取組を実現するため群
馬県信用組合と包括連携協定を締結しまし
た。

1415 ＝本庁舎 ＝松井田庁舎 ＝谷津庁舎 ＝碓氷川クリーンセンター ＝スポーツセンター本 松 谷 ク ス

□本 1階市民課と国保年金課では、3月から業
務別に発券機で受付し（番号札が発券）、番号
案内表示パネルと音声でのご案内をはじめ
ました。

①申請書や届出書を記載

③番号が呼ばれたら該当する窓口へ

②発券機の画面パネルで希望する業務にタッチし、番号札をとる。
※証明書交付などは再度番号をお呼
びするので、交付窓口で手数料の支
払いを行い、証明書の交付を受けて
ください。

④窓口で記載した申請書を渡す

2
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月
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Zoom Up

問合せ▶　市民課窓口係（☎内線1104）　国保年金課（☎内線1113）本 本

窓口での番号札の利用を始めました
発券機ご利用の流れ

おしごと通信 Vol.18
あんなかの

安中市で行っている取り組みや事業を
紹介します。
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魅力を高め、活力を生み出している優れた
行事を表彰しています。
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鼓部の定期演奏会が行われました。部員が
一体となり奏でる迫力ある音に、観客は魅
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どが展示されたパネル展が旧碓氷郡役所と
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包括連携協定締結
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生涯学習だより
安中市教育委員会

“マナビー”

No.173

第一中学校
この世界を一人で　生きている者はいない　井口　修弥
気付いてあげるのは私　助けを求めるのはあの子
　　　　　　　　　行動を起こすのは私達　米田　彩華
そこの君　山びこしてみろ　その言葉　　　小川　実成
SNS“嫌い”伝える場所じゃなく“好き”を
　　　　　　　　　　伝える場所にしよう　田中　琴華
第二中学校
外見なんて気にするな　頑張る君が　
　　　　　　　　　　　　　　　大好きだ　石井琉之佑
良いところ　見つけて褒めれば　咲く笑顔　森田　真衣
広げよう　コンパスで描く　平和の輪　　　石井　　稟
気づいてあげて　偽の笑顔を　本物に　　　齋藤　琴花
広げよう　素敵な笑顔　つなげよう
　　　　　　　　　　　　　　感謝の言葉　秋山　涼風

松井田東中学校
勇気だせ　その一言で　いじめ０　　　　小板橋　純
気づこうよ　その一言が　言葉の刃　　　岡田　愛花

「大丈夫？」みんなで気づこう　小さなヘルプ
大丈夫？　声をかければ　明るい未来　　境谷　　遥
松井田南中学校
その笑顔　皆で守る　宝物　　　　　　　清水　駿斗
通じ合う　心の声を　聞きながら　　　　城田　悠希
思いやり　言葉一つで　すくわれる　　　榎坂菜々華
松井田北中学校
笑顔ある　平和な社会と　明るい未来　　石井　綾香
君のため　自分のためにも　正しい行動　上原　駿希
考えよう　相手の気持ちと　その先を　　佐藤　拓望
壊そう差別の壁　創ろう平等な社会　　　土屋　遥斗
負の心　誰かに話せば　放せる気持ち　　吉田　仁子

令和2年度人権作品集「おもいやり」標語　中学3年生

家庭教育カウンセリング講座

安
中
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

リ
レ
ー
・
エ
ッ
セ
イ

男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会

【
ひ
と
こ
と
ア
ド
バ
イ
ス
】

☆
「
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
会
社
か
ら
利
用
し
た
覚
え
の
な
い
請
求
が

あ
っ
た
」
と
い
う
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
第
三
者
に
よ
る
不

正
利
用
の
お
そ
れ
も
あ
り
ま
す
。

☆
利
用
明
細
は
必
ず
毎
月
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を

利
用
し
た
際
の
伝
票
や
注
文
確
認
メ
ー
ル
な
ど
は
保
管
し
て
お
き
、

日
付
や
金
額
な
ど
を
利
用
明
細
と
突
き
合
わ
せ
て
確
認
し
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
利
用
明
細
に
は
、
店
舗
名
と
は
異
な
る
記
載
が
さ
れ
て

い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

☆
自
分
に
覚
え
が
な
く
て
も
家
族
が
カ
ー
ド
を
利
用
し
て
い
る
可
能
性

も
あ
る
の
で
、
家
族
に
も
確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

☆
不
正
利
用
が
疑
わ
れ
る
場
合
は
、
早
急
に
カ
ー
ド
会
社
に
連
絡
し
ま

し
ょ
う
。

☆
カ
ー
ド
は
必
ず
署
名
し
、
暗
証
番
号
は
誰
に
も
推
測
さ
れ
な
い
も
の

に
し
ま
し
ょ
う
。

☆
怪
し
い
サ
イ
ト
で
は
、
安
易
に
カ
ー
ド
決
済
し
な
い
よ
う
に
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

資
料
提
供
：
独
立
行
政
法
人
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー

【
問
合
せ
】

　
わ
か
ら
な
い
こ
と
や
困
っ
た
こ
と
、
少
し
で
も
不
審
に
感
じ
る
こ
と

が
あ
っ
た
ら
、
早
め
に
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
日
時
▼
月
〜
金
曜
日（
祝
日
を
除
く
）午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

　
　
　
　
　（
☎
３
８
２

－

２
２
２
８
）

【
事
例
】

　
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
会
社
か
ら
代
金
の
引
き
落

と
し
が
で
き
な
い
と
、
確
認
の
電
話
が
来
た
。
慌

て
て
利
用
明
細
を
見
る
と
、
先
月
３
回
に
わ
た
っ

て
、
計
50
万
円
以
上
の
心
当
た
り
の
な
い
請
求
が

あ
っ
た
。
カ
ー
ド
会
社
に
問
い
合
わ
せ
、
教
え
て

も
ら
っ
た
請
求
元
に
連
絡
を
す
る
と
、
私
名
義
で

の
購
入
の
履
歴
は
な
い
と
回
答
が
あ
っ
た
。

不
正
利
用
か
も
！？
　利
用
明
細
は
必
ず
確
認

問合せ▶　地域創造課市民協働係（☎内線1027）本

第122回

○新型コロナウイルス感染症の影響により、中止または変更とな
る可能性があります。
○筆記用具とファイルなどをご用意ください。
募集人数▶12名（申込先着順）　　　　
参加料▶無料
募集期間▶5月6日（木）～5月21日（金）
主催▶安中市教育委員会
申込み・問合せ▶　生涯学習課社会教育係まで電話またはFAX
でお名前と電話番号をお知らせください。

（☎内線2242　FAX386-6191）

市教育委員会では、カウンセリングの技法や理論とともに、より良い人間関係を築くための心を学び、家庭教育
にいかしてもらうために、家庭教育カウンセリング講座を次のとおり開講します。

松

講義①家庭教育と
カウンセリング
講義②
子どもの理解
講義③
子どもの問題行動
講義④
子どもと家族の関係
講義⑤カウンセリン
グの基礎技術
実習①ロールプレイ
実習②ロールプレイ

～家庭教育にカウンセリングマインドをいかそう～
元 安中総合学園高等学校長　　田中　茂先生
～子どもの発達と心理～
安中市カウンセリング研究会　森田　房枝先生
～問題行動について～
武蔵野大学　教授　　　　　　大崎　広行先生
～相談にみる家族関係～
元 市立東横野小学校長　  　　鬼形　榮一先生
～カウンセリングの進め方と技術～
安中市カウンセリング研究会　高橋　洋子先生
～カウンセリングの実践的練習～
小グループに分かれての実習

6月3日（木）

6月10日（木）

6月17日（木）

6月24日（木）

7月1日（木）

7月8日（木）
7月9日（金）

会場講義・実習 講座内容・講師 実施日時

安
中
市
文
化
セ
ン
タ
ー
　
2
階

　
　
　
　
　
　
　
　
　
視
聴
覚
室 

ほ
か

受
付
：
午
前
9
時
45
分
〜

講
義
・
実
習
：
午
前
10
時
〜
正
午

　
少
し
前
に
、
大
き
な

組
織
の
会
長
が
、
女
性

は
話
が
長
い
と
い
う
発

言
を
し
て
辞
任
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。
話
が
長

い
の
は
人
そ
れ
ぞ
れ
で

あ
っ
て
、
女
性
だ
か
ら
長
い
、
男
性
だ
か
ら
長
い

と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
加
え
て
発
言
の
中
に
、

女
性
が
発
言
を
控
え
る
こ
と
が
「
わ
き
ま
え
る
」

こ
と
で
あ
る
と
い
う
趣
旨
の
も
の
が
含
ま
れ
て
い

た
。
出
席
者
が
自
由
に
発
言
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
な
ら
、
会
議
を
開
く
意
味
が
な
い
と
思
う
の
だ

が
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
が
あ
っ
た
お
か
げ
で

「
男
女
平
等
」
「
男
女
共
同
参
画
」
と
い
う
こ
と

が
、
多
く
の
人
に
意
識
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

国
の
総
理
大
臣
を
務
め
た
人
で
も
、
女
性
を
蔑
視

す
る
発
言
を
す
れ
ば
、
公
の
職
を
辞
さ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
の
は
よ

か
っ
た
と
思
う
。

　
と
こ
ろ
で
今
回
は
会
議
が
公
開
さ
れ
て
い
た
た

め
に
外
部
か
ら
批
判
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。

し
か
し
、
会
議
の
参
加
者
か
ら
そ
の
場
で
指
摘
を

受
け
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
い
う
。
そ
も
そ
も
誰

も
発
言
の
内
容
が
お
か
し
い
と
は
思
わ
な
か
っ
た

の
か
も
し
れ
な
い
。
発
言
の
舞
台
と
な
っ
た
日
本

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
評
議
会
は
、
評
議
員
63
名

の
う
ち
女
性
は
1
人
だ
け
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
組
織
に
限
ら
ず
、
日
本
で
は
大
事
な
方
針
を

決
定
す
る
場
、
例
え
ば
国
会
議
員
な
ど
に
占
め
る

女
性
の
割
合
は
ま
だ
少
な
い
。
こ
れ
で
は
、
男
女

双
方
の
意
見
が
社
会
に
平
等
に
反
映
し
て
い
る
と

は
言
え
な
い
。

　
別
の
角
度
か
ら
み
れ
ば
、
も
と
も
と
こ
の
会
議

の
中
で
は
こ
の
場
面
に
限
ら
ず
、
思
っ
た
こ
と
を

率
直
に
言
え
る
空
気
が
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な

い
。
普
段
か
ら
風
通
し
の
悪
い
集
ま
り
の
中
で

は
、
た
と
え
正
論
で
あ
っ
て
も
言
え
ば
必
ず
波
風

を
立
て
る
こ
と
に
な
る
発
言
を
す
る
の
は
と
て
も

勇
気
が
い
る
。

　
話
は
変
わ
る
が
、
群
馬
県
の
自
治
会
の
会
長
に

占
め
る
女
性
の
割
合
は
、
2
0
2
0
年
の
内
閣
府

の
調
査
に
よ
れ
ば
０
・
8
％
で
あ
る
。
こ
れ
は
全

国
で
最
下
位
だ
。
群
馬
県
の
自
治
会
で
は
「
わ
き

ま
え
る
女
性
」
が
歓
迎
さ
れ
て
き
た
結
果
か
も
し

れ
な
い
。
地
域
の
小
さ
な
組
織
の
運
営
方
法
に
口

を
挟
む
よ
う
な
メ
デ
ィ
ア
は
な
い
し
、
外
国
が
異

議
を
唱
え
る
こ
と
も
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
に
大
変
難

し
い
こ
と
で
は
あ
る
が
、
自
分
の
暮
ら
す
地
域
に

お
い
て
多
様
な
人
間
が
活
発
に
意
見
を
交
わ
せ
る

よ
う
な
環
境
が
整
っ
て
い
る
か
ど
う
か
は
、
自
分

た
ち
で
確
か
め
て
い
く
し
か
な
い
。
今
回
の
騒
動

は
、
自
分
の
足
元
を
見
つ
め
直
す
よ
い
き
っ
か
け

に
な
っ
た
と
思
う
。

我
が
身
を
振
り
返
れ
ば

安
中
市
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会
委
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　池
畠
　ち
あ
き
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生涯学習だより
安中市教育委員会

“マナビー”

No.173

第一中学校
この世界を一人で　生きている者はいない　井口　修弥
気付いてあげるのは私　助けを求めるのはあの子
　　　　　　　　　行動を起こすのは私達　米田　彩華
そこの君　山びこしてみろ　その言葉　　　小川　実成
SNS“嫌い”伝える場所じゃなく“好き”を
　　　　　　　　　　伝える場所にしよう　田中　琴華
第二中学校
外見なんて気にするな　頑張る君が　
　　　　　　　　　　　　　　　大好きだ　石井琉之佑
良いところ　見つけて褒めれば　咲く笑顔　森田　真衣
広げよう　コンパスで描く　平和の輪　　　石井　　稟
気づいてあげて　偽の笑顔を　本物に　　　齋藤　琴花
広げよう　素敵な笑顔　つなげよう
　　　　　　　　　　　　　　感謝の言葉　秋山　涼風

松井田東中学校
勇気だせ　その一言で　いじめ０　　　　小板橋　純
気づこうよ　その一言が　言葉の刃　　　岡田　愛花

「大丈夫？」みんなで気づこう　小さなヘルプ
大丈夫？　声をかければ　明るい未来　　境谷　　遥
松井田南中学校
その笑顔　皆で守る　宝物　　　　　　　清水　駿斗
通じ合う　心の声を　聞きながら　　　　城田　悠希
思いやり　言葉一つで　すくわれる　　　榎坂菜々華
松井田北中学校
笑顔ある　平和な社会と　明るい未来　　石井　綾香
君のため　自分のためにも　正しい行動　上原　駿希
考えよう　相手の気持ちと　その先を　　佐藤　拓望
壊そう差別の壁　創ろう平等な社会　　　土屋　遥斗
負の心　誰かに話せば　放せる気持ち　　吉田　仁子

令和2年度人権作品集「おもいやり」標語　中学3年生

家庭教育カウンセリング講座

安
中
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

リ
レ
ー
・
エ
ッ
セ
イ

男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会

【
ひ
と
こ
と
ア
ド
バ
イ
ス
】

☆
「
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
会
社
か
ら
利
用
し
た
覚
え
の
な
い
請
求
が

あ
っ
た
」
と
い
う
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
第
三
者
に
よ
る
不

正
利
用
の
お
そ
れ
も
あ
り
ま
す
。

☆
利
用
明
細
は
必
ず
毎
月
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を

利
用
し
た
際
の
伝
票
や
注
文
確
認
メ
ー
ル
な
ど
は
保
管
し
て
お
き
、

日
付
や
金
額
な
ど
を
利
用
明
細
と
突
き
合
わ
せ
て
確
認
し
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
利
用
明
細
に
は
、
店
舗
名
と
は
異
な
る
記
載
が
さ
れ
て

い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

☆
自
分
に
覚
え
が
な
く
て
も
家
族
が
カ
ー
ド
を
利
用
し
て
い
る
可
能
性

も
あ
る
の
で
、
家
族
に
も
確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

☆
不
正
利
用
が
疑
わ
れ
る
場
合
は
、
早
急
に
カ
ー
ド
会
社
に
連
絡
し
ま

し
ょ
う
。

☆
カ
ー
ド
は
必
ず
署
名
し
、
暗
証
番
号
は
誰
に
も
推
測
さ
れ
な
い
も
の

に
し
ま
し
ょ
う
。

☆
怪
し
い
サ
イ
ト
で
は
、
安
易
に
カ
ー
ド
決
済
し
な
い
よ
う
に
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

資
料
提
供
：
独
立
行
政
法
人
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー

【
問
合
せ
】

　
わ
か
ら
な
い
こ
と
や
困
っ
た
こ
と
、
少
し
で
も
不
審
に
感
じ
る
こ
と

が
あ
っ
た
ら
、
早
め
に
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
日
時
▼
月
〜
金
曜
日（
祝
日
を
除
く
）午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

　
　
　
　
　（
☎
３
８
２

－

２
２
２
８
）

【
事
例
】

　
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
会
社
か
ら
代
金
の
引
き
落

と
し
が
で
き
な
い
と
、
確
認
の
電
話
が
来
た
。
慌

て
て
利
用
明
細
を
見
る
と
、
先
月
３
回
に
わ
た
っ

て
、
計
50
万
円
以
上
の
心
当
た
り
の
な
い
請
求
が

あ
っ
た
。
カ
ー
ド
会
社
に
問
い
合
わ
せ
、
教
え
て

も
ら
っ
た
請
求
元
に
連
絡
を
す
る
と
、
私
名
義
で

の
購
入
の
履
歴
は
な
い
と
回
答
が
あ
っ
た
。

不
正
利
用
か
も
！？
　利
用
明
細
は
必
ず
確
認

問合せ▶　地域創造課市民協働係（☎内線1027）本

第122回

○新型コロナウイルス感染症の影響により、中止または変更とな
る可能性があります。
○筆記用具とファイルなどをご用意ください。
募集人数▶12名（申込先着順）　　　　
参加料▶無料
募集期間▶5月6日（木）～5月21日（金）
主催▶安中市教育委員会
申込み・問合せ▶　生涯学習課社会教育係まで電話またはFAX
でお名前と電話番号をお知らせください。

（☎内線2242　FAX386-6191）

市教育委員会では、カウンセリングの技法や理論とともに、より良い人間関係を築くための心を学び、家庭教育
にいかしてもらうために、家庭教育カウンセリング講座を次のとおり開講します。

松

講義①家庭教育と
カウンセリング
講義②
子どもの理解
講義③
子どもの問題行動
講義④
子どもと家族の関係
講義⑤カウンセリン
グの基礎技術
実習①ロールプレイ
実習②ロールプレイ

～家庭教育にカウンセリングマインドをいかそう～
元 安中総合学園高等学校長　　田中　茂先生
～子どもの発達と心理～
安中市カウンセリング研究会　森田　房枝先生
～問題行動について～
武蔵野大学　教授　　　　　　大崎　広行先生
～相談にみる家族関係～
元 市立東横野小学校長　  　　鬼形　榮一先生
～カウンセリングの進め方と技術～
安中市カウンセリング研究会　高橋　洋子先生
～カウンセリングの実践的練習～
小グループに分かれての実習

6月3日（木）

6月10日（木）

6月17日（木）

6月24日（木）

7月1日（木）

7月8日（木）
7月9日（金）

会場講義・実習 講座内容・講師 実施日時

安
中
市
文
化
セ
ン
タ
ー
　
2
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視
聴
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ほ
か

受
付
：
午
前
9
時
45
分
〜

講
義
・
実
習
：
午
前
10
時
〜
正
午

　
少
し
前
に
、
大
き
な

組
織
の
会
長
が
、
女
性

は
話
が
長
い
と
い
う
発

言
を
し
て
辞
任
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。
話
が
長

い
の
は
人
そ
れ
ぞ
れ
で

あ
っ
て
、
女
性
だ
か
ら
長
い
、
男
性
だ
か
ら
長
い

と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
加
え
て
発
言
の
中
に
、

女
性
が
発
言
を
控
え
る
こ
と
が
「
わ
き
ま
え
る
」

こ
と
で
あ
る
と
い
う
趣
旨
の
も
の
が
含
ま
れ
て
い

た
。
出
席
者
が
自
由
に
発
言
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
な
ら
、
会
議
を
開
く
意
味
が
な
い
と
思
う
の
だ

が
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
が
あ
っ
た
お
か
げ
で

「
男
女
平
等
」
「
男
女
共
同
参
画
」
と
い
う
こ
と

が
、
多
く
の
人
に
意
識
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

国
の
総
理
大
臣
を
務
め
た
人
で
も
、
女
性
を
蔑
視

す
る
発
言
を
す
れ
ば
、
公
の
職
を
辞
さ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
の
は
よ

か
っ
た
と
思
う
。

　
と
こ
ろ
で
今
回
は
会
議
が
公
開
さ
れ
て
い
た
た

め
に
外
部
か
ら
批
判
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。

し
か
し
、
会
議
の
参
加
者
か
ら
そ
の
場
で
指
摘
を

受
け
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
い
う
。
そ
も
そ
も
誰

も
発
言
の
内
容
が
お
か
し
い
と
は
思
わ
な
か
っ
た

の
か
も
し
れ
な
い
。
発
言
の
舞
台
と
な
っ
た
日
本

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
評
議
会
は
、
評
議
員
63
名

の
う
ち
女
性
は
1
人
だ
け
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
組
織
に
限
ら
ず
、
日
本
で
は
大
事
な
方
針
を

決
定
す
る
場
、
例
え
ば
国
会
議
員
な
ど
に
占
め
る

女
性
の
割
合
は
ま
だ
少
な
い
。
こ
れ
で
は
、
男
女

双
方
の
意
見
が
社
会
に
平
等
に
反
映
し
て
い
る
と

は
言
え
な
い
。

　
別
の
角
度
か
ら
み
れ
ば
、
も
と
も
と
こ
の
会
議

の
中
で
は
こ
の
場
面
に
限
ら
ず
、
思
っ
た
こ
と
を

率
直
に
言
え
る
空
気
が
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な

い
。
普
段
か
ら
風
通
し
の
悪
い
集
ま
り
の
中
で

は
、
た
と
え
正
論
で
あ
っ
て
も
言
え
ば
必
ず
波
風

を
立
て
る
こ
と
に
な
る
発
言
を
す
る
の
は
と
て
も

勇
気
が
い
る
。

　
話
は
変
わ
る
が
、
群
馬
県
の
自
治
会
の
会
長
に

占
め
る
女
性
の
割
合
は
、
2
0
2
0
年
の
内
閣
府

の
調
査
に
よ
れ
ば
０
・
8
％
で
あ
る
。
こ
れ
は
全

国
で
最
下
位
だ
。
群
馬
県
の
自
治
会
で
は
「
わ
き

ま
え
る
女
性
」
が
歓
迎
さ
れ
て
き
た
結
果
か
も
し

れ
な
い
。
地
域
の
小
さ
な
組
織
の
運
営
方
法
に
口

を
挟
む
よ
う
な
メ
デ
ィ
ア
は
な
い
し
、
外
国
が
異

議
を
唱
え
る
こ
と
も
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
に
大
変
難

し
い
こ
と
で
は
あ
る
が
、
自
分
の
暮
ら
す
地
域
に

お
い
て
多
様
な
人
間
が
活
発
に
意
見
を
交
わ
せ
る

よ
う
な
環
境
が
整
っ
て
い
る
か
ど
う
か
は
、
自
分

た
ち
で
確
か
め
て
い
く
し
か
な
い
。
今
回
の
騒
動

は
、
自
分
の
足
元
を
見
つ
め
直
す
よ
い
き
っ
か
け

に
な
っ
た
と
思
う
。

我
が
身
を
振
り
返
れ
ば

安
中
市
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会
委
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　池
畠
　ち
あ
き
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軽
自
動
車
税（
種
別
割
）・
自

動
車
税（
種
別
割
）の
納
期
限

は
5
月
31
日
で
す

　
軽
自
動
車
税（
種
別
割
）と
自
動
車
税（
種

別
割
）は
、
毎
年
4
月
1
日
現
在（
注
）で
登

録
さ
れ
て
い
る
車
両
の
所
有
者
に
課
税
さ
れ

ま
す
。
5
月
中
旬
ま
で
に
送
付
さ
れ
る
納
税

通
知
書
に
よ
り
、
納
期
限
内
に
納
め
て
く
だ

さ
い
。

納
期
限
▼
5
月
31
日（
月
）

納
税
場
所
▼
軽
自
動
車
税（
種
別
割
）・
自
動

車
税（
種
別
割
）そ
れ
ぞ
れ
の
納
税
通
知
書
の

裏
面
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
▼
口
座
振
替
納
税
を
ご
利
用
の
場

合
、
5
月
31
日
が
振
替
日
と
な
り
ま
す
の

で
、
預
金
残
高
を
必
ず
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

こ
れ
か
ら
申
込
む
場
合
は
、
令
和
4
年
度
の

納
税
か
ら
の
ご
利
用
と
な
り
ま
す
。

軽
自
動
車
税（
種
別
割
）を
口
座
振
替
で
納
め

る
人
へ

口
座
振
替
で
納
税
し
た
人
に
は
、
6
月
中
旬

に
納
税
証
明
書（
車
検
用
）を
郵
送
し
ま
す
。

6
月
上
旬
に
納
税
証
明
書（
車
検
用
）を
申
請

す
る
人
は
、
納
税
の
確
認
が
必
要
と
な
る
た

め
、
申
請
の
際
に
軽
自
動
車
税（
種
別
割
）の

引
き
落
し
額
を
記
帳
し
た
「
通
帳
」
を
お
持

ち
く
だ
さ
い
。
確
認
が
取
れ
な
い
場
合
は
、

金
融
機
関
に
照
会
し
て
か
ら
の
発
行
に
な
り

ま
す
。
時
間
が
か
か
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

軽
自
動
車
税（
種
別
割
）を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

ア
プ
リ
で
納
め
る
人
へ

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
を
利
用
し
て
納

税
し
た
人
に
は
、
5
月
31
日（
月
）納
期
限
分

に
限
り
、
納
期
内
納
付
し
た
場
合
に
の
み
6

月
中
旬
に
納
税
証
明
書（
車
検
用
）を
郵
送
し

ま
す
。

　
6
月
上
旬
に
納
税
証
明
書（
車
検
用
）が
必

要
な
場
合
は
、
5
月
に
送
付
さ
れ
る
納
税
証

明
書（
車
検
用
）付
き
の
納
税
通
知
書
で
現
金

で
納
め
て
く
だ
さ
い
。

※
6
月
中
旬
発
送
の
納
税
証
明
書（
車
検
用
）

は
、
車
検
の
必
要
の
な
い
車
両
に
つ
い
て
は

郵
送
し
て
い
ま
せ
ん
。

※
初
年
度
検
査
年
月
が
平
成
20
年
3
月
以
前

の
車
両
は
重
課
と
な
り
税
額
が
上
が
っ
て
い

ま
す
。
税
額
が
上
が
っ
て
い
る
人
は
車
検
証

の
「
初
年
度
検
査
年
月
」
の
欄
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

問
合
せ
▼

○
軽
自
動
車
税（
種
別
割
）に
つ
い
て

□本 

税
務
課
諸
税
証
明
係

（
☎
内
線
1
0
6
3
）

□松 

住
民
福
祉
課
税
務
保
険
係

（
☎
内
線
2
1
2
2
）

○
自
動
車
税（
種
別
割
）に
つ
い
て

群
馬
県
自
動
車
税
事
務
所

（
☎
0
2
7

－

2
6
3

－

4
3
4
3
）

高
崎
行
政
県
税
事
務
所

（
☎
0
2
7

－

3
2
2

－

6
2
9
7
）

（
注
）4
月
1
日
現
在
と
は
、
軽
自
動
車
税

（
種
別
割
）は
1
日
の
午
後
5
時
15
分
を
、
自

動
車
税（
種
別
割
）は
1
日
の
午
前
0
時
を
指

し
ま
す
。

安
中
市
災
害
対
応
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク（
令
和
3
年
度
改
訂

版
）の
配
布
に
つ
い
て

　
市
で
は
、
防
災
意
識
の
向
上
や
防
災
知
識

の
普
及
啓
発
を
図
る
た
め
、
碓
氷
川
に
係
る

想
定
最
大
規
模
の
洪
水
浸
水
想
定
区
域
、
新

し
い
土
砂
災
害
警
戒
区
域
や
浅
間
山
火
山
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
な
ど
を
掲
載
し
た
「
安
中
市

災
害
対
応
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
を
作
成
し
ま
し

た
。
各
世
帯
に
一
冊
配
布
し
ま
す
の
で
、
災

害
に
備
え
て
日
頃
か
ら
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

※
6
月
末
ま
で
の
配
布
完
了
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

問
合
せ
▼

□本 

危
機
管
理
課
危
機
管
理
係

（
☎
内
線
1
1
3
5
）
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問合せ▶安中市学習の森 ふるさと学習館
　　　　安中市上間仁田951　Tel. 382－7622　mail : furusato@city.annaka.lg.jp

日本人住民 外国人住民人口と世帯
安 中 地 域
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合　計

女 
278
69

347

男 
253
47

300

女    
21,957
6,330

28,287

男    
21,420
6,075

27,495
合　計 56,429人  世帯数 24,733（令和3年3月末日現在）

第
1
回
　学
習
の
森
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
！

等高線

学
習
の
森
20
周
年
の
節
目
に
あ
た
り
、
改
め

て
施
設
の
紹
介
を
し
ま
す
。

　
学
習
の
森
は
上
間
仁
田
地
区
の
富
岡
市

境
、
群
馬
百
名
山
の
崇
台
山
に
続
く
丘
陵
に

あ
り
ま
す
。
地
形
を
活
か
し
、
斜
面
に
沿
っ

て
博
物
館
「
ふ
る
さ
と
学
習
館
」
が
建
っ
て

い
ま
す
。
親
水
公
園
に
は
小
川
や
遊
具
、
ベ

ン
チ
が
あ
り
、
ピ
ク
ニ
ッ
ク
な
ど
に
人
気
で

す
。
生
涯
学
習
施
設
エ
リ
ア
に
は
バ
ン
ガ

ロ
ー
・
テ
ン
ト
サ
イ
ト
・
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

棟
・
創
作
工
房
が
点
在
し
、
榛
名
山
・
浅
間

山
・
妙
義
山
が
一
望
で
き
、
四
季
折
々
の
景

観
を
楽
し
め
ま
す
。

　
近
年
は
崇
台
山
を
訪
れ
る
人
の
利
用
も
増

え
て
い
ま
す
。
崇
台
山
は
1
時
間
ほ
ど
で
往

復
で
き
、
足
腰
が
鍛
え
ら
れ
て
免
疫
力
ア
ッ

プ
に
も
理
想
的
で
す
。
合
わ
せ
て
、
学
習
の

森
の
立
地
を
活
か
し
た
ワ
ー
ク
ア
ウ
ト
も
お

す
す
め
で
す
。

　
次
回
、
「
ふ
る
さ
と
学
習
館
」
の
紹
介
に

続
き
ま
す
。

　
学
習
の
森
の
外
周
は
約
1
㎞
で
、
親
水

公
園
や
階
段
を
加
え
る
と
1
・
5
㎞
程
の

ア
ッ
プ
＆
ダ
ウ
ン
の
コ
ー
ス
を
散
策
で
き

ま
す
。
適
度
な
負
担
が
心
肺
機
能
を
ア
ッ

プ
す
る
の
に
理
想
的
で
す
。
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
に
慣
れ
た
ら
軽
く
ジ
ョ
ギ
ン
グ
す
る
の

も
い
い
で
す
ね
。
ふ
る
さ
と
学
習
館
に
は

ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
日
本
代
表
の
職
員
も
い

ま
す
の
で
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
方
法
を
お
た

ず
ね
く
だ
さ
い
。

　
学
習
の
森
を
い
ろ
い
ろ
な
楽
し
み
方
で

ご
利
用
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
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だ
よ
り

学
習
の
森

№179

　
市
役
所
□本
、
□松
、
各
地
区
の
公

民
館
・
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
に
、
皆

さ
ん
の
声
を
お
聞
き
す
る
た
め
、

「
市
民
の
声
」
を
投
稿
で
き
る
ポ
ス

ト
を
配
置
し
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
が
日

ご
ろ
感
じ
て
い

る
こ
と
や
ご
意

見
な
ど
を
ぜ
ひ

お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
。

皆
さ
ん
の
声
を

　
　
　お
待
ち
し
て
い
ま
す

安中市役所　☎027－382－1111
※表紙のイメージです。



軽
自
動
車
税（
種
別
割
）・
自

動
車
税（
種
別
割
）の
納
期
限

は
5
月
31
日
で
す

　
軽
自
動
車
税（
種
別
割
）と
自
動
車
税（
種

別
割
）は
、
毎
年
4
月
1
日
現
在（
注
）で
登

録
さ
れ
て
い
る
車
両
の
所
有
者
に
課
税
さ
れ

ま
す
。
5
月
中
旬
ま
で
に
送
付
さ
れ
る
納
税

通
知
書
に
よ
り
、
納
期
限
内
に
納
め
て
く
だ

さ
い
。

納
期
限
▼
5
月
31
日（
月
）

納
税
場
所
▼
軽
自
動
車
税（
種
別
割
）・
自
動

車
税（
種
別
割
）そ
れ
ぞ
れ
の
納
税
通
知
書
の

裏
面
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
▼
口
座
振
替
納
税
を
ご
利
用
の
場

合
、
5
月
31
日
が
振
替
日
と
な
り
ま
す
の

で
、
預
金
残
高
を
必
ず
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

こ
れ
か
ら
申
込
む
場
合
は
、
令
和
4
年
度
の

納
税
か
ら
の
ご
利
用
と
な
り
ま
す
。

軽
自
動
車
税（
種
別
割
）を
口
座
振
替
で
納
め

る
人
へ

口
座
振
替
で
納
税
し
た
人
に
は
、
6
月
中
旬

に
納
税
証
明
書（
車
検
用
）を
郵
送
し
ま
す
。

6
月
上
旬
に
納
税
証
明
書（
車
検
用
）を
申
請

す
る
人
は
、
納
税
の
確
認
が
必
要
と
な
る
た

め
、
申
請
の
際
に
軽
自
動
車
税（
種
別
割
）の

引
き
落
し
額
を
記
帳
し
た
「
通
帳
」
を
お
持

ち
く
だ
さ
い
。
確
認
が
取
れ
な
い
場
合
は
、

金
融
機
関
に
照
会
し
て
か
ら
の
発
行
に
な
り

ま
す
。
時
間
が
か
か
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

軽
自
動
車
税（
種
別
割
）を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

ア
プ
リ
で
納
め
る
人
へ

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
を
利
用
し
て
納

税
し
た
人
に
は
、
5
月
31
日（
月
）納
期
限
分

に
限
り
、
納
期
内
納
付
し
た
場
合
に
の
み
6

月
中
旬
に
納
税
証
明
書（
車
検
用
）を
郵
送
し

ま
す
。

　
6
月
上
旬
に
納
税
証
明
書（
車
検
用
）が
必

要
な
場
合
は
、
5
月
に
送
付
さ
れ
る
納
税
証

明
書（
車
検
用
）付
き
の
納
税
通
知
書
で
現
金

で
納
め
て
く
だ
さ
い
。

※
6
月
中
旬
発
送
の
納
税
証
明
書（
車
検
用
）

は
、
車
検
の
必
要
の
な
い
車
両
に
つ
い
て
は

郵
送
し
て
い
ま
せ
ん
。

※
初
年
度
検
査
年
月
が
平
成
20
年
3
月
以
前

の
車
両
は
重
課
と
な
り
税
額
が
上
が
っ
て
い

ま
す
。
税
額
が
上
が
っ
て
い
る
人
は
車
検
証

の
「
初
年
度
検
査
年
月
」
の
欄
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

問
合
せ
▼

○
軽
自
動
車
税（
種
別
割
）に
つ
い
て

□本 

税
務
課
諸
税
証
明
係

（
☎
内
線
1
0
6
3
）

□松 
住
民
福
祉
課
税
務
保
険
係

（
☎
内
線
2
1
2
2
）

○
自
動
車
税（
種
別
割
）に
つ
い
て

群
馬
県
自
動
車
税
事
務
所

（
☎
0
2
7

－

2
6
3

－

4
3
4
3
）

高
崎
行
政
県
税
事
務
所

（
☎
0
2
7

－

3
2
2

－

6
2
9
7
）

（
注
）4
月
1
日
現
在
と
は
、
軽
自
動
車
税

（
種
別
割
）は
1
日
の
午
後
5
時
15
分
を
、
自

動
車
税（
種
別
割
）は
1
日
の
午
前
0
時
を
指

し
ま
す
。

安
中
市
災
害
対
応
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク（
令
和
3
年
度
改
訂

版
）の
配
布
に
つ
い
て

　
市
で
は
、
防
災
意
識
の
向
上
や
防
災
知
識

の
普
及
啓
発
を
図
る
た
め
、
碓
氷
川
に
係
る

想
定
最
大
規
模
の
洪
水
浸
水
想
定
区
域
、
新

し
い
土
砂
災
害
警
戒
区
域
や
浅
間
山
火
山
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
な
ど
を
掲
載
し
た
「
安
中
市

災
害
対
応
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
を
作
成
し
ま
し

た
。
各
世
帯
に
一
冊
配
布
し
ま
す
の
で
、
災

害
に
備
え
て
日
頃
か
ら
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

※
6
月
末
ま
で
の
配
布
完
了
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

問
合
せ
▼

□本 

危
機
管
理
課
危
機
管
理
係

（
☎
内
線
1
1
3
5
）
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合　計

女 
278
69

347

男 
253
47

300

女    
21,957
6,330

28,287

男    
21,420
6,075

27,495
合　計 56,429人  世帯数 24,733（令和3年3月末日現在）

第
1
回
　学
習
の
森
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
！

等高線

学
習
の
森
20
周
年
の
節
目
に
あ
た
り
、
改
め

て
施
設
の
紹
介
を
し
ま
す
。

　
学
習
の
森
は
上
間
仁
田
地
区
の
富
岡
市

境
、
群
馬
百
名
山
の
崇
台
山
に
続
く
丘
陵
に

あ
り
ま
す
。
地
形
を
活
か
し
、
斜
面
に
沿
っ

て
博
物
館
「
ふ
る
さ
と
学
習
館
」
が
建
っ
て

い
ま
す
。
親
水
公
園
に
は
小
川
や
遊
具
、
ベ

ン
チ
が
あ
り
、
ピ
ク
ニ
ッ
ク
な
ど
に
人
気
で

す
。
生
涯
学
習
施
設
エ
リ
ア
に
は
バ
ン
ガ

ロ
ー
・
テ
ン
ト
サ
イ
ト
・
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

棟
・
創
作
工
房
が
点
在
し
、
榛
名
山
・
浅
間

山
・
妙
義
山
が
一
望
で
き
、
四
季
折
々
の
景

観
を
楽
し
め
ま
す
。

　
近
年
は
崇
台
山
を
訪
れ
る
人
の
利
用
も
増

え
て
い
ま
す
。
崇
台
山
は
1
時
間
ほ
ど
で
往

復
で
き
、
足
腰
が
鍛
え
ら
れ
て
免
疫
力
ア
ッ

プ
に
も
理
想
的
で
す
。
合
わ
せ
て
、
学
習
の

森
の
立
地
を
活
か
し
た
ワ
ー
ク
ア
ウ
ト
も
お

す
す
め
で
す
。

　
次
回
、
「
ふ
る
さ
と
学
習
館
」
の
紹
介
に

続
き
ま
す
。

　
学
習
の
森
の
外
周
は
約
1
㎞
で
、
親
水

公
園
や
階
段
を
加
え
る
と
1
・
5
㎞
程
の

ア
ッ
プ
＆
ダ
ウ
ン
の
コ
ー
ス
を
散
策
で
き

ま
す
。
適
度
な
負
担
が
心
肺
機
能
を
ア
ッ

プ
す
る
の
に
理
想
的
で
す
。
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
に
慣
れ
た
ら
軽
く
ジ
ョ
ギ
ン
グ
す
る
の

も
い
い
で
す
ね
。
ふ
る
さ
と
学
習
館
に
は

ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
日
本
代
表
の
職
員
も
い

ま
す
の
で
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
方
法
を
お
た

ず
ね
く
だ
さ
い
。

　
学
習
の
森
を
い
ろ
い
ろ
な
楽
し
み
方
で

ご
利
用
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
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だ
よ
り

学
習
の
森

№179

　
市
役
所
□本
、
□松
、
各
地
区
の
公

民
館
・
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
に
、
皆

さ
ん
の
声
を
お
聞
き
す
る
た
め
、

「
市
民
の
声
」
を
投
稿
で
き
る
ポ
ス

ト
を
配
置
し
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
が
日

ご
ろ
感
じ
て
い

る
こ
と
や
ご
意

見
な
ど
を
ぜ
ひ

お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
。

皆
さ
ん
の
声
を

　
　
　お
待
ち
し
て
い
ま
す

安中市役所　☎027－382－1111
※表紙のイメージです。



　群馬県安中土
木事務所が建設
を進めていた西
毛広域幹線道路
の安中工区（安
中市安中から安中市下秋間まで）延長約1.9kmが、3月25日
に開通しました。　
　西毛広域幹線道路は、前橋市、高崎市、安中市および富
岡市を結ぶ、全長27.8kmの幹線道路で、今回の開通は、そ
の一部区間となります。全線開通は令和11年度を予定して
います。
　西毛広域幹線道路の全線開通により、災害時にも機能す
る強じんな道路ネットワークが構築され、西毛地域におけ
る県民の安全な暮らしや企業
の経済活動の継続性が確保さ
れるとともに、周辺地域の渋
滞緩和や観光地への周遊性の
向上による観光振興も見込ま
れ、西毛地域のさらなる発展
に大きな役割を果たす道路に
なります。
問合せ▼
群馬県安中土木事務所西毛広幹道建設係（☎382－1350）

受
章
・
受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
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叙
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叙
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西毛広域幹線道路の安中工区が開通しました

瑞宝単光章
（警察功労）

中野  茂治 さん
（板鼻）

瑞宝単光章
（防衛功労）

高橋  恒男 さん
（原市）

瑞宝単光章
（教育・保育功労）
吉田  京子 さん

（磯部）

瑞宝単光章
（統計調査功労）
萩原  敬子 さん

（原市）

瑞宝単光章
（警察功労）
曽山  保 さん

（松井田町二軒在家）

瑞宝双光章
（防衛功労）

三ツ木  文夫 さん
（安中）

瑞宝双光章
（教育功労）

桑原  幸正 さん
（松井田町小日向）

旭日単光章
（農業振興功労）
中島  武司 さん

（高別当）

瑞宝双光章
（地方自治功労）
中島  彌 さん

（上後閑）

保健
須藤  英仁 さん

（安中）

税務
竹内  佳重 さん

（磯部）

商工
武井  宏 さん

（原市）

林業
上原  又樹 さん
（松井田町土塩）

市
内
タ
ク
シ
ー
事
業
者
の
感

染
症
対
策
に
つ
い
て

　
市
内
タ
ク
シ
ー
事

業
者
で
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
防
止
の
た
め
の
対

策
を
行
っ
て
い
ま

す
。
タ
ク
シ
ー
の
運

行
に
際
し
て
は
、
利

用
者
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
ご
乗
車
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
事
業
者
一
同
、
対
策
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
感
染
症
拡
大

防
止
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
▼

（
一
社
）群
馬
県
タ
ク
シ
ー
協
会
　
安
中
地
区

協
議
会
加
入
事
業
者
：

安
中
タ
ク
シ
ー
㈱
☎
３
８
１

－

０
４
７
０
、

榛
名
観
光
タ
ク
シ
ー
㈲
☎
３
８
１

－

１
２
７

７
、
ツ
バ
メ
タ
ク
シ
ー
㈲
☎
３
９
３

－

１
１

８
１
、
高
崎
駅
構
内
自
動
車
㈱
磯
部
営
業
所

☎
３
８
５

－

６
８
５
０
、
上
信
ハ
イ
ヤ
ー
㈱

安
中
営
業
所
☎
３
８
2

－

2
3
2
3

身
体
障
害
者
等
に
対
す
る
軽

自
動
車
税（
種
別
割
）の
減
免

に
つ
い
て

　
身
体
あ
る
い
は
精
神
に
障
害
が
あ
る
人

で
、
一
定
の
要
件
を
満
た
す
場
合
に
は
、
申

請
に
よ
り
軽
自
動
車
税（
種
別
割
）が
減
免
さ

れ
ま
す
。

減
免
適
用
要
件
▼

減
免
の
要
件
を
満
た
す
身
体
障
害
者
手
帳
な

ど
※
を
4
月
1
日
時
点
で
お
持
ち
の
人
で
、

次
の
①
・
②
・
③
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
す

人
が
対
象
で
す
。

①
対
象
車
両
は
次
の
い
ず
れ
か
で
あ
る
こ
と

・
身
体
障
害
者
手
帳
等
を
お
持
ち
の
人
本
人

が
所
有
す
る
軽
自
動
車
等

・
身
体
障
害
者
手
帳
等
を
お
持
ち
の
人
と
生

計
を
同
じ
く
す
る
人
が
所
有
す
る
軽
自
動
車

等②
運
転
者
は
次
の
い
ず
れ
か
の
人
で
あ
る
こ

と

・
身
体
障
害
者
手
帳
等
を
お
持
ち
の
人
本
人

・
身
体
障
害
者
手
帳
等
を
お
持
ち
の
人
と
生

計
を
同
じ
く
す
る
人

・
身
体
障
害
者
手
帳
等
を
お
持
ち
の
人
の
み

で
構
成
さ
れ
る
世
帯
を
常
時
介
護
し
て
い
る

人③
自
動
車
税（
種
別
割
）（
普
通
自
動
車
等
）の

減
免
を
受
け
て
い
な
い
人

※
減
免
の
要
件
を
満
た
す
身
体
障
害
者
手
帳

等
と
は
、
身
体
障
害
者
手
帳（
お
問
合
せ
く

だ
さ
い
）、
戦
傷
病
者
手
帳（
お
問
合
せ
く
だ

さ
い
）、
療
育
手
帳（
「
A
」
判
定
）ま
た
は

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳（
「
1
級
」
判

定
か
つ
「
自
立
支
援
医
療
受
給
者
証
」
）を

い
い
ま
す
。

申
請
期
限
▼
5
月
31
日（
月
）

手
続
時
に
必
要
な
も
の
▼

○
減
免
申
請
書（
お
持
ち
の
人
）

○
身
体
障
害
者
手
帳
等（
精
神
障
害
の
人
は

自
立
支
援
医
療
受
給
者
証
も
必
要
と
な
り
ま

す
）

○
運
転
す
る
人
の
運
転
免
許
証

○
対
象
車
両
の
車
検
証

○
納
税
通
知
書

○
は
ん
こ

○
申
請
者
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
通
知
カ
ー
ド
と

本
人
確
認
が
で
き
る
身
分
証
明
書
も
し
く
は

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

申
請
場
所
お
よ
び
問
合
せ
先
▼

□本 

税
務
課
諸
税
証
明
係

（
☎
内
線
1
0
6
3
）

□松 
住
民
福
祉
課
税
務
保
険
係

（
☎
内
線
2
1
2
2
）

国
民
年
金
基
金
の
お
知
ら
せ

　
国
民
年
金
基
金
は
、
国
民
年
金
に
上
乗
せ

し
て
加
入
し
、
税
金
優
遇
を
受
け
な
が
ら
掛

金
を
積
立
て
、
老
後
に
よ
り
充
実
し
た
年
金

を
受
取
る
こ
と
が
で
き
る
公
的
な
年
金
で

す
。

特
徴

・
掛
金
が
全
額
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と

な
り
、
受
取
る
年
金
も
公
的
年
金
等
控
除
の

対
象
と
な
り
ま
す
。

・
受
取
る
年
金
は
、
終
身
が
基
本
で
一
生
変

動
し
ま
せ
ん
。

・
万
一
の
時
は
、
遺
族
に
一
時
金
が
支
払
わ

れ
ま
す（
遺
族
保
証
の
な
い
プ
ラ
ン
も
選
べ

ま
す
）。

・
掛
金
は
、
加
入
時
の
年
齢
で
一
定
で
す
。

途
中
で
口
数
の
増
減
も
可
能
で
す
。

加
入
条
件

・
国
民
年
金
の
第
1
号
被
保
険
者（
定
額
納

付
者
に
限
る
）

・
国
民
年
金
の
任
意
加
入
者（
60
歳
〜
65
歳

未
満
の
人
や
海
外
在
住
者
）

※
付
加
保
険
と
の
同
時
加
入
は
で
き
ま
せ

ん
。

問
合
せ
▼

全
国
国
民
年
金
基
金
　
群
馬
支
部

（
☎
0
1
2
0

－

6
5

－

4
1
9
2
）
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　市民課
休日窓口開設日

5 月 2 日・16 日　6 月 6 日
午前８時30 分～正午

業務内容
○住民票の写しの交付
○戸籍謄本・抄本の発行
○印鑑証明書の発行
○その他市民課取扱各種証明書の
　発行

本

2021年5月1日号

※安中市タクシー事業者支
援助成金を活用し対策を
行っております（客席と乗
務員席の間に仕切りを設置
し、飛沫の飛散防止に取り
組む）。

安中市役所　☎027－382－1111



　群馬県安中土
木事務所が建設
を進めていた西
毛広域幹線道路
の安中工区（安
中市安中から安中市下秋間まで）延長約1.9kmが、3月25日
に開通しました。　
　西毛広域幹線道路は、前橋市、高崎市、安中市および富
岡市を結ぶ、全長27.8kmの幹線道路で、今回の開通は、そ
の一部区間となります。全線開通は令和11年度を予定して
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　西毛広域幹線道路の全線開通により、災害時にも機能す
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向上による観光振興も見込ま
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群馬県安中土木事務所西毛広幹道建設係（☎382－1350）
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お
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と
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ざ
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減
免
さ

れ
ま
す
。

減
免
適
用
要
件
▼

減
免
の
要
件
を
満
た
す
身
体
障
害
者
手
帳
な

ど
※
を
4
月
1
日
時
点
で
お
持
ち
の
人
で
、

次
の
①
・
②
・
③
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
す

人
が
対
象
で
す
。

①
対
象
車
両
は
次
の
い
ず
れ
か
で
あ
る
こ
と

・
身
体
障
害
者
手
帳
等
を
お
持
ち
の
人
本
人

が
所
有
す
る
軽
自
動
車
等

・
身
体
障
害
者
手
帳
等
を
お
持
ち
の
人
と
生

計
を
同
じ
く
す
る
人
が
所
有
す
る
軽
自
動
車

等②
運
転
者
は
次
の
い
ず
れ
か
の
人
で
あ
る
こ

と

・
身
体
障
害
者
手
帳
等
を
お
持
ち
の
人
本
人

・
身
体
障
害
者
手
帳
等
を
お
持
ち
の
人
と
生

計
を
同
じ
く
す
る
人

・
身
体
障
害
者
手
帳
等
を
お
持
ち
の
人
の
み

で
構
成
さ
れ
る
世
帯
を
常
時
介
護
し
て
い
る

人③
自
動
車
税（
種
別
割
）（
普
通
自
動
車
等
）の

減
免
を
受
け
て
い
な
い
人

※
減
免
の
要
件
を
満
た
す
身
体
障
害
者
手
帳

等
と
は
、
身
体
障
害
者
手
帳（
お
問
合
せ
く

だ
さ
い
）、
戦
傷
病
者
手
帳（
お
問
合
せ
く
だ

さ
い
）、
療
育
手
帳（
「
A
」
判
定
）ま
た
は

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳（
「
1
級
」
判

定
か
つ
「
自
立
支
援
医
療
受
給
者
証
」
）を

い
い
ま
す
。

申
請
期
限
▼
5
月
31
日（
月
）

手
続
時
に
必
要
な
も
の
▼

○
減
免
申
請
書（
お
持
ち
の
人
）

○
身
体
障
害
者
手
帳
等（
精
神
障
害
の
人
は

自
立
支
援
医
療
受
給
者
証
も
必
要
と
な
り
ま

す
）

○
運
転
す
る
人
の
運
転
免
許
証

○
対
象
車
両
の
車
検
証

○
納
税
通
知
書

○
は
ん
こ

○
申
請
者
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
通
知
カ
ー
ド
と

本
人
確
認
が
で
き
る
身
分
証
明
書
も
し
く
は

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

申
請
場
所
お
よ
び
問
合
せ
先
▼

□本 

税
務
課
諸
税
証
明
係

（
☎
内
線
1
0
6
3
）

□松 

住
民
福
祉
課
税
務
保
険
係

（
☎
内
線
2
1
2
2
）

国
民
年
金
基
金
の
お
知
ら
せ

　
国
民
年
金
基
金
は
、
国
民
年
金
に
上
乗
せ

し
て
加
入
し
、
税
金
優
遇
を
受
け
な
が
ら
掛

金
を
積
立
て
、
老
後
に
よ
り
充
実
し
た
年
金

を
受
取
る
こ
と
が
で
き
る
公
的
な
年
金
で

す
。

特
徴

・
掛
金
が
全
額
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と

な
り
、
受
取
る
年
金
も
公
的
年
金
等
控
除
の

対
象
と
な
り
ま
す
。

・
受
取
る
年
金
は
、
終
身
が
基
本
で
一
生
変

動
し
ま
せ
ん
。

・
万
一
の
時
は
、
遺
族
に
一
時
金
が
支
払
わ

れ
ま
す（
遺
族
保
証
の
な
い
プ
ラ
ン
も
選
べ

ま
す
）。

・
掛
金
は
、
加
入
時
の
年
齢
で
一
定
で
す
。

途
中
で
口
数
の
増
減
も
可
能
で
す
。

加
入
条
件

・
国
民
年
金
の
第
1
号
被
保
険
者（
定
額
納

付
者
に
限
る
）

・
国
民
年
金
の
任
意
加
入
者（
60
歳
〜
65
歳

未
満
の
人
や
海
外
在
住
者
）

※
付
加
保
険
と
の
同
時
加
入
は
で
き
ま
せ

ん
。

問
合
せ
▼

全
国
国
民
年
金
基
金
　
群
馬
支
部

（
☎
0
1
2
0

－

6
5

－

4
1
9
2
）
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　市民課
休日窓口開設日

5 月 2 日・16 日　6 月 6 日
午前８時30 分～正午

業務内容
○住民票の写しの交付
○戸籍謄本・抄本の発行
○印鑑証明書の発行
○その他市民課取扱各種証明書の
　発行

本

2021年5月1日号

※安中市タクシー事業者支
援助成金を活用し対策を
行っております（客席と乗
務員席の間に仕切りを設置
し、飛沫の飛散防止に取り
組む）。

安中市役所　☎027－382－1111
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与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て

〇
安
中
市
あ
ん
な
か
第
一
学
童
ク
ラ
ブ
公
の

施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

〇
安
中
市
原
市
第
一
学
童
ク
ラ
ブ
公
の
施
設

の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

〇
安
中
市
原
市
第
二
学
童
ク
ラ
ブ
公
の
施
設

の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

〇
安
中
市
ご
う
ば
ら
学
童
ク
ラ
ブ
公
の
施
設

の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

〇
安
中
市
磯
部
学
童
ク
ラ
ブ
公
の
施
設
の
指

定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

〇
安
中
市
障
害
児
者
生
活
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に

つ
い
て

〇
安
中
市
在
宅
重
度
心
身
障
害
者
等
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
ふ
れ
あ
い
の
家
公
の
施
設
の
指

定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

〇
安
中
市
舞
茸
等
生
産
施
設
公
の
施
設
の
指

定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

〇
安
中
市
農
産
物
直
売
所
公
の
施
設
の
指
定

管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

〇
碓
氷
峠
の
森
公
園
公
の
施
設
の
指
定
管
理

者
の
指
定
に
つ
い
て

〇
第
2
期
安
中
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
総
合
戦
略
の
策
定
に
つ
い
て

〇
権
利
の
放
棄
に
つ
い
て

〇
権
利
の
放
棄
に
つ
い
て

〇
権
利
の
放
棄
に
つ
い
て

〇
市
道
路
線
の
廃
止
に
つ
い
て

〇
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

〇
令
和
2
年
度
安
中
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
10
号
）

〇
令
和
2
年
度
安
中
市
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算（
第
2
号
）

〇
令
和
2
年
度
安
中
市
後
期
高
齢
者
医
療
特

別
会
計
補
正
予
算（
第
3
号
）

〇
令
和
2
年
度
安
中
市
介
護
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算（
第
3
号
）

〇
令
和
2
年
度
安
中
市
水
道
事
業
会
計
補
正

予
算（
第
2
号
）

〇
令
和
2
年
度
安
中
市
下
水
道
事
業
会
計
補

正
予
算（
第
2
号
）

〇
令
和
3
年
度
安
中
市
一
般
会
計
予
算

〇
令
和
3
年
度
安
中
市
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
予
算

〇
令
和
3
年
度
安
中
市
後
期
高
齢
者
医
療
特

別
会
計
予
算

〇
令
和
3
年
度
安
中
市
介
護
保
険
特
別
会
計

予
算

〇
令
和
3
年
度
安
中
市
水
道
事
業
会
計
予
算

〇
令
和
3
年
度
安
中
市
下
水
道
事
業
会
計
予

算
〇
令
和
3
年
度
安
中
市
病
院
事
業
会
計
予
算

〇
令
和
3
年
度
安
中
市
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業

会
計
予
算

タ
ク
シ
ー
利
用
券
が
利
用
で

き
る
会
社
が
一
部
変
更
に
な

り
ま
し
た

　安
中
市
が
発
行
す
る
タ
ク
シ
ー
利
用
券
の

利
用
で
き
る
会
社
が
一
部
変
更
に
な
り
ま

す
。　令

和
3
年
4
月
1
日
か
ら
左
記
の
会
社
で

利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
変
更
箇
所
▼
「
ア
ー
ク
タ
ク
シ
ー
」
か
ら

「
上
信
ハ
イ
ヤ
ー（
安
中
営
業
所
）」
に
変
更

に
な
り
ま
し
た（
連
絡
先
は
、
変
更
あ
り
ま

せ
ん
）。

問
合
せ
▼

□本 

高
齢
者
支
援
課
長
寿
支
援
係

（
☎
内
線
1
1
8
1
）

□松 

住
民
福
祉
課
健
康
介
護
係

（
☎
内
線
2
1
5
2
）

「
あ
ん
と
り
っ
ぷ
春
号
」を

　
　
　
　
　発
行
し
ま
し
た

　（
一
社
）安
中
市
観
光
機
構
で
は
、
安
中
市

の
魅
力
を
伝
え
る
観
光
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
冊

子
「
あ
ん
と
り
っ
ぷ
春
号
」
を
発
行
し
て
い

ま
す
。

　今
回
は
「
い
ろ
ん
な
春
、
見
つ
け
よ
う
」

を
テ
ー
マ
に
、
春
の
陽
気
の
中
「
安
中
」
を

満
喫
で
き
る
楽
し
み
方
を
安
中
の
「
顔
」
と

な
る
人
と
と
も
に
ご
紹
介
し
ま
す
。
ぜ
ひ
お

手
に
取
っ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
冊
子
は
、
□本 

、
□松 

に
配
架
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
「
あ
ん
と
り
っ
ぷ
W
E
B
」
で
は
、

デ
ジ
タ
ル
版
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

問
合
せ
▼

（
一
社
）安
中
市
観
光
機
構

（
☎
3
2
9

－

6
2
0
3
）

□松 

観
光
経
済
課
観
光
係

（
☎
内
線
2
6
2
3
）

令
和
3
年
第
1
回（
2
月
）

　
　
　安
中
市
議
会
定
例
会

　2
月
25
日（
木
）か
ら
3
月
17
日（
水
）に
か

け
て
21
日
間
の
日
程
で
令
和
3
年
第
1
回
安

中
市
議
会
定
例
会
が
開
催
さ
れ
、
議
案
を
市

長
が
提
出
し
ま
し
た
。

〇
教
育
長
の
任
命
に
つ
い
て

〇
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

〇
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選
任

に
つ
い
て

〇
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選
任

に
つ
い
て

〇
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選
任

に
つ
い
て

〇
群
馬
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
の
規
約
変

更
に
関
す
る
協
議
に
つ
い
て

〇
群
馬
県
市
町
村
公
平
委
員
会
を
共
同
設
置

す
る
地
方
公
共
団
体
へ
の
加
入
に
つ
い
て

〇
群
馬
県
市
町
村
公
平
委
員
会
の
共
同
設
置

に
伴
う
関
係
条
例
の
整
理
に
関
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

〇
安
中
市
公
共
施
設
等
整
備
基
金
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

〇
安
中
市
農
業
用
た
め
池
の
保
全
に
関
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

〇
安
中
市
事
務
分
掌
条
例
等
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

〇
安
中
市
職
員
定
数
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て

〇
安
中
市
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も
の

の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

〇
安
中
市
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

〇
安
中
市
福
祉
医
療
費
の
支
給
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

〇
安
中
市
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の
設

備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

〇
安
中
市
高
齢
者
生
活
支
援
事
業
費
用
徴
収

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

〇
安
中
市
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て

〇
安
中
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

〇
安
中
市
小
口
資
金
融
資
促
進
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

〇
安
中
市
道
路
占
用
料
徴
収
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

〇
安
中
市
法
定
外
公
共
物
の
管
理
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

〇
安
中
市
都
市
の
低
炭
素
化
の
促
進
に
関
す

る
法
律
関
係
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

〇
安
中
市
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能

の
向
上
に
関
す
る
法
律
関
係
手
数
料
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

〇
安
中
市
市
営
住
宅
等
設
置
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

〇
安
中
市
市
営
住
宅
等
管
理
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

〇
安
中
市
消
防
団
員
の
定
員
、
任
免
及
び
給
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フレイル予防　脳トレ
右と左で違う動きをします。
・胸のほうに来る手がグー。前に出す手が
パー。
・交互に手を入れ替えます。リズムよく繰
り返します。
　　問合せ▶□本 地域包括支援センター
　　　　　　（☎内線1188）

フレイルを
予防しましょう Vol.14
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会
　社
　名

上
信
ハ
イ
ヤ
ー

（
安
中
営
業
所
）

安
中
タ
ク
シ
ー

高
崎
駅
構
内
自
動
車

（
磯
部
営
業
所
）

高
崎
駅
構
内
自
動
車

（
松
井
田
営
業
所
）

ツ
バ
メ
タ
ク
シ
ー
 

榛
名
観
光
タ
ク
シ
ー

（
安
中
）

介
護
タ
ク
シ
ー

ひ
か
り
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与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て

〇
安
中
市
あ
ん
な
か
第
一
学
童
ク
ラ
ブ
公
の

施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

〇
安
中
市
原
市
第
一
学
童
ク
ラ
ブ
公
の
施
設

の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

〇
安
中
市
原
市
第
二
学
童
ク
ラ
ブ
公
の
施
設

の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

〇
安
中
市
ご
う
ば
ら
学
童
ク
ラ
ブ
公
の
施
設

の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

〇
安
中
市
磯
部
学
童
ク
ラ
ブ
公
の
施
設
の
指

定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

〇
安
中
市
障
害
児
者
生
活
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に

つ
い
て

〇
安
中
市
在
宅
重
度
心
身
障
害
者
等
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
ふ
れ
あ
い
の
家
公
の
施
設
の
指

定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

〇
安
中
市
舞
茸
等
生
産
施
設
公
の
施
設
の
指

定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

〇
安
中
市
農
産
物
直
売
所
公
の
施
設
の
指
定

管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

〇
碓
氷
峠
の
森
公
園
公
の
施
設
の
指
定
管
理

者
の
指
定
に
つ
い
て

〇
第
2
期
安
中
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
総
合
戦
略
の
策
定
に
つ
い
て

〇
権
利
の
放
棄
に
つ
い
て

〇
権
利
の
放
棄
に
つ
い
て

〇
権
利
の
放
棄
に
つ
い
て

〇
市
道
路
線
の
廃
止
に
つ
い
て

〇
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

〇
令
和
2
年
度
安
中
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
10
号
）

〇
令
和
2
年
度
安
中
市
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算（
第
2
号
）

〇
令
和
2
年
度
安
中
市
後
期
高
齢
者
医
療
特

別
会
計
補
正
予
算（
第
3
号
）

〇
令
和
2
年
度
安
中
市
介
護
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算（
第
3
号
）

〇
令
和
2
年
度
安
中
市
水
道
事
業
会
計
補
正

予
算（
第
2
号
）

〇
令
和
2
年
度
安
中
市
下
水
道
事
業
会
計
補

正
予
算（
第
2
号
）

〇
令
和
3
年
度
安
中
市
一
般
会
計
予
算

〇
令
和
3
年
度
安
中
市
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
予
算

〇
令
和
3
年
度
安
中
市
後
期
高
齢
者
医
療
特

別
会
計
予
算

〇
令
和
3
年
度
安
中
市
介
護
保
険
特
別
会
計

予
算

〇
令
和
3
年
度
安
中
市
水
道
事
業
会
計
予
算

〇
令
和
3
年
度
安
中
市
下
水
道
事
業
会
計
予

算
〇
令
和
3
年
度
安
中
市
病
院
事
業
会
計
予
算

〇
令
和
3
年
度
安
中
市
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業

会
計
予
算

タ
ク
シ
ー
利
用
券
が
利
用
で

き
る
会
社
が
一
部
変
更
に
な

り
ま
し
た

　安
中
市
が
発
行
す
る
タ
ク
シ
ー
利
用
券
の

利
用
で
き
る
会
社
が
一
部
変
更
に
な
り
ま

す
。　令

和
3
年
4
月
1
日
か
ら
左
記
の
会
社
で

利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
変
更
箇
所
▼
「
ア
ー
ク
タ
ク
シ
ー
」
か
ら

「
上
信
ハ
イ
ヤ
ー（
安
中
営
業
所
）」
に
変
更

に
な
り
ま
し
た（
連
絡
先
は
、
変
更
あ
り
ま

せ
ん
）。

問
合
せ
▼

□本 

高
齢
者
支
援
課
長
寿
支
援
係

（
☎
内
線
1
1
8
1
）

□松 

住
民
福
祉
課
健
康
介
護
係

（
☎
内
線
2
1
5
2
）

「
あ
ん
と
り
っ
ぷ
春
号
」を

　
　
　
　
　発
行
し
ま
し
た

　（
一
社
）安
中
市
観
光
機
構
で
は
、
安
中
市

の
魅
力
を
伝
え
る
観
光
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
冊

子
「
あ
ん
と
り
っ
ぷ
春
号
」
を
発
行
し
て
い

ま
す
。

　今
回
は
「
い
ろ
ん
な
春
、
見
つ
け
よ
う
」

を
テ
ー
マ
に
、
春
の
陽
気
の
中
「
安
中
」
を

満
喫
で
き
る
楽
し
み
方
を
安
中
の
「
顔
」
と

な
る
人
と
と
も
に
ご
紹
介
し
ま
す
。
ぜ
ひ
お

手
に
取
っ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
冊
子
は
、
□本 

、
□松 

に
配
架
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
「
あ
ん
と
り
っ
ぷ
W
E
B
」
で
は
、

デ
ジ
タ
ル
版
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

問
合
せ
▼

（
一
社
）安
中
市
観
光
機
構

（
☎
3
2
9

－

6
2
0
3
）

□松 

観
光
経
済
課
観
光
係

（
☎
内
線
2
6
2
3
）

令
和
3
年
第
1
回（
2
月
）

　
　
　安
中
市
議
会
定
例
会

　2
月
25
日（
木
）か
ら
3
月
17
日（
水
）に
か

け
て
21
日
間
の
日
程
で
令
和
3
年
第
1
回
安

中
市
議
会
定
例
会
が
開
催
さ
れ
、
議
案
を
市

長
が
提
出
し
ま
し
た
。

〇
教
育
長
の
任
命
に
つ
い
て

〇
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

〇
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選
任

に
つ
い
て

〇
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選
任

に
つ
い
て

〇
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選
任

に
つ
い
て

〇
群
馬
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
の
規
約
変

更
に
関
す
る
協
議
に
つ
い
て

〇
群
馬
県
市
町
村
公
平
委
員
会
を
共
同
設
置

す
る
地
方
公
共
団
体
へ
の
加
入
に
つ
い
て

〇
群
馬
県
市
町
村
公
平
委
員
会
の
共
同
設
置

に
伴
う
関
係
条
例
の
整
理
に
関
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

〇
安
中
市
公
共
施
設
等
整
備
基
金
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

〇
安
中
市
農
業
用
た
め
池
の
保
全
に
関
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

〇
安
中
市
事
務
分
掌
条
例
等
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

〇
安
中
市
職
員
定
数
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て

〇
安
中
市
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も
の

の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

〇
安
中
市
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

〇
安
中
市
福
祉
医
療
費
の
支
給
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

〇
安
中
市
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の
設

備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

〇
安
中
市
高
齢
者
生
活
支
援
事
業
費
用
徴
収

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

〇
安
中
市
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て

〇
安
中
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

〇
安
中
市
小
口
資
金
融
資
促
進
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

〇
安
中
市
道
路
占
用
料
徴
収
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

〇
安
中
市
法
定
外
公
共
物
の
管
理
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

〇
安
中
市
都
市
の
低
炭
素
化
の
促
進
に
関
す

る
法
律
関
係
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

〇
安
中
市
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能

の
向
上
に
関
す
る
法
律
関
係
手
数
料
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

〇
安
中
市
市
営
住
宅
等
設
置
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

〇
安
中
市
市
営
住
宅
等
管
理
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

〇
安
中
市
消
防
団
員
の
定
員
、
任
免
及
び
給

2223 ＝本庁舎 ＝松井田庁舎 ＝谷津庁舎 ＝碓氷川クリーンセンター ＝スポーツセンター本 松 谷 ク ス

フレイル予防　脳トレ
右と左で違う動きをします。
・胸のほうに来る手がグー。前に出す手が
パー。
・交互に手を入れ替えます。リズムよく繰
り返します。
　　問合せ▶□本 地域包括支援センター
　　　　　　（☎内線1188）

フレイルを
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INFORMATION市民 INFORMATION市民

安
中
市
勤
労
者
協
議
会

第
27
回
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル

フ
大
会

期
日
▼
6
月
16
日（
水
）

O
U
T
・
I
N
と
も
に
午
前
8
時
31
分
ス

タ
ー
ト

競
技
会
場
▼
髙
梨
子
倶
楽
部（
☎
3
9
3

－

3
0
0
0
）

参
加
資
格
▼
市
内
在
住
・
在
勤
の
勤
労
者

エ
ン
ト
リ
ー
フ
ィ
ー
▼
1
，
0
0
0
円

（
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
金
ほ
か
）を
参
加
申
込
時
に

支
払
っ
て
く
だ
さ
い

※
申
込
者
が
参
加
で
き
な
い
場
合
は
、
代
理

者
の
参
加
を
認
め
ま
す

※
欠
席
の
場
合
、
エ
ン
ト
リ
ー
フ
ィ
ー
は
返

還
し
ま
せ
ん

プ
レ
ー
費
▼
6
，
3
5
0
円（
セ
ル
フ
プ

レ
ー
、
食
事
・
ワ
ン
ド
リ
ン
ク
付
き
）

プ
レ
ー
代
は
、
当
日
フ
ロ
ン
ト
で
各
自
清
算

し
て
く
だ
さ
い

申
込
期
間
▼
5
月
14
日（
金
）〜
5
月
28
日

（
金
）

全
日
と
も
に
午
前
9
時
〜
午
後
4
時
30
分
ま

で（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

申
込
方
法
▼
申
込
用
紙
に
エ
ン
ト
リ
ー

フ
ィ
ー
を
添
え
て
申
込
ん
で
く
だ
さ
い

申
込
場
所
▼
安
中
市
勤
労
者
会
館（
☎
３
８

１

－

2
7
5
1
）

安
中
ジ
ャ
ン
ボ
ゴ
ル
フ
セ
ン
タ
ー（
☎
３
８

２

－

3
9
7
7
）

髙
梨
子
倶
楽
部（
☎
3
9
3

－

3
0
0
0
）

募
集
人
数
▼
1
0
0
人

賞
品
▼
優
勝
、
準
優
勝
、
ほ
か
全
員
に
賞
品

（
ベ
ス
ト
グ
ロ
ス
賞
、
ド
ラ
コ
ン
賞
、
ニ
ア

ピ
ン
賞
な
ど
多
数
賞
品
を
用
意
し
て
い
ま

す
。
女
性
全
員
に
鉢
植
え
を
贈
呈
）

賞
品
引
渡
▼
プ
レ
ー
終
了
後
、
ク
ラ
ブ
ハ
ウ

ス
エ
ン
ト
ラ
ン
ス

競
技
方
法
▼

（
1
）午
前
中
の
9
ホ
ー
ル
、
ハ
ー
フ
集
計
と

し
ま
す（
新
尾
ペ
リ
ヤ
方
式
に
よ
る
ハ
ン

デ
ィ
戦
）

（
2
）オ
ー
ル
6
イ
ン
チ（
O
K
パ
ッ
ト
は
な

し
）

（
3
）テ
ィ
ー
マ
ー
ク
は
、
男
性
が
白
マ
ー
ク

（
70
歳
以
上
ゴ
ー
ル
ド
可
）、
女
性
は
赤
マ
ー

ク

（
4
）ド
ラ
コ
ン
ホ
ー
ル
　
4
番
お
よ
び
14
番

ニ
ア
ピ
ン
ホ
ー
ル
　
3
番
8
番
12
番
17
番

（
5
）ル
ー
ル
は
J
・
G
・
A
規
則
な
ら
び
に

コ
ー
ス
の
ロ
ー
カ
ル
ル
ー
ル
お
よ
び
大
会
競

技
規
則
に
基
づ
い
て
行
い
ま
す

そ
の
他
▼

○
集
合
は
、
各
自
の
ス
タ
ー
ト
30
分
前
ま
で

に
受
付
を
行
っ
て
く
だ
さ
い

○
雨
天
決
行
と
し
ま
す

○
当
日
に
な
っ
て
欠
席
の
場
合
は
ゴ
ル
フ
場

に
必
ず
ご
連
絡
く
だ
さ
い

○
不
慮
の
事
故
が
生
じ
た
場
合
、
応
急
手
当

は
講
じ
ま
す
が
、
以
後
の
責
め
は
負
い
ま

せ
ん（
た
だ
し
、
ゴ
ル
フ
保
険
は
加
入
し

ま
す
）

○
組
合
せ
表
は
、
6
月
7
日（
月
）以
降
に
申

込
場
所
で
受
け
取
っ
て
く
だ
さ
い

健
康
通
信

　
新
年
度
と
と
も
に
多
少
な
り
と
も
生
活
に

変
化
が
あ
っ
た
人
は
多
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
環
境
の
変
化
に
よ
り
、
心
と
体

に
疲
れ
が
出
て
い
ま
せ
ん
か
。
そ
の
よ
う
な

時
に
大
切
に
な
る
の
が
睡
眠
で
す
。
睡
眠
は

体
の
疲
労
を
回
復
し
、
心
の
ス
ト
レ
ス
を
解

消
し
て
く
れ
ま
す
。
質
の
良
い
睡
眠
の
た
め

に
、
起
床
時
間
は
一
定
に
し
、
日
中
に
体
を

動
か
し
て
、
き
ち
ん
と
食
事
を
摂
る
こ
と
を

心
が
け
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ
▼

□本 

健
康
づ
く
り
課
予
防
係

（
☎
内
線
1
1
7
2
）

2
0
2
1
連
合
群
馬
西
部
地

協
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
各
種
団
体
・
企
業
お
よ
び
労
働
組
合
と
の

労
使
協
力
に
よ
り
地
域
住
民
に
「
ふ
れ
あ
い

の
場
」
を
提
供
し
、
地
域
住
民
を
巻
き
込
ん

だ
イ
ベ
ン
ト
開
催
に
よ
り
地
域
活
性
化
の
一

助
と
な
り
地
域
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
に

開
催
さ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
、
お
越
し
く
だ
さ

い
。

日
時
▼
5
月
23
日（
日
）午
前
10
時
〜
午
後
3

時場
所
▼
も
み
じ
平
総
合
公
園（
富
岡
市
）

内
容
▼

①
モ
バ
イ
ル
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー

　
会
場
内
に
点
在
さ
せ
た
目
標
物（
2
次
元

コ
ー
ド
を
予
定
）を
モ
バ
イ
ル
機
器
で
読

み
込
む
と
ク
イ
ズ
が
出
題
さ
れ
ま
す
。
ク

イ
ズ
は
メ
ー
デ
ー
や
労
働
組
合
に
関
す
る

設
問
で
、
正
解
数
の
多
い
人
か
ら
抽
選
で

賞
品
を
後
日
郵
送
し
ま
す
。

②
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ

　
会
場
内
に
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
回
収
B
O
X

を
設
置
し
て
、
集
ま
っ
た
食
料
品
を
フ
ー

ド
バ
ン
ク
に
寄
付
し
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
▼

モ
バ
イ
ル
機
器
に
よ
り
参
加
者
全
員
の
開
催

日
当
日
の
健
康
状
態
の
申
告
を
必
須
と
し
て

い
ま
す
。
開
催
日
当
日
は
受
付
を
設
け
ず

に
、
流
れ
集
合
／
流
れ
解
散
と
す
る
こ
と
に

よ
り
密
を
回
避
し
ま
す
。

問
合
せ
▼

連
合
群
馬
西
部
地
域
協
議
会

（
☎
0
2
7
4

－

6
4

－

0
5
5
7
）

バ
イ
オ
リ
ン
体
験
会

　
　
　
　
　
　参
加
者
募
集

　
安
中
ジ
ュ
ニ
ア
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
が
主
催
す

る
バ
イ
オ
リ
ン
体
験
会
の
参
加
者
を
募
集
し

ま
す
。
楽
器
が
な
く
て
も
音
符
が
読
め
な
く

て
も
大
丈
夫
。
一
緒
に
演
奏
し
ま
せ
ん
か
。

日
に
ち
▼
6
月
11
日（
金
）・
18
日（
金
）・
25

日（
金
）

時
間
▼
午
後
6
時
〜
6
時
45
分

費
用
▼
5
，
0
0
0
円（
全
3
回
）

対
象
▼
年
長
児
か
ら
高
校
3
年
生
ま
で

場
所
▼
安
中
市
文
化
セ
ン
タ
ー
3
階
会
議
室

人
数
▼
先
着
20
人

締
切
▼
6
月
4
日（
金
）

※
参
加
希
望
の
人
は
、
「
氏
名
、
学
年
、
身

長
」
を
明
記
の
う
え
、

メ
ー
ル
で
申
込
み
を
し
て

く
だ
さ
い
。

第
2
回
森
林
楽
習
講
座

　
群
馬
県
緑
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、
森
林
や
緑

に
親
し
み
・
関
心
を
高
め
て
も
ら
う
た
め
、

森
林
楽
習
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

　
今
回
の
講
座
は
、
「
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
で

楽
し
む
初
夏
の
森
」
が
テ
ー
マ
で
す
。

　
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
が
普
及
し
、
誰
で
も
手

軽
に
写
真
撮
影
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
一
方
で
、
も
っ
と
テ
ク

ニ
ッ
ク
を
磨
い
て
感
動
す
る
よ
う
な
写
真
を

撮
っ
て
み
た
い
と
思
う
人
も
多
く
な
っ
て
い

ま
す
。

　
そ
こ
で
今
回
は
、
風
景
写
真
家
の
青
木
克

純
先
生
を
講
師
に
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
で
初
夏

の
森
や
植
物
を
美
し
く
撮
影
す
る
た
め
の
テ

ク
ニ
ッ
ク
を
学
び
ま
す
。

開
催
日
時
▼

5
月
25
日（
火
）午
前
9
時
30
分
〜
正
午（
雨

天
決
行
）

場
所
▼

群
馬
県
緑
化
セ
ン
タ
ー（
邑
楽
郡
邑
楽
町
大

字
中
野
3
9
2
4

－

1
）

参
加
費
▼
無
料

持
ち
物
▼

デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ（
コ
ン
パ
ク
ト
カ
メ
ラ
、

一
眼
レ
フ
カ
メ
ラ
、
ス
マ
ホ
カ
メ
ラ
い
ず
れ

で
も
可
）

定
員
▼
16
人（
電
話
に
よ
る
申
込
で
先
着
順
）

申
込
期
間
▼

5
月
10
日（
月
）午
前
8
時
30
分
〜

申
込
・
問
合
せ
▼

群
馬
県
緑
化
セ
ン
タ
ー

（
☎
0
2
7
6

－

8
8

－

7
1
8
8
・
☎
０

２
７
６

－

8
9

－

0
7
8
2
）

※
群
馬
県
緑
化
セ
ン
タ
ー
で
は
毎
週
木
曜
日

の
午
前
10
時
か
ら
午
後
3
時
ま
で
「
緑
の
相

談
室
」
を
開
設
し
、
専
門
の
相
談
員
が
庭
木

や
花
の
作
り
方
、
管
理
の
仕
方
な
ど
の
相
談

に
応
じ
て
い
ま
す
。
電
話
で
も
受
け
付
け
て

い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
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INFORMATION市民 INFORMATION市民

安
中
市
勤
労
者
協
議
会

第
27
回
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル

フ
大
会

期
日
▼
6
月
16
日（
水
）

O
U
T
・
I
N
と
も
に
午
前
8
時
31
分
ス

タ
ー
ト

競
技
会
場
▼
髙
梨
子
倶
楽
部（
☎
3
9
3

－

3
0
0
0
）

参
加
資
格
▼
市
内
在
住
・
在
勤
の
勤
労
者

エ
ン
ト
リ
ー
フ
ィ
ー
▼
1
，
0
0
0
円

（
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
金
ほ
か
）を
参
加
申
込
時
に

支
払
っ
て
く
だ
さ
い

※
申
込
者
が
参
加
で
き
な
い
場
合
は
、
代
理

者
の
参
加
を
認
め
ま
す

※
欠
席
の
場
合
、
エ
ン
ト
リ
ー
フ
ィ
ー
は
返

還
し
ま
せ
ん

プ
レ
ー
費
▼
6
，
3
5
0
円（
セ
ル
フ
プ

レ
ー
、
食
事
・
ワ
ン
ド
リ
ン
ク
付
き
）

プ
レ
ー
代
は
、
当
日
フ
ロ
ン
ト
で
各
自
清
算

し
て
く
だ
さ
い

申
込
期
間
▼
5
月
14
日（
金
）〜
5
月
28
日

（
金
）

全
日
と
も
に
午
前
9
時
〜
午
後
4
時
30
分
ま

で（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

申
込
方
法
▼
申
込
用
紙
に
エ
ン
ト
リ
ー

フ
ィ
ー
を
添
え
て
申
込
ん
で
く
だ
さ
い

申
込
場
所
▼
安
中
市
勤
労
者
会
館（
☎
３
８

１

－

2
7
5
1
）

安
中
ジ
ャ
ン
ボ
ゴ
ル
フ
セ
ン
タ
ー（
☎
３
８

２

－

3
9
7
7
）

髙
梨
子
倶
楽
部（
☎
3
9
3

－

3
0
0
0
）

募
集
人
数
▼
1
0
0
人

賞
品
▼
優
勝
、
準
優
勝
、
ほ
か
全
員
に
賞
品

（
ベ
ス
ト
グ
ロ
ス
賞
、
ド
ラ
コ
ン
賞
、
ニ
ア

ピ
ン
賞
な
ど
多
数
賞
品
を
用
意
し
て
い
ま

す
。
女
性
全
員
に
鉢
植
え
を
贈
呈
）

賞
品
引
渡
▼
プ
レ
ー
終
了
後
、
ク
ラ
ブ
ハ
ウ

ス
エ
ン
ト
ラ
ン
ス

競
技
方
法
▼

（
1
）午
前
中
の
9
ホ
ー
ル
、
ハ
ー
フ
集
計
と

し
ま
す（
新
尾
ペ
リ
ヤ
方
式
に
よ
る
ハ
ン

デ
ィ
戦
）

（
2
）オ
ー
ル
6
イ
ン
チ（
O
K
パ
ッ
ト
は
な

し
）

（
3
）テ
ィ
ー
マ
ー
ク
は
、
男
性
が
白
マ
ー
ク

（
70
歳
以
上
ゴ
ー
ル
ド
可
）、
女
性
は
赤
マ
ー

ク

（
4
）ド
ラ
コ
ン
ホ
ー
ル
　
4
番
お
よ
び
14
番

ニ
ア
ピ
ン
ホ
ー
ル
　
3
番
8
番
12
番
17
番

（
5
）ル
ー
ル
は
J
・
G
・
A
規
則
な
ら
び
に

コ
ー
ス
の
ロ
ー
カ
ル
ル
ー
ル
お
よ
び
大
会
競

技
規
則
に
基
づ
い
て
行
い
ま
す

そ
の
他
▼

○
集
合
は
、
各
自
の
ス
タ
ー
ト
30
分
前
ま
で

に
受
付
を
行
っ
て
く
だ
さ
い

○
雨
天
決
行
と
し
ま
す

○
当
日
に
な
っ
て
欠
席
の
場
合
は
ゴ
ル
フ
場

に
必
ず
ご
連
絡
く
だ
さ
い

○
不
慮
の
事
故
が
生
じ
た
場
合
、
応
急
手
当

は
講
じ
ま
す
が
、
以
後
の
責
め
は
負
い
ま

せ
ん（
た
だ
し
、
ゴ
ル
フ
保
険
は
加
入
し

ま
す
）

○
組
合
せ
表
は
、
6
月
7
日（
月
）以
降
に
申

込
場
所
で
受
け
取
っ
て
く
だ
さ
い

健
康
通
信

　
新
年
度
と
と
も
に
多
少
な
り
と
も
生
活
に

変
化
が
あ
っ
た
人
は
多
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
環
境
の
変
化
に
よ
り
、
心
と
体

に
疲
れ
が
出
て
い
ま
せ
ん
か
。
そ
の
よ
う
な

時
に
大
切
に
な
る
の
が
睡
眠
で
す
。
睡
眠
は

体
の
疲
労
を
回
復
し
、
心
の
ス
ト
レ
ス
を
解

消
し
て
く
れ
ま
す
。
質
の
良
い
睡
眠
の
た
め

に
、
起
床
時
間
は
一
定
に
し
、
日
中
に
体
を

動
か
し
て
、
き
ち
ん
と
食
事
を
摂
る
こ
と
を

心
が
け
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ
▼

□本 

健
康
づ
く
り
課
予
防
係

（
☎
内
線
1
1
7
2
）

2
0
2
1
連
合
群
馬
西
部
地

協
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
各
種
団
体
・
企
業
お
よ
び
労
働
組
合
と
の

労
使
協
力
に
よ
り
地
域
住
民
に
「
ふ
れ
あ
い

の
場
」
を
提
供
し
、
地
域
住
民
を
巻
き
込
ん

だ
イ
ベ
ン
ト
開
催
に
よ
り
地
域
活
性
化
の
一

助
と
な
り
地
域
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
に

開
催
さ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
、
お
越
し
く
だ
さ

い
。

日
時
▼
5
月
23
日（
日
）午
前
10
時
〜
午
後
3

時場
所
▼
も
み
じ
平
総
合
公
園（
富
岡
市
）

内
容
▼

①
モ
バ
イ
ル
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー

　
会
場
内
に
点
在
さ
せ
た
目
標
物（
2
次
元

コ
ー
ド
を
予
定
）を
モ
バ
イ
ル
機
器
で
読

み
込
む
と
ク
イ
ズ
が
出
題
さ
れ
ま
す
。
ク

イ
ズ
は
メ
ー
デ
ー
や
労
働
組
合
に
関
す
る

設
問
で
、
正
解
数
の
多
い
人
か
ら
抽
選
で

賞
品
を
後
日
郵
送
し
ま
す
。

②
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ

　
会
場
内
に
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
回
収
B
O
X

を
設
置
し
て
、
集
ま
っ
た
食
料
品
を
フ
ー

ド
バ
ン
ク
に
寄
付
し
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
▼

モ
バ
イ
ル
機
器
に
よ
り
参
加
者
全
員
の
開
催

日
当
日
の
健
康
状
態
の
申
告
を
必
須
と
し
て

い
ま
す
。
開
催
日
当
日
は
受
付
を
設
け
ず

に
、
流
れ
集
合
／
流
れ
解
散
と
す
る
こ
と
に

よ
り
密
を
回
避
し
ま
す
。

問
合
せ
▼

連
合
群
馬
西
部
地
域
協
議
会

（
☎
0
2
7
4

－

6
4

－

0
5
5
7
）

バ
イ
オ
リ
ン
体
験
会

　
　
　
　
　
　参
加
者
募
集

　
安
中
ジ
ュ
ニ
ア
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
が
主
催
す

る
バ
イ
オ
リ
ン
体
験
会
の
参
加
者
を
募
集
し

ま
す
。
楽
器
が
な
く
て
も
音
符
が
読
め
な
く

て
も
大
丈
夫
。
一
緒
に
演
奏
し
ま
せ
ん
か
。

日
に
ち
▼
6
月
11
日（
金
）・
18
日（
金
）・
25

日（
金
）

時
間
▼
午
後
6
時
〜
6
時
45
分

費
用
▼
5
，
0
0
0
円（
全
3
回
）

対
象
▼
年
長
児
か
ら
高
校
3
年
生
ま
で

場
所
▼
安
中
市
文
化
セ
ン
タ
ー
3
階
会
議
室

人
数
▼
先
着
20
人

締
切
▼
6
月
4
日（
金
）

※
参
加
希
望
の
人
は
、
「
氏
名
、
学
年
、
身

長
」
を
明
記
の
う
え
、

メ
ー
ル
で
申
込
み
を
し
て

く
だ
さ
い
。

第
2
回
森
林
楽
習
講
座

　
群
馬
県
緑
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、
森
林
や
緑

に
親
し
み
・
関
心
を
高
め
て
も
ら
う
た
め
、

森
林
楽
習
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

　
今
回
の
講
座
は
、
「
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
で

楽
し
む
初
夏
の
森
」
が
テ
ー
マ
で
す
。

　
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
が
普
及
し
、
誰
で
も
手

軽
に
写
真
撮
影
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
一
方
で
、
も
っ
と
テ
ク

ニ
ッ
ク
を
磨
い
て
感
動
す
る
よ
う
な
写
真
を

撮
っ
て
み
た
い
と
思
う
人
も
多
く
な
っ
て
い

ま
す
。

　
そ
こ
で
今
回
は
、
風
景
写
真
家
の
青
木
克

純
先
生
を
講
師
に
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
で
初
夏

の
森
や
植
物
を
美
し
く
撮
影
す
る
た
め
の
テ

ク
ニ
ッ
ク
を
学
び
ま
す
。

開
催
日
時
▼

5
月
25
日（
火
）午
前
9
時
30
分
〜
正
午（
雨

天
決
行
）

場
所
▼

群
馬
県
緑
化
セ
ン
タ
ー（
邑
楽
郡
邑
楽
町
大

字
中
野
3
9
2
4

－

1
）

参
加
費
▼
無
料

持
ち
物
▼

デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ（
コ
ン
パ
ク
ト
カ
メ
ラ
、

一
眼
レ
フ
カ
メ
ラ
、
ス
マ
ホ
カ
メ
ラ
い
ず
れ

で
も
可
）

定
員
▼
16
人（
電
話
に
よ
る
申
込
で
先
着
順
）

申
込
期
間
▼

5
月
10
日（
月
）午
前
8
時
30
分
〜

申
込
・
問
合
せ
▼

群
馬
県
緑
化
セ
ン
タ
ー

（
☎
0
2
7
6

－

8
8

－

7
1
8
8
・
☎
０

２
７
６

－

8
9

－

0
7
8
2
）

※
群
馬
県
緑
化
セ
ン
タ
ー
で
は
毎
週
木
曜
日

の
午
前
10
時
か
ら
午
後
3
時
ま
で
「
緑
の
相

談
室
」
を
開
設
し
、
専
門
の
相
談
員
が
庭
木

や
花
の
作
り
方
、
管
理
の
仕
方
な
ど
の
相
談

に
応
じ
て
い
ま
す
。
電
話
で
も
受
け
付
け
て

い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
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相 談 案 内 5月１日 ▼6月１５日

恵みの湯　　　5/6・18　6/1・15
峠の湯　　　　5/11・25　6/8　
鉄道文化むら　5/6・11・18・25
　　　　　　　6/1・8・15
文化センター（※は図書館のみ休館です）
　　　　　　　5/4・5・6・11・18・25・31※
　　　　　　　6/1・8・15
文化会館　　　5/6・10・17・24・31
　　　　　　　6/7・14
※新型コロナウイルスの影響で、臨時休館の場合があります。詳しくは各施設へお問合せください。

碓氷川熱帯植物園　5/6・11・18・25　6/1・8・15
スポーツセンター（※は温水プールのみ休業です）
 5/6・7・10・11・17・24※・
　　　　　　　　　30・31※
　　　　　　　　　6/7・14※
学習の森　 5/6・7・11・12・18・25
　　　　　　　　　6/1・8・15
いきいき長寿センター 5/3・6・7・10・11・17・24・31
　　　　　　　　　6/7・14

行事カレンダー 5月１日 ▼6月１５日

休館のご案内（5月1日～6月15日）上水道の給水管の修理は、業者で行っていますので漏水などの
修理は、その日の当番業者にお申し込みください。
修理代は実費です。【安中市管工事協同組合☎３８５－４４０１】 
業　者　名 ＴＥＬ 業　者　名 ＴＥＬ

㈱群馬水工
㈲入沢電気商会
㈲内堀設備工事
㈲黒須設備工業
群栄工業㈱
児玉工業㈲
㈲佐藤商店
佐藤燃料㈱
㈲渋谷設備
㈲ジーワイ燃設
㈲須藤工業
㈲武美工業
㈲田中工作所

14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26

㈱半田組
㈲福美商事
㈲松本住設
㈱茂木設備
㈲山田タイル工業
㈱ヤマハチ・クボニワ
㈱ユタカ
オオカワラ住器
㈱反町備工
第一設備工業㈲ 
㈱フェニックス
㈱白坂工業
サトウ住設

382-9433
382-1609
393-0157
381-1148
393-1012
393-3118
395-2323
381-1111
381-1262
382-2891
388-1178
382-5061
385-4126

385-8374
381-0293
385-6278
381-6616
381-0075
381-0435
385-7647
382-1987
384-2058
385-8769
382-5262
382-4710
382-5612

5　　月 6　　月
給水管修理当番業者
１日
２日
３日
４日
５日
６日
７日
８日
９日
10日
11日
12日
13日
14日
15日

１
２
３
４
５
６
７
８
９
10
11
12
13

１日
２日
３日
４日
５日
６日
７日
８日
９日
10日
11日
12日
13日
14日
15日

16日
17日
18日
19日
20日
21日
22日
23日
24日
25日
26日
27日
28日
29日
30日
31日

15・8・22
1 3・1・5
14・26・3
10・11・6
20・21・7
23・25・4
9・24・17
16・19・18
12・2・22
1 5・8・5
1 3・1・3
14・26・6
10・11・7
20・21・4
23・25・17

9・24・18
16・19・22
1 2・2・5
1 5・8・3
1 3・1・6
14・26・7
10・11・4
20・21・17
23・25・18
9・24・22
16・19・5
1 2・2・3
1 5・8・6
1 3・1・7
14・26・4
10・11・17

20・21・18
23・25・22
9・2 4・5
16・19・3
1 2・2・6
1 5・8・7
1 3・1・4
14・26・17
10・11・18
20・21・22
23・25・5
9・2 4・3
16・19・6
1 2・2・7
1 5・8・4

ヌアリーベ (☎380－5385）
要電話予約　□松  青少年センター（☎393－4777）
メール相談（seishonen@city.annaka.lg.jp）

□本　　 ・□松  月～金曜日（祝日を除く）
8 時 30 分～17 時 15 分

□松  青少年センター　月・火・水・金曜日
（祝日を除く）　9 時～14 時

障害者相談
（知的・身体障害者相談）

精神障害者相談
青少年相談

（電話相談・面接相談）

月～土曜日（祝日を除く）10 時～18 時

要電話予約　□本　　 税務課（☎内線 1061）無料税務相談 □本　　 5/6　6/3　13 時～ 16 時

□本　　 福祉課（☎内線 1155）

行政相談

相談内容 場所・日時 予約・問合せ

家庭児童相談
（電話相談・面接相談）

□本　　 5/6・20　6/3　 9 時～ 11 時 30 分
□松  5/10　6/7　13 時 30 分～ 16 時

月～金曜日（祝日を除く）　9 時～16 時 要電話予約　□本　　 子ども課（☎382－8005）

要電話予約　□本　　 健康づくり課（☎内線 1174）

要電話予約　□本　　 健康づくり課（☎内線 1174）

消費生活センター (☎382－2228）

要電話予約　□本　　 高齢者支援課（☎内線 1189）
　　　　　□松  （☎内線 2156）

安中市 DV 電話相談（☎329－6646）

要電話予約　□本　　 福祉課（☎内線 1191）

要電話予約　安中交通安全協会（☎382－0211）
（会員対象）

要電話予約　ぐんま若者サポートステーション
（☎027－233－2330）

□本　　 月～金曜日（祝日を除く）

□本　　 月～金曜日（祝日を除く）
8 時 30 分～16 時 30 分
□松  毎週金曜日（祝日を除く）　14 時～16 時

月～金曜日（祝日を除く）
8 時 30 分～16 時

月～金曜日（祝日を除く）
9 時～16 時 30 分

安中交通安全協会
月～金曜日（祝日を除く）　9 時～16 時

□本　　 6/2　10 時～12 時

健康相談
（生活習慣病・育児・栄養相談など）

介護相談・認知症相談
（電話相談・面接相談）

要電話予約　□本　　 高齢者支援課（☎内線 1188）
（65歳未満）  □本　　 福祉課（☎内線1155）

□本　　 ・□松  月～金曜日（祝日を除く）
8 時 30 分～17 時 15 分成年後見制度に関する相談

配偶者・恋人などからの暴力
（DV・デート DV）に関する相談

生活困窮に関する相談
（生活支援相談窓口）

ひきこもりに関する相談

交通事故相談

若者就職活動個別相談

妊婦健康相談
（母子手帳交付）

無料法律相談

□本　　 市民相談室（☎内線 1207）

人権相談
□本　　 5/20　13 時 30 分～ 15 時 30 分
□松  5/21　13 時 30 分～ 15 時 30 分

【特設開設日】□本　　 ・□松  6/1  13 時 30 分～ 16 時
□本　　 市民相談室（☎内線 1207）

要電話予約　□本　　 市民相談室（☎内線 1207）□本　　 5/7・21・27※　6/4　13 時～ 16 時
※5/27 のみ 13 時～ 15 時

消費生活センター（□本　　 敷地内）
月～金曜日（祝日を除く）　9 時～16 時 30 分

月・火・木・金曜日（祝日を除く）
9 時～16 時

月～金曜日（祝日を除く）　9 時～16 時

消費生活相談

要電話予約　□本　　 福祉課（☎内線 1191）

心配ごと相談 地域福祉支援センター　第 2 木曜日
9 時～11 時 30 分 地域福祉支援センター（☎382－8397）

※新型コロナウイルス感染症の影響により、相談日時が変更および中止になる場合があります。
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INFORMATION市民 INFORMATION市民

行　　事　　名

● 第22回安中西毛地区高校演劇祭

　文化センターホール 13:30～17:00

● 第22回安中西毛地区高校演劇祭

　文化センターホール 13:30～17:00

● 碓氷峠鉄道むら「横川ナイトパーク」

● 安中オカリナ音楽祭

　文化会館　大ホール　13:30～

● 五料の茶屋本陣

　「五月人形展」最終日

日

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

日

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

1

2

3

4

曜日

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

行　　事　　名

● 第５回農業委員会総会

　201会議室　13：30～

● 第47回安政遠足侍マラソン大会

　武家長屋前　スタート　8:00

● ミニ遠足

● 体育施設利用者調整会議（7～9月）

　・旧安中市屋外施設□ス 18:30～

　・旧松井田町屋内外施設□松 

　　18:30～

● 体育施設利用者調整会議（7～9月）

　・旧安中市屋内施設□ス 18:30～

● 家庭教育カウンセリング講座①

　文化センター　10:00～

● 第13回松井田きり絵の会展

　文化会館  小ホール  9:00～16:00

曜日

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

日

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

行　　事　　名

● 第13回松井田きり絵の会展

　文化会館  小ホール  9:00～16:00

● 安中市消防隊水防訓練

　西毛総合運動公園東側広場 8:30～

● 第13回松井田きり絵の会展

　文化会館  小ホール  9:00～16:00

● 家庭教育カウンセリング講座②

　文化センター　10:00～

● 安中地区安全運転者等法定講習会

　文化センターホール 12:00～17:00

● 第2回安中市議会定例会

　開会（予定）　9:00～

● 第2回安中市議会定例会

　総務文教常任委員会（予定）9:00～

5 月

曜日

土

日

月・祝

火・祝

水・祝

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

6 月

※毎週月曜日は市民交通安全日、
　毎月1日は県民交通安全日です。

安中市役所　☎027－382－1111



相 談 案 内 5月１日 ▼6月１５日

恵みの湯　　　5/6・18　6/1・15
峠の湯　　　　5/11・25　6/8　
鉄道文化むら　5/6・11・18・25
　　　　　　　6/1・8・15
文化センター（※は図書館のみ休館です）
　　　　　　　5/4・5・6・11・18・25・31※
　　　　　　　6/1・8・15
文化会館　　　5/6・10・17・24・31
　　　　　　　6/7・14
※新型コロナウイルスの影響で、臨時休館の場合があります。詳しくは各施設へお問合せください。

碓氷川熱帯植物園　5/6・11・18・25　6/1・8・15
スポーツセンター（※は温水プールのみ休業です）
 5/6・7・10・11・17・24※・
　　　　　　　　　30・31※
　　　　　　　　　6/7・14※
学習の森　 5/6・7・11・12・18・25
　　　　　　　　　6/1・8・15
いきいき長寿センター 5/3・6・7・10・11・17・24・31
　　　　　　　　　6/7・14

行事カレンダー 5月１日 ▼6月１５日

休館のご案内（5月1日～6月15日）上水道の給水管の修理は、業者で行っていますので漏水などの
修理は、その日の当番業者にお申し込みください。
修理代は実費です。【安中市管工事協同組合☎３８５－４４０１】 
業　者　名 ＴＥＬ 業　者　名 ＴＥＬ

㈱群馬水工
㈲入沢電気商会
㈲内堀設備工事
㈲黒須設備工業
群栄工業㈱
児玉工業㈲
㈲佐藤商店
佐藤燃料㈱
㈲渋谷設備
㈲ジーワイ燃設
㈲須藤工業
㈲武美工業
㈲田中工作所

14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26

㈱半田組
㈲福美商事
㈲松本住設
㈱茂木設備
㈲山田タイル工業
㈱ヤマハチ・クボニワ
㈱ユタカ
オオカワラ住器
㈱反町備工
第一設備工業㈲ 
㈱フェニックス
㈱白坂工業
サトウ住設

382-9433
382-1609
393-0157
381-1148
393-1012
393-3118
395-2323
381-1111
381-1262
382-2891
388-1178
382-5061
385-4126

385-8374
381-0293
385-6278
381-6616
381-0075
381-0435
385-7647
382-1987
384-2058
385-8769
382-5262
382-4710
382-5612

5　　月 6　　月
給水管修理当番業者
１日
２日
３日
４日
５日
６日
７日
８日
９日
10日
11日
12日
13日
14日
15日

１
２
３
４
５
６
７
８
９
10
11
12
13

１日
２日
３日
４日
５日
６日
７日
８日
９日
10日
11日
12日
13日
14日
15日

16日
17日
18日
19日
20日
21日
22日
23日
24日
25日
26日
27日
28日
29日
30日
31日

15・8・22
1 3・1・5
14・26・3
10・11・6
20・21・7
23・25・4
9・24・17
16・19・18
12・2・22
1 5・8・5
1 3・1・3
14・26・6
10・11・7
20・21・4
23・25・17

9・24・18
16・19・22
1 2・2・5
1 5・8・3
1 3・1・6
14・26・7
10・11・4
20・21・17
23・25・18
9・24・22
16・19・5
1 2・2・3
1 5・8・6
1 3・1・7
14・26・4
10・11・17

20・21・18
23・25・22
9・2 4・5
16・19・3
1 2・2・6
1 5・8・7
1 3・1・4
14・26・17
10・11・18
20・21・22
23・25・5
9・2 4・3
16・19・6
1 2・2・7
1 5・8・4

ヌアリーベ (☎380－5385）
要電話予約　□松  青少年センター（☎393－4777）
メール相談（seishonen@city.annaka.lg.jp）

□本　　 ・□松  月～金曜日（祝日を除く）
8 時 30 分～17 時 15 分

□松  青少年センター　月・火・水・金曜日
（祝日を除く）　9 時～14 時

障害者相談
（知的・身体障害者相談）

精神障害者相談
青少年相談

（電話相談・面接相談）

月～土曜日（祝日を除く）10 時～18 時

要電話予約　□本　　 税務課（☎内線 1061）無料税務相談 □本　　 5/6　6/3　13 時～ 16 時

□本　　 福祉課（☎内線 1155）

行政相談

相談内容 場所・日時 予約・問合せ

家庭児童相談
（電話相談・面接相談）

□本　　 5/6・20　6/3　 9 時～ 11 時 30 分
□松  5/10　6/7　13 時 30 分～ 16 時

月～金曜日（祝日を除く）　9 時～16 時 要電話予約　□本　　 子ども課（☎382－8005）

要電話予約　□本　　 健康づくり課（☎内線 1174）

要電話予約　□本　　 健康づくり課（☎内線 1174）

消費生活センター (☎382－2228）

要電話予約　□本　　 高齢者支援課（☎内線 1189）
　　　　　□松  （☎内線 2156）

安中市 DV 電話相談（☎329－6646）

要電話予約　□本　　 福祉課（☎内線 1191）

要電話予約　安中交通安全協会（☎382－0211）
（会員対象）

要電話予約　ぐんま若者サポートステーション
（☎027－233－2330）

□本　　 月～金曜日（祝日を除く）

□本　　 月～金曜日（祝日を除く）
8 時 30 分～16 時 30 分
□松  毎週金曜日（祝日を除く）　14 時～16 時

月～金曜日（祝日を除く）
8 時 30 分～16 時

月～金曜日（祝日を除く）
9 時～16 時 30 分

安中交通安全協会
月～金曜日（祝日を除く）　9 時～16 時

□本　　 6/2　10 時～12 時

健康相談
（生活習慣病・育児・栄養相談など）

介護相談・認知症相談
（電話相談・面接相談）

要電話予約　□本　　 高齢者支援課（☎内線 1188）
（65歳未満）  □本　　 福祉課（☎内線1155）

□本　　 ・□松  月～金曜日（祝日を除く）
8 時 30 分～17 時 15 分成年後見制度に関する相談

配偶者・恋人などからの暴力
（DV・デート DV）に関する相談

生活困窮に関する相談
（生活支援相談窓口）

ひきこもりに関する相談

交通事故相談

若者就職活動個別相談

妊婦健康相談
（母子手帳交付）

無料法律相談

□本　　 市民相談室（☎内線 1207）

人権相談
□本　　 5/20　13 時 30 分～ 15 時 30 分
□松  5/21　13 時 30 分～ 15 時 30 分

【特設開設日】□本　　 ・□松  6/1  13 時 30 分～ 16 時
□本　　 市民相談室（☎内線 1207）

要電話予約　□本　　 市民相談室（☎内線 1207）□本　　 5/7・21・27※　6/4　13 時～ 16 時
※5/27 のみ 13 時～ 15 時

消費生活センター（□本　　 敷地内）
月～金曜日（祝日を除く）　9 時～16 時 30 分

月・火・木・金曜日（祝日を除く）
9 時～16 時

月～金曜日（祝日を除く）　9 時～16 時

消費生活相談

要電話予約　□本　　 福祉課（☎内線 1191）

心配ごと相談 地域福祉支援センター　第 2 木曜日
9 時～11 時 30 分 地域福祉支援センター（☎382－8397）

※新型コロナウイルス感染症の影響により、相談日時が変更および中止になる場合があります。
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INFORMATION市民 INFORMATION市民

行　　事　　名

● 第22回安中西毛地区高校演劇祭

　文化センターホール 13:30～17:00

● 第22回安中西毛地区高校演劇祭

　文化センターホール 13:30～17:00

● 碓氷峠鉄道むら「横川ナイトパーク」

● 安中オカリナ音楽祭

　文化会館　大ホール　13:30～

● 五料の茶屋本陣

　「五月人形展」最終日

日

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

日

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

1

2

3

4

曜日

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

行　　事　　名

● 第５回農業委員会総会

　201会議室　13：30～

● 第47回安政遠足侍マラソン大会

　武家長屋前　スタート　8:00

● ミニ遠足

● 体育施設利用者調整会議（7～9月）

　・旧安中市屋外施設□ス 18:30～

　・旧松井田町屋内外施設□松 

　　18:30～

● 体育施設利用者調整会議（7～9月）

　・旧安中市屋内施設□ス 18:30～

● 家庭教育カウンセリング講座①

　文化センター　10:00～

● 第13回松井田きり絵の会展

　文化会館  小ホール  9:00～16:00
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金

土
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月

火
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6

7

8

9
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11

12
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14

15

行　　事　　名

● 第13回松井田きり絵の会展

　文化会館  小ホール  9:00～16:00

● 安中市消防隊水防訓練

　西毛総合運動公園東側広場 8:30～

● 第13回松井田きり絵の会展

　文化会館  小ホール  9:00～16:00

● 家庭教育カウンセリング講座②

　文化センター　10:00～

● 安中地区安全運転者等法定講習会

　文化センターホール 12:00～17:00

● 第2回安中市議会定例会

　開会（予定）　9:00～

● 第2回安中市議会定例会

　総務文教常任委員会（予定）9:00～

5 月

曜日

土

日

月・祝

火・祝

水・祝

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

6 月

※毎週月曜日は市民交通安全日、
　毎月1日は県民交通安全日です。

安中市役所　☎027－382－1111

相 談 案 内 5月１日 ▼6月１５日

恵みの湯　　　5/6・18　6/1・15
峠の湯　　　　5/11・25　6/8　
鉄道文化むら　5/6・11・18・25
　　　　　　　6/1・8・15
文化センター（※は図書館のみ休館です）
　　　　　　　5/4・5・6・11・18・25・31※
　　　　　　　6/1・8・15
文化会館　　　5/6・10・17・24・31
　　　　　　　6/7・14
※新型コロナウイルスの影響で、臨時休館の場合があります。詳しくは各施設へお問合せください。

碓氷川熱帯植物園　5/6・11・18・25　6/1・8・15
スポーツセンター（※は温水プールのみ休業です）
 5/6・7・10・11・17・24※・
　　　　　　　　　30・31※
　　　　　　　　　6/7・14※
学習の森　 5/6・7・11・12・18・25
　　　　　　　　　6/1・8・15
いきいき長寿センター 5/3・6・7・10・11・17・24・31
　　　　　　　　　6/7・14

行事カレンダー 5月１日 ▼6月１５日

休館のご案内（5月1日～6月15日）上水道の給水管の修理は、業者で行っていますので漏水などの
修理は、その日の当番業者にお申し込みください。
修理代は実費です。【安中市管工事協同組合☎３８５－４４０１】 
業　者　名 ＴＥＬ 業　者　名 ＴＥＬ

㈱群馬水工
㈲入沢電気商会
㈲内堀設備工事
㈲黒須設備工業
群栄工業㈱
児玉工業㈲
㈲佐藤商店
佐藤燃料㈱
㈲渋谷設備
㈲ジーワイ燃設
㈲須藤工業
㈲武美工業
㈲田中工作所

14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26

㈱半田組
㈲福美商事
㈲松本住設
㈱茂木設備
㈲山田タイル工業
㈱ヤマハチ・クボニワ
㈱ユタカ
オオカワラ住器
㈱反町備工
第一設備工業㈲ 
㈱フェニックス
㈱白坂工業
サトウ住設

382-9433
382-1609
393-0157
381-1148
393-1012
393-3118
395-2323
381-1111
381-1262
382-2891
388-1178
382-5061
385-4126

385-8374
381-0293
385-6278
381-6616
381-0075
381-0435
385-7647
382-1987
384-2058
385-8769
382-5262
382-4710
382-5612

5　　月 6　　月
給水管修理当番業者
１日
２日
３日
４日
５日
６日
７日
８日
９日
10日
11日
12日
13日
14日
15日

１
２
３
４
５
６
７
８
９
10
11
12
13

１日
２日
３日
４日
５日
６日
７日
８日
９日
10日
11日
12日
13日
14日
15日

16日
17日
18日
19日
20日
21日
22日
23日
24日
25日
26日
27日
28日
29日
30日
31日

15・8・22
1 3・1・5
14・26・3
10・11・6
20・21・7
23・25・4
9・24・17
16・19・18
12・2・22
1 5・8・5
1 3・1・3
14・26・6
10・11・7
20・21・4
23・25・17

9・24・18
16・19・22
1 2・2・5
1 5・8・3
1 3・1・6
14・26・7
10・11・4
20・21・17
23・25・18
9・24・22
16・19・5
1 2・2・3
1 5・8・6
1 3・1・7
14・26・4
10・11・17

20・21・18
23・25・22
9・2 4・5
16・19・3
1 2・2・6
1 5・8・7
1 3・1・4
14・26・17
10・11・18
20・21・22
23・25・5
9・2 4・3
16・19・6
1 2・2・7
1 5・8・4

ヌアリーベ (☎380－5385）
要電話予約　□松  青少年センター（☎393－4777）
メール相談（seishonen@city.annaka.lg.jp）

□本　　 ・□松  月～金曜日（祝日を除く）
8 時 30 分～17 時 15 分

□松  青少年センター　月・火・水・金曜日
（祝日を除く）　9 時～14 時

障害者相談
（知的・身体障害者相談）

精神障害者相談
青少年相談

（電話相談・面接相談）

月～土曜日（祝日を除く）10 時～18 時

要電話予約　□本　　 税務課（☎内線 1061）無料税務相談 □本　　 5/6　6/3　13 時～ 16 時

□本　　 福祉課（☎内線 1155）

行政相談

相談内容 場所・日時 予約・問合せ

家庭児童相談
（電話相談・面接相談）

□本　　 5/6・20　6/3　 9 時～ 11 時 30 分
□松  5/10　6/7　13 時 30 分～ 16 時

月～金曜日（祝日を除く）　9 時～16 時 要電話予約　□本　　 子ども課（☎382－8005）

要電話予約　□本　　 健康づくり課（☎内線 1174）

要電話予約　□本　　 健康づくり課（☎内線 1174）

消費生活センター (☎382－2228）

要電話予約　□本　　 高齢者支援課（☎内線 1189）
　　　　　□松  （☎内線 2156）

安中市 DV 電話相談（☎329－6646）

要電話予約　□本　　 福祉課（☎内線 1191）

要電話予約　安中交通安全協会（☎382－0211）
（会員対象）

要電話予約　ぐんま若者サポートステーション
（☎027－233－2330）

□本　　 月～金曜日（祝日を除く）

□本　　 月～金曜日（祝日を除く）
8 時 30 分～16 時 30 分
□松  毎週金曜日（祝日を除く）　14 時～16 時

月～金曜日（祝日を除く）
8 時 30 分～16 時

月～金曜日（祝日を除く）
9 時～16 時 30 分

安中交通安全協会
月～金曜日（祝日を除く）　9 時～16 時

□本　　 6/2　10 時～12 時

健康相談
（生活習慣病・育児・栄養相談など）

介護相談・認知症相談
（電話相談・面接相談）

要電話予約　□本　　 高齢者支援課（☎内線 1188）
（65歳未満）  □本　　 福祉課（☎内線1155）

□本　　 ・□松  月～金曜日（祝日を除く）
8 時 30 分～17 時 15 分成年後見制度に関する相談

配偶者・恋人などからの暴力
（DV・デート DV）に関する相談

生活困窮に関する相談
（生活支援相談窓口）

ひきこもりに関する相談

交通事故相談

若者就職活動個別相談

妊婦健康相談
（母子手帳交付）

無料法律相談

□本　　 市民相談室（☎内線 1207）

人権相談
□本　　 5/20　13 時 30 分～ 15 時 30 分
□松  5/21　13 時 30 分～ 15 時 30 分

【特設開設日】□本　　 ・□松  6/1  13 時 30 分～ 16 時
□本　　 市民相談室（☎内線 1207）

要電話予約　□本　　 市民相談室（☎内線 1207）□本　　 5/7・21・27※　6/4　13 時～ 16 時
※5/27 のみ 13 時～ 15 時

消費生活センター（□本　　 敷地内）
月～金曜日（祝日を除く）　9 時～16 時 30 分

月・火・木・金曜日（祝日を除く）
9 時～16 時

月～金曜日（祝日を除く）　9 時～16 時

消費生活相談

要電話予約　□本　　 福祉課（☎内線 1191）

心配ごと相談 地域福祉支援センター　第 2 木曜日
9 時～11 時 30 分 地域福祉支援センター（☎382－8397）

※新型コロナウイルス感染症の影響により、相談日時が変更および中止になる場合があります。
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INFORMATION市民 INFORMATION市民

行　　事　　名

● 第22回安中西毛地区高校演劇祭

　文化センターホール 13:30～17:00

● 第22回安中西毛地区高校演劇祭

　文化センターホール 13:30～17:00

● 碓氷峠鉄道むら「横川ナイトパーク」

● 安中オカリナ音楽祭

　文化会館　大ホール　13:30～

● 五料の茶屋本陣

　「五月人形展」最終日
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行　　事　　名

● 第５回農業委員会総会

　201会議室　13：30～

● 第47回安政遠足侍マラソン大会

　武家長屋前　スタート　8:00

● ミニ遠足

● 体育施設利用者調整会議（7～9月）

　・旧安中市屋外施設□ス 18:30～

　・旧松井田町屋内外施設□松 

　　18:30～

● 体育施設利用者調整会議（7～9月）

　・旧安中市屋内施設□ス 18:30～

● 家庭教育カウンセリング講座①

　文化センター　10:00～

● 第13回松井田きり絵の会展

　文化会館  小ホール  9:00～16:00
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行　　事　　名

● 第13回松井田きり絵の会展

　文化会館  小ホール  9:00～16:00

● 安中市消防隊水防訓練

　西毛総合運動公園東側広場 8:30～

● 第13回松井田きり絵の会展

　文化会館  小ホール  9:00～16:00

● 家庭教育カウンセリング講座②

　文化センター　10:00～

● 安中地区安全運転者等法定講習会

　文化センターホール 12:00～17:00

● 第2回安中市議会定例会

　開会（予定）　9:00～

● 第2回安中市議会定例会

　総務文教常任委員会（予定）9:00～

5 月

曜日

土

日

月・祝

火・祝

水・祝

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

6 月

※毎週月曜日は市民交通安全日、
　毎月1日は県民交通安全日です。

安中市役所　☎027－382－1111

中止中止

中止
中止

10770
取り消し線

10770
取り消し線



安中市の公式ツイッターをご利用ください。
https://twitter.com/Annaka_City
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見やすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。

碓

5月15日（土） 午後8時まで 開園を延長

大人500円（中学生以上）
小人300円（小学生）

※通常の入園料と同額。また、
　乗り物代は別途必要。

日
時

入
園
料

広　告 広　告

広　告


